








































勇者と魔王が電撃同盟！




キッカケは、お互いの恋を応援するため!?
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















　CONTENTS









プロローグ

１：勇者と魔王、契約す

２：勇者と魔王とその日常

３：頑張る乙女達

４：魔王とは勇者と戦うものである

エピローグ：明るくない家族計画





プロローグ




「俺達たち、協力し合えそうな気がしないか……？」

「奇遇だねえ、ボクもまったく同じことを思ってたよ」







　この世界『ラージェス』には、勇者と魔王という存在がある。簡単に言えば、人類と魔族、双方の英雄だ。

　互いの種族には、それぞれ別の生き方があり、価値観があり、正義がある。だからこそ相あい容いれない。戦うしか無い。

　だから今回、俺達は戦った。

　紛まぎれもない命いのち懸がけ。俺と仲間達の首がこうしていまだくっついているのも、言ってしまえば運だろう。

　そうだ俺達は相あい容いれない。人と魔と、それぞれの種族の未来のために戦わなければならない。

　そんな俺の気持ちに嘘うそはなかった。──いや、それは違うな。一つだけ嘘をついた。

　人類の未来のために……そんな崇すう高こうな理由じゃない。正直言えば、俺の知らない人間がどうなろうと別にどうでもいい。

　少なくとも、俺は俺の知らない誰かに優しくしてもらったことなんてない。だから、俺も知らない人間のためにどうこうしてやるつもりなんてない。ただまあ、あまり気分はよくないので、俺の目の前でどうにかなるのはやめてくれ。不ふ承しよう不ぶ承しようながらも助けたくなってしまうから。

　けれど、それが俺のよく知っている人間なら……俺にその手を差し伸べてくれた人達たちのためだというなら話は別だ。

　そんな人達を守るためになら、俺は喜んで剣を抜こう。傷つき血を流そう。

　俺は、人類なんてどうでもいい。ただ、俺の知っているごく少数な誰か達のために、命いのち懸がけで戦っている。

　そう、戦った。




　目の前に立つ黒髪の美少女──魔王と。




　そして今、俺達の中には一つの疑問がある。

　勇者と魔王は相あい容いれない。自らの大切な誰かを守るため、俺達は戦わなければならない。

　なら、もしその大切な誰かが、戦わなければならない相手側にいたらどうなんだろう？

　ぶっちゃけ、たった今殺し合っていた相手側の誰かに惚ほれちゃったりしたらどうなるんだろう？

　ああ、うん。そんなの考えるまでもないじゃないか。

　恋は盲目って言うじゃないか。




「ユメ！」

「レイル！」




　全力で殺し合っていたはずの俺達は──

　次の瞬間、ガッチリと、それはもう熱く固い握手を交わしていた。そして同時に、声高らかに宣言する。




「「戦いを引き延ばそう!!」」




　かくて、勇者と魔王はわかり合ったのだ。





１：勇者と魔王、契約す




「さあ、今回こそ引導を渡してやるぞ、魔王ユメ!!」

「あはっ、前回は惜しかったねっ。だけど無理だよ、キミの力でボクを倒すことなんてできっこない。まあ、キミ以外の人間じゃあ、ここを守ることすらできないだろうけどね！」

　強大にして凶悪な魔法が降り注ぐ中、それをかわし、受け止め、弾はじき返かえし、距離を詰めて剣を振るう俺。そんな俺の渾こん身しんの一撃を魔王は受け流し、驚くことに更に一歩間合いを詰めるとゼロ距離で魔法を放とうとする。

　これは、あれから四度目の魔王との──ユメとの戦い。

　今回は魔王城とは違う、とある王国の主要都市前での戦いだ。

「勇者レイル、あなたのパーティーこそ私たちにとっての唯一の障害。今日こそ終わりにして差し上げます」

「ふふ、それは無理だよミアちゃん。レイルも私たちも、あれから更に強くなってるんだからねっ」

「そうです。僕達たち三人の名にかけて、必ずあなた方を倒してみせますよ！」

　魔王と側近は、ほかに手下を連れず、わずか二人でその恐るべき力を見せる。それに対し、俺達は三人でその力と拮きつ抗こうしていた。

　そんな俺達の戦いを城壁の上から、都市の住人達は祈るように見守っている。都市の衛兵達も、俺達の邪魔になるのを分かってか、手を出せない。

　眼前で繰り広げられるその光景は、まさしく命いのち懸がけの戦い……に見えただろう。戦っている五人以外には。

「レイルさま！　お願いします、勝って下さい!!」

「ああ、神よ！　勇者さまに何なに卒とぞ力をお貸し下さい!!」

「アーディ殿！　アリナ殿!!　どうかレイル様にお力を!!」

　俺達三人を懸命に応援する人々の声が城壁の上から届いてくる。

　──既に俺以外の勇者が敗やぶれたという報告は世界に広まっていた。同時に、俺達がギリギリまで魔王を追い詰めたという話も。人々にとって、まさに俺達三人こそが最後の希望。俺達が敗れれば、強大な力を持つ魔王を抑えられるものは誰もいなくなるのだから当然だ。

　事実、目の前で魔王が見せている力は、明らかに人知を越えたものだった。

　城壁を容易たやすく破壊しそうな爆発の魔法。騎士の鎧よろいなどまるで役にたたないであろう巨大な雷撃。数十人の命を一撃で奪うこと必至の、地面から放たれる土の槍やり。

　だが彼らの目に映るのは、爆発を防ぐ魔法結界に、天から落ちる雷撃をかわしながら振るわれる騎士の剣、無数の槍に怯おびえることなく向かっていく勇者の姿だ。

　その光景に、誰もが希望を見み出いだしていた。勇者である俺達たちを信じていた。

「ちょっとレイル、今の剣、タイミング早いっ。本気で当たっちゃうからっ。当たったらボクでも痛いからっ」

「ああ、悪い。間合いの目測、ちょっとだけ見誤った」

　決して周囲には聞こえないよう、剣と魔法をぶつけ合いながらそんな言葉を交わす。

　いかんいかん、ちょっとやりすぎたか。

　とはいえ、魔王相手の戦いで手を抜きすぎるとさすがに腕に覚えのある見物人にはバレかねないからなあ。ケガは最低限に、と分かっていても加減が難しい。

　うん、王国のみんなが信じてくれているのは非常によく分かるんだが、ハッキリ言ってしまおう。

　この戦い、完全に出来レースである。俺達勇者組とユメ達魔王組とで話し合い、そうなるように仕組んでいる。

　なぜそうなったのかといえば、それは勇者と魔王による重大な理由があった──。
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【繁はん栄えい宣言】──そう呼ばれる伝承がある。

　かつて様々な予知を行い、そのすべてを的中させて多くの国を救ったと言われる大予言者が残した言葉。大予言者の死後、とある森の中に残されていた碑ひ石せきに、その名と共に記されていたという。

『今と変わらぬ平へい穏おんと繁栄を望むのならば、魔の頂点たる女を滅ぼし、その傍らに従う女を王に捧ささげよ』

　碑石に記されていた実際の言葉は、数百行に亘わたる長文だが、肝心な部分はこの一文だ。この短い一文が、人類に大きな衝撃を与えた。

　もともと『ラージェス』では人類と魔族──二つの相容れない種族の争いが、記録にあるだけでも数百年も行われていた。そんなときに、魔族の中でも歴代最強の力を持った魔王が現れた。その魔王が現れてから二百年……人類は一度たりとも魔族に勝利を得てはいない。ただ、かの魔王から攻めてくることはなく、あくまでも降りかかる火の粉を払うにとどめているおかげで助かってはいるが、もしも攻勢に出られたら、人類にどれだけの被害が出るか、そもそも勝つことが出来るのか。そんな危うい状況がつづき──そこで発見されたのが、先ほどの碑石である。

　人類は【繁栄宣言】が叶かなわない場合、魔族達によって、人類の平穏と繁栄は永久に失われる、と解釈をした。その上、碑石に記されていた期限の日は、わずか五年後。

　これは、人類と魔族の生存を懸かけた戦いになる。魔王をなんとしてでも討うたなければならない。人間の王達たちはそう判断し、焦った彼らは、自らが持つ最強の戦力、『勇者』を送り込むことで合意した。

　現在、世界に存在する勇者は五人。世界に存在する国の中で、五大国と呼ばれる国にそれぞれ一人ずつ。まさしく、各国の力の象徴ともいえる存在だ。それぞれがそれぞれの仲間と共に、独自のルートで魔王城へと向かい、そこに住まいし主、魔王を殲せん滅めつする。

　あえて一つにまとまらず、別々に向かうことで敵の戦力を集中させず、侵しん攻こうルートをも絞らせない。人類の希望を背負った勇者達たちは、我先にと旅立った。

　俺、レイル＝アーデッドも、そんな勇者の一人だ。他の勇者達と違い、とある大きなハンデを背負った俺は、それでも二人の仲間に支えられ、ようやくその場所へと辿たどり着ついた。

　そこは深い谷の最さい奥おう。優に深さ百メートルはあるだろう、まるで大地の裂さけ目のような谷間の最も深い場所に、巨大な城が一つそびえ立つ。

『魔王城』と呼ばれるその名からは想像しにくい白はく亜あに輝く美しく荘そう厳ごんな城が、俺達を静かに見下ろしている。

　その光景を、共に眺めているのは二人の仲間。

　薄いブルーの髪をまっすぐに背中の下あたりまで伸ばした抜ばつ群ぐんのスタイルを持つ美女にして高こう司し祭さい。アリナ＝アーデッド。正真正銘血の繋つながった俺の姉。

　穏やかな笑みを浮かべた金髪の美青年にして騎士。アーディ＝カウル。信頼できる親友。

　そして、そんな俺達を待ち受けるように彼女達はいた。そう──魔王と、その側近が。

　見たこともない漆しつ黒こくの髪を肩のところで切りそろえた、どう見ても十代前半くらいの年頃の少女と、腰まで届く長い銀髪の十代半ばくらいの大人しそうな令れい嬢じようタイプの少女。

　その第一声は今でもよく覚えている。

「うん、ボクたちの力を理解してるだけでも十分合格だよ。今までの四組とはまったく違うみたいだね」

　自らの力を示すでもなく、宣戦布告でもなく、俺達を嘲あざけるでもなく……むしろ、俺達を賞しよう賛さんする言葉だった。

　余裕の笑みから感じるその力は本物だった。前に立つだけで分かる、その圧倒的な力。

　黒髪の魔王ユメ。魔族の長い歴史の中においても最強と言われる魔王。

　そして、その魔王と並び賞される側近ミア。その綺き麗れいな銀髪と美び貌ぼうに一瞬見み惚ほれかけるが、相手は魔族だと自分に言い聞かせどうにか踏みとどまる。

　人と魔。争うことしかできない相反する存在。俺はアーディと姉さんと共にそれぞれの武器を手に取った。

　そんな俺達を、魔王達は余裕の笑みを浮かべたままで迎え撃つ。

　それからの戦いは詳しく覚えていない。覚えていられる余裕なんかなかった。

　黒髪の魔王から放たれる圧倒的な威力の魔法と、その盾として立ちふさがる銀髪の側近。

　個々の力で負けても連れん携けいでなら、と思っていた俺達をあざ笑うかのような二人の動き。

　魔族でない人間の──俺達たちが持つ〝連携〟の強さを使ってくる。俺達しか持っていないと思っていた力を使ってくる。その強さは、当初より高めに見積もっていた俺達たちの予想を遙はるかに上回っていた。

　その上側近は、その身をもって魔王を守る。たった一度、届きかけたその一撃を、その身体からだで受け止められた。

　女でありながら、身体が傷つくことすら厭いとわずに大事な存在を守ろうとする、その魔族らしからぬ姿に俺は敬意すら覚えた。

　そして同時に、自分達の甘さを思い知らされた。自らが傷つくことを恐れすぎていたのだ。力でも連携でも勝てないというのなら、覚悟で上回れなければ何で勝つのか。

　それほどに、相手は圧倒的な強さだった。

　何度吹き飛ばされ、地面に這はいつくばっただろう。意識が飛びかけただろう。だがそれでも俺達は立ち上がり続けた。

　ほんの一瞬の機会。奇跡の起こるその時をただ待ち続け……その時はきた。

　粘る俺達にイラつきを覚えた魔王による。最大級の一撃、俺はすべてを捨てて、ただ正面から耐える。

　勇者に耐えられるはずがない、これでもう終わりだ──そんな魔王の思い込みを、俺は上回る。

　それを耐えきった俺と、姉さんとアーディの作ってくれた一瞬の隙すき。

「嘘うそ……!?」

　信じられないと声をあげる魔王へと、俺の剣は確かに届き、その身体を地面へと這いつくばらせた。そして、とどめとばかりに俺はもう一度剣を振り上げる。




「やめて下さい!!」




　だが、俺の剣先は止まっていた。止まってしまっていた。魔王の前に両手を広げて盾となっている少女の、その首筋で。

　アーディが、姉さんが──その自らすべてを懸かけて俺のために作ってくれた、最初で最後の勝機。俺はそれを充分分かっていたはずなのに……だけど止めてしまった。

　その大きな瞳ひとみに涙を浮かべ、魔王を守るために身を投げ出した少女の姿に、俺は戦いを忘れてしまった。

「申し訳、ありません。認めます。今のはあなた方の完全な勝利です。ですがそれでも、お願いします。今のユメさまへの一撃、私のこの命と引き換えにして下さい！」

　そう必死に叫ぶ彼女のことを、純粋に綺き麗れいだと思ってしまった。












「だ、ダメだよミア！　今のは完全にボクの油断だ。ボクが彼らを甘く見過ぎたせいだ！　その代わりにミアの命をなんて捧ささげられない！」

　そして、そんな側近の懇こん願がんに対し、魔王もまた叫ぶ。側近を押しのけるように前に出て、まっすぐに俺へと請こい願ねがっていた。

「勇者、ボクも認めるよ。今の一撃、ボクは確かに討うち取られていた。だからボクの首を持っていっていい。でもミアは見逃してくれないか。あのタイミング、ミアは絶対にこの場所から逃げられたはずなんだ」

「ダメです、ユメさま！　主のために死ぬのが私の役割です！」

　互いを庇かばい、その身を差し出そうとする二人を、俺は唖あ然ぜんと見つめていた。

　そんな二人の姿は、誰がどう見たって魔王とその側近には見えなくて。むしろ、そんな二人に剣を向けている俺の方が、魔王のようだった。

　本当なら、あのタイミングで剣を止めた俺を、魔王なら攻撃出来ただろう。確かにその場合、俺は身を守るために側近へとこの剣をもう一度振り下ろしていたかもしれない。だからといって、自分の部下を守るために、そのチャンスを捨てるか？　よりにもよって魔王が。

　その魔王の行動はあまりに想定外で──。

　そんな魔王のために迷いなく身を挺した少女の姿が、あまりにも綺き麗れいに見えて──。




「なあ、魔王ユメ。一つ提案があるんだが……」




　俺は思わず、そう口にしていた。

「あー、その、なんだ……とりあえず二人だけで聞いてもらいたい話があってだなあ」

　キョトンと俺を見上げる魔王の細い腕を強引に掴つかむと、俺はみんな……特に側近の少女から逃げるように距離を取る。そうだ、これは俺にとってまさに一世一代の大問題。

「な、なに!?　うん、妙に赤らんだ顔で女の子引っ張るとかキモイよ勇者。さっきまでのキミはどこいった」

「いや、だからだな、側近の、ミア、なんだがその、美少女だよな！」

　艶つややかな長い銀髪。大人しそうな、けれど慈愛に満ちたあの瞳ひとみ。主のためには自らが傷つくことも厭いとわず、その命すら投げ出してみせる忠誠心と思いやり……いや、ダメだな。理由をつけようと思えばこうやって出てくるが、どれもこれも嘘うそっぽい。

　俺が戦いの中で彼女に感じたのは、そんなものじゃないっ。

「あ、ああ、うん。間違いなくいい子だよ。自分のためでなく、自分の信じた相手のためにがんばれる子で……って……おいこら！」

　魔王ユメさま、そのジト目、大変お似合いですねあなた。

　まあたしかに、よりにもよって、勇者が魔王の側近に抱く感情ではないだろう。けれど抱いてしまったものはしかたない。理由なんかどうでもいい。ただ確かに抱いてしまった。好きだ、という感情を。

「まさかとは思うけど、ミアに惚ほれたとか言うんじゃあ……」

「ああ、言うさ、言おう、ハッキリと言い切ろう。惚れた！　この俺、レイル＝アーデッド！　ミアさん可愛かわいすぎるし！」

　今にして思えば、間違いない。俺は、戦いの最中からずっと心を持ってかれていた。

「い、いやいやちょっと待ってよ！　ボクたち今の今まで殺し合ってたんだよ!?　しかもキミたち人間だよね？　繁はん栄えい宣言どうするの!?　ボクを倒してミアを国王に献上しなくちゃいけないんだよね!?」

「あんな可か憐れんな美少女を、あんなおっさんのあ～んなことやこ～んなこと要員になんてできるわけないだろう。むしろ俺がするっ。したいのでさせてもらえるよう頑張る!!」

「うぐぐ……これだから男っていうのは……」

「むしろ健全だ！　惚れた相手に対してそういう欲望を抱かない男とか、それ絶対にただのムッツリか病気か何か企たくらんでるかの三択だぞ」

　俺は拳こぶしを握りしめ、そして胸を張り──ハッキリと言い切る。

「ああ、宣言してやる。俺は繁栄宣言なんかよりも、一人の少女を選ぶ！　人類の未来？　知らん！　むしろ人類こそ、俺の恋愛の為ための礎になれ！　いや、なってもらう!!」

「……本気、なんだね」

　ユメは目をぱちくりとさせ、俺の目を真まっ直すぐ見上げて尋ねた。当然、躊ちゆう躇ちよなく頷うなずく。

　するとユメは腕を組んでうんうん唸うなり出すと「確かにそれなら……」「いやでも、やっぱりマズイ……」「だけどボクだって……」などと呟つぶやきながら、懸命に何かを考え出した。

　確かに、勇者と魔王の側近との恋愛なんてありえないだろう、本来は。それぞれの大義に対する裏切りとも言えるに違いない。だからこそ、魔王として簡単に頷けるわけがない──いや、頷くはずがない。けれどそれでも、ここはなんとしてでも頷かせてみせる。

　そして悲ひ痛つうな顔で考え続けていたユメが、ようやくその顔を上げた。そこに、満面の笑みをたたえながら。あれ？　笑顔？

「そうだよね、うん、そんな関係があったっていいよね！　素晴らしいよ！　素敵だよ！　勇者……レイル!!」

　瞬間、ユメもまた実ににこやかに俺の手をとった。思わずキスされてしまうんじゃないか、というような勢いで顔を近づけてくる。

　な、なんだ、この乗り気っぷりは？　さっきまでの悲痛な顔で唸っていた姿はどこいった？　俺の思ってたのとちょっと反応違くない？　もっと冷たく罵ののしられるかと思ったのに。

「いや、実はさ、ボクも思ってたんだけど、キミの仲間の剣士……アーディって、かっこいいよね！　最後まで一瞬たりとも迷うことなくキミのことを信じ続けてさ、ボクの攻撃をずっと受け続けるとか、並の剣士じゃできないよ、うん!!」

　いやおいちょっと待て、こいつのこの反応……確かにアーディはイケメンだし強いし本当にいい奴やつだが……。

　これはつまり、まさかとは思うが俺と同じで……。

　キラキラと輝く瞳ひとみで、アーディのいいところを──具体的にはさっき自分がどんな攻撃してそれをアーディがどう耐えたのかを羅列していくユメ。

　俺へと向けた数々の攻撃を、自らの身体からだをもって防ぎきった。どれだけのダメージを負おうとも何を言われようとも、決して迷わず折れず俺を信じ続けた。

　信じた誰かのために笑って身体を張るその姿を、興奮気味に語る魔王。

　それは紛まぎれもない恋する乙女。間違いない、俺とこいつの想おもいは今一つになっている！

「なあ、ユメ。これはまあちょっとした相談なんだが……俺達たちとお前達は人間と魔族という、争っている別々の陣営側の代表なわけだよな。だからこそ、俺達はこうして出会ったわけで」

「ああ、うん。ボクもね、丁度聞いてみたいと思ってたんだ。そんな立場にいるボクたちなわけだけれど、もしここで決着がついてしまった場合、アーディ……キミたちはどうなっちゃうのかな？」

「俺達たちが勝てば、任務は成功。ミアを王に献上して、それなりの褒美をもらって終了。ユメ達が勝った場合、任務は失敗。俺は勇者だから何をされるってことはないと思うが、アーディは騎士の位剥奪で……良くて一生下働き、悪ければ牢ろう獄ごく行きだな」

「どっちの場合も、もう会うことはない、よねえ……？」

「ああ、間違いないな。俺達は二度と会えなくなる」

　その頬ほおを僅わずかに赤らめ、アーディを見やるユメ。俺も同じように、ミアへと視線を送る。

「なあ……俺達、協力し合えそうな気がしないか……？」

「奇遇だねえ、ボクもまったく同じことを思ってたよ」

「……」

「……」

「ユメ！」

「レイル！」

　次の瞬間、俺達はガッチリと、それはもう熱く固い握手を交わしていた。そして同時に、声高らかに宣言する。

「「戦いを引き延ばそう!!」」




　かくて、勇者と魔王はわかり合ったのだった。
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「きゃああっ!!」

　そして、俺の放った起死回生の一撃が、見事魔王を地面へと倒れ込ませた。すかさず放ったトドメとなるはずの追撃は、けれどミアの魔法で邪魔をされる。

「ぐっ……やっぱりキミたちはしぶといね。キミたちさえいなくなれば、あとはもう魔族の勝利は確定だっていうのに……」

「そう聞いて、素直にやられてなんてやれるかよ。俺達の肩に人類の未来がかかってるっていうなら、絶対に負けてなんてやれないな！」

　……今のセリフ、ちょっとわざとらしかったか？

「ユメさま……口く惜やしいですがここは引くべきかと。このままでは勝てたとしてもこちらの疲弊が大きすぎます。騎士団が動けば厄介なことになるでしょう……」

「ふふ、そう簡単に逃がしてあげると思ってる？　ミアちゃん」

「ユメちゃん、ミアさん。あなた達との戦いも、今日こそ終わりにしてみせますよ」

　姉さん、アーディ、二人とも、そんな微笑ほほえましい口調じゃダメだから!!　もうちょっと憎しみとか込めてっ。

「……ふう。残念だけど仕方無いね。だけど、次こそは決着をつけてみせるよ！」

　叫ぶが早いか、ユメがその手を天へとかざす。瞬間、凄すさまじい光が天から降り注いだ。ただの目くらましなんてものじゃない。それは、すべてを焼き尽くすほどの熱量を持った灼しやく熱ねつの光だ。直撃すれば一瞬で蒸発するだろう。

　姉さんの結界のおかげでどうにか助かったものの、光が消えた時にはもう二人の姿はどこにも見当たらなかった……。

　おいおい、魔王さま、さすがに今のはやりすぎじゃないか？　本気でビビったぞ……。

「……と、とりあえず、今回はこんなところか……？」

　周囲に敵の気配がないことを確認し、俺達たちは武器を鞘さやへと収める。

　かくて、今日も人々の祈りの声が勇者に届き、俺達は邪悪なる魔王とその側近から街を守ることに成功するのであった。

　無事に魔王を撃退したと察したのか、城壁の上から凄まじい歓声が沸わき起こっていた。

「勇者様!!」

　そして街の衛兵達が数人、こちらへと走ってくる。

「魔王の撃退、お見事でした！　皆様、ご無事なようで何よりです、おケガの方は!?」

　最上級の敬礼でもって俺達を迎えてくれる衛兵達に、俺は安心させるように笑顔を返す。

「ええ、大丈夫です。これくらいなら問題ありません」

「しかし最後の、とんでもない魔法だったね……自爆するつもり、だったのかな」

「いいえ、ちゃんと自分達を巻き込まないように調整してたわよ。全力で放たれてたら、私の結界でも防げなかったでしょうね」

「生半可な魔法じゃあ俺達から逃げられない、そう判断したんだろうな……」

「なんと……さすがは魔王、恐ろしい魔法を……。とりあえず皆様は街の方でお休み下さい。領主様がお待ちしております。周辺の警戒は私どもの方で行いますので」

「いえ、あれだけの魔法です、魔王といえど消耗も激しいはず。まだ周辺に隠れてるとも限りません」

「そうなると、衛兵の皆さんじゃあ危険だね。僕達が動いた方がいい。追撃しよう」

「そうね。それじゃあ、引き続き都市の守りをお願いしましょうか。私たちがいない間に戻ってくる、なんて手を使う可能性もあるしね」

「ああ、それがいい。衛兵の皆さんは、すみませんが留守をお願いします。もし何か異変があったら、至急閃せん光こう弾で知らせて下さい。状況によっては、このまま帰還しますが、自宅が近いので、ここからなら確認できますし大丈夫です」

「かしこまりました！　無事のご帰還を祈っております！」

　衛兵達たちに力強く頷うなずき返すと、俺達は魔王を追って都市に背を向けた──。




「おーしお疲れー。全員無事ただいまー。風ふ呂ろ入って飯だー！　ミア、背中洗ってくれー」

「承りました、レイルさま。私謹きん製せいの紙ヤスリは少々粗いですので存分に堪たん能のうして下さい」

「ねえねえアリナ、今日の晩ご飯デザートありだよね!?　ボク、おかわりＯＫだよね!?」

「当っ然。甘い物は疲労回復に最適だもの。レイルの疲れを癒いやして、夜に繋つなげないと♪」

「とりあえず、次の戦闘内容とかどうする、レイル。あまり僕達たちが勝ちすぎると、魔族側の不満が高まっていくよ」

「ああ、そこなんだよなあ。どうしたらいいと思う、アーディ」

　ここは、グラルディア王国王都より馬車で三日ほどの場所にある大都市カルラーディア──俺と姉さんの故郷だ。

　本日の八や百お長ちようバトルも無事に終わり、俺達は憩いこいの我が家に集つどっていた。

　勇者の称号を持つ俺は、この街に家と土地を陛下からいただいてはいるが、別に貴族というわけじゃない。まあ、それでも二階建てで部屋数は10ほどと、充分に豪ごう邸ていの範囲に入るとは思うが。

　実際この白塗りの建物は、家というよりは屋敷と言っていいレベルだ。庭も、門から徒歩何分、なんてばかげた広さはないが、子供なら走り回って遊べる程度の広さはあった。

　そんな優良物件である我が家も、王国全土から見ればほぼ中心部にあるが、それでも国内を移動するにはそれなりに時間がかかる。かなり高位の魔法に、個々の速度を大幅に上げ高速移動できるようにするものもあるが、魔力の使用量も激しく、使いづらい。

　今日の戦闘はカルラーディアから比較的近い街だったためどうにか日帰りできているが、地方都市へと向かえば数週間はかかるだろう。まったくもって近場の仕事場万歳である。

　ちなみに、ユメとミアの暮らしていた魔王城は、この王国から更に離れた辺境にあり──戦闘の度たびに魔王城から向かうのは怪しまれるし距離的にも面倒ということで、ユメとミアも現在我が家を拠点として滞在中だ。

　他に使用人がいるわけでもないので、二人を匿かくまうにも丁度いい。

　なんといっても勇者と魔王による出来レースは今後も続くのだ。

　だって、そうしないと俺はミアと、ユメはアーディと会えなくなっちゃうわけだからな。

　本気で戦って俺達たちが勝った場合、逆に俺達が負けた場合、どっちにしろ俺達とユメ達のどちらかが死ぬか捕らわれる。

　そう、この戦いの決着がつくとき──それは俺達がもう会えなくなるということ。戦って戦って苦しんでボロボロになった上でついに出会った運命の人。その最愛の人と会えなくなるなんてとんでもない!!

　だからこそ俺とユメは──勇者と魔王は手を組んだのだ！　同盟を結んだのだ！

　結果、互いの国民をしばらく演技でごまかすことになったわけである。

　当然、それは仲間達たちにも説明したんだが、さすがに俺達、恋愛成就のために協力し合うことにしたんですっ、というのはあの戦いの直後には言えませんでした。

　相手は、さっきまで本気で殺し合ってた敵のパーティーの人なんですっ。ほら、姉さんの首ちょんぱしようとしてたそこの美少女側近さんっ、とか言えるわけもない。もちろん、ユメの方も同様だ。

　なので、勇者も魔王も戦ってみたら案外話せる奴やつ同士だったし、これ、無理に倒さなくてもいいんじゃないか、という疑問で俺とユメの考えが一致した、という風に、みんなには説明してある。

　あるんだが……これに関してはどうも勘づかれているっぽい。

　アーディも姉さんもミアも、全員戦いの中で相手にとって好意的な感情を持ってくれていたためか、俺とユメの考えに全員が同意してくれたんだが、その時の表情が……。

　アーディ＝困ったような苦笑い。姉さん＝生温かい笑顔。ミア＝恥じらうように視線逸そらして拗すね。である。ミア、かわいい……。

　アーディとミア、本人にも勘づかれてるっぽいのは、まあこの際だ。むしろ意識してもらった方がいい、ということにしておこう。

　とりあえず、あれ以降魔王軍による人間側の被害はほぼなくなった。

　表向きの理由は、魔王城での戦いで勇者によってギリギリまで追い詰められた結果、それ以降は勇者のパーティーを相手することに全力を注ぐことにした、ということになっている。

　まあ実際は、そんなくだらん戦争なんかのために、こっちの恋愛邪魔されてたまるか、ということだったりするんだが。

　それ以降、先ほどの戦いのように八や百お長ちようで引き分けたり、一時休戦したり、場合によってはわざと負けたりして状況を調整していたりするわけだ。




　──もちろん、俺とユメが、それぞれの愛いとしの人と会うためにっ。




　なお、同居を行う上で一番危き惧ぐしていたユメとミアの正体バレについては、みんな魔王と側近の顔なんて見てるわけないしなんとかなるんじゃないか、と考えていたんだが、思ってた以上に問題なかった。

　まさか魔王がこんな所で呑気にしているわけがない……というか、そもそも普段の態度からしてまったく魔王に見えない思えない、というわけである。うん、非常に正しい考えではないでしょうか。俺もそう思う。

「でもユメちゃん、さっきのあれはさすがにやりすぎだと思うのよっ。防ぐのすっごい大変だったんだからねっ」

「あはははぁ、やっぱり？　その、丁度今ミアにもそれを怒られていましてぇ……で、でもほら、ただの目くらましとかじゃあさ、勇者レイルから逃げ出すには簡単すぎるんじゃないかなあ、と」

　アリナ姉さんの説教に、ユメは焦ったように弁明する。

　これは、ここ最近当たり前の風景となっている五人揃そろって夕食をとりながらの反省会。

　俺達たちがやっていることは、ある意味種族に対する裏切りだ。だからこそ慎重に行っていかなくてはならない。

「それは分かるけど、もうちょっと威力落としてよ。私の魔力の消しよう耗もうがもうちょっと多かったら、私たちみんな真まっ黒くろ焦こげよっ」

「いえあの、アリナさん？　真っ黒焦げですむ魔法ではないのですが……存在する魔法の中でも、最大級……詠唱に様々な条件が必要とはいえ、私でも使えないほどの……」

「……僕達、よく無事だったねえ」

　そんなミアの説明を受け、アーディが困ったような笑みを浮かべて肩をすくめた。

「つまり、危うくユメ自らの手で、俺も姉さんも『アーディ』も、地上から消滅するところだったと」

「大変本気で申し訳ございませんでしたあ！　心よりこの通りの土下座にてお詫わび申し上げますので、何なに卒とぞご容よう赦しやを!!」

「ならんっ。姉さん、踏んでやれ」

「らじゃっ。おらおらー、ユメちゃん足あし蹴げにされろやーっ。私のレイルの髪の毛が、爆発後みたいになっちゃったらどうするのよーっ」

「ああー、魔王にこんなご無体なー!!」

「アリナさん、ユメさまにそんな……す、少しだけ代わってもらってもよろしいでしょうか」

「いやぁ、わざとじゃないのは分かってるから、もういいんじゃないかなあ、みんな」

「アーディさまっ!!」

　背中に大きな足跡を残しつつ、分かりやすいハートマークを浮かべてアーディを見つめるユメに、俺は苦笑する。

　うん、慎重にいきようがないな、このメンバー。元々の性格なんだろうが、みんな、その時はその時だ、なんていう考え方が染みついている。

　ユメもミアも、こうしている時は本当に魔王とその側近になんて見えない。そしてそれは、恐らく向こうも思っていることだろう。

　俺達だって、勇者とその仲間になんてきっと見えない。まあ、俺自身が元々落ちこぼれだ。仕方無い。

　だがそれでも、俺は勇者で、相手は魔王だ。それだけは忘れちゃいけない。何が起こるか分からないからな。

「んじゃ、次の戦闘だけど、いつどこにする。アーディも言ってたが、俺達が勝ってばかりじゃ実際やばいんだよな」

「うん、そうそう。なんで次はボクの勝ちでいくべきだとおもいまーす。たまにはボクたちにもストレス発散、勇者フルぼっこの機会をよこせー」

「ああはい、すみません……確かに、ここんとこ俺達たち側ばかり優勢だったな」

「でもレイル、私たちが国内で負けたりするとあっという間に噂うわさが広がるわよ？」

「当然この戦いの噂は魔族にも伝わってるんだから、こっちの溜りゆう飲いん下げてくれないと、さすがに暴走するよー。いや、むしろさせちゃおうっ、煽あおっちゃおうっ。ボク、ただいま結構ストレス超特急で急上昇中！」

「ですがユメさま、あまりに広がりすぎた場合、魔族が調子に乗りかねませんね……少しめんどくさい状況になりそうな」

「ぐぬぬぅ……分かってはいたけど、我が配下ながらめんどくさい種族だにゃぁ……」

「仕方ありません。ユメさまを見て、その力に憧あこがれて生きている連中ですから。本当にもう、もっとこう、ユメさまのかわいらしさを見て生きればこうはならないというのに……」

「ミア、何気にボクのこと貶けなしてるよね……」

「……だったら、ボロボロにはなったけれど、レイルが最後の力を振り絞って撃退した、って形が一番かな。定番だけど」

「その辺が落しどころだな。俺もユメもどっちも勝ちすぎたらまずいことになるし」

　人と魔。相反する二つの種族、その両方の顔を立てないといけないあたりがすこぶる面倒だが……これもまた仕方無い。

　そうだ、これは俺とユメ、二人の想おもいのためなんだから。

「あ、アリナ、ボクデザートおかわりー」

「いいけど、太っちゃうわよ、ユメちゃん」

「うぐっ……それは確かに……でもでも、このケーキおいしいしどうするか……」

「……ころころまぁるいユメさま……アリナさん構いません、大盛りでお願いします!!」

「まあ、ユメちゃんくらいの子だったら、ちょっと食べ過ぎたくらいすぐに消費しちゃいそうだしね」

「だよね、アーディ♪　なのでおかわり続行ー」

　……ユメ、惚ほれた男の前でそれはいかがなものかと思うんだが……。

　そうして、騒がしい時間は過ぎていく。それは勇者と魔王の関係では考えられなかった時間。俺達の仲は、変わり始めていた。
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「いやぁ!!　勇者さま、立ってくださいっ!!」

「そんな……レイル殿達たちが負ける、だと……」

　城壁の上には絶望感が広がっていた。当然だろう。なんといっても目の前で、人類最後の希望が全滅寸前になっているんだから。

　勇者と魔王の八や百お長ちようバトル・第五回。今日の戦いは俺達勇者組敗北回だ。

　打ち合わせ通りに放たれたユメとミアの協力爆破魔法。その威力は呆あきれ果はてるほどに強力で、辺り一面を巨大なクレーターに変えていた。

　ていうか、強力過ぎるだろう！

「あ、ぐ……」

　前もって用意しておいた防御のアミュレットに、姉さんによるありったけの魔法障壁。更にアーディの持つ魔法の盾を前面にかざし、勇者だけしか使えない俺の光系最大攻撃魔法で相殺をしてなおこの有様。

　無事ではあったものの、俺達は三人とも吹き飛ばされ、クレーターの中で動けずにいた。

「……あっはっは、前回はしてやられたけれど、どうやらこれで決着みたいだね、勇者レイル!!」

　どうにか顔を見上げれば、ユメのドヤ顔を汗が伝わっていくのが見えた。間違いなく、やりすぎたっ、と内心青ざめてやがる。

　当然だっ。いくらなんでもここまでの威力だなんて聞いてないっ。












「と、とはいえ、今のは私と魔王さまが揃そろって放てる最大の攻撃魔法ですっ。それを受けて五体満足でいるとは、さ、さすがに人類最高にして最強の勇者とその仲間っ」

　その横では、想定を遙はるかに超えてしまった状況に、必死になって俺達たちを持ち上げようと頑張るミア。当然だろう、俺達の価値を低くしてしまえば、今まで俺達に負けていた自分達たちやこれからの展開をありえないものにしてしまうのだから。

　そもそも、これで俺達が本当に敗北してしまえば、八や百お長ちようも何もすべておしまいなわけで……つまりはユメが調子にのって手加減し忘れたわけである。

　ああ、それにしても焦ってるミア可愛かわいいなあ……。

「た、確かにそうだね。ボクたちのこの魔法を受けて生きている、それだけでも賞しよう賛さんものだよ、うん。さ、さあ、立てるものならば立ち上がってみるといい」

　慌ててミアのセリフに繋つなげるユメ。その後半部分が思い切り棒読みだったんですが、もうちょっとなんとかなりませんかね、魔王様！

「そ、そうですっ。ここまで私たちを苦戦させたほどの勇者っ。ぜひとも立ち上がってみせてほしいものですねっ」

　ミアが俺を見下ろしながら「すみませんっ、なんとか立ち上がって下さいっ。ほら頑張って、がんばれー」と視線で語っていた。ここで立ち上がれなければ、とどめを刺す他なくなるわけで、そりゃ懸命になるよな、うん。

　いいだろう。惚ほれた女に望まれたなら、それを叶かなえるのが男というものだっ。

「はは……そんな期待されたら……立たないわけにはいかない、よな……」

　ボロボロの身体からだにムチ打って、俺は懸命に立ち上がる。正直言えば全身すげえ痛い。元々こんなダメージ受ける予定じゃなかったし、心の準備がなかった分、魔王城前の戦いの時よりもきついぞ、これ。

「勇者様が立つなら……その盾が立たないわけ、いかないよね……」

「お姉ちゃんは、常にレイルと一緒だもの……」

　さらに、それに連なるように立ち上がる二人。どこまでもついてきてくれるこの二人には本当に頭が上がらないな。

　そして、そんな俺達の姿を見た城壁の上にいる人々からは、凄すさまじい歓声が上がっていた。

「ああ、神はやはりおられたっ。このまま勇者さまに勝利をっ」

「お願いです、頑張って勇者さま!!」

　様々な応援の声が降り注ぐが、いやほんとごめん。そんなプレッシャーかけないでください。これ、立ってるだけでもマジきつい。

「さ、さすがだね勇者っ。まさか本当に立ち上がるとは思ってもいなかったよっ」

「ええ、本当に。これほどの力を持った勇者には初めて出会いました」

　ごめんなさいほんとごめんっ、というユメの心の声と、本当に凄すごいですよ、というミアの賞賛とがその視線から伝わってくる。ミアのはほんと嬉うれしいが、ユメ、お前今夜の反省会覚えてろ。

「は……お褒めいただき恐きよう悦えつ至し極ごくだ。だが、さすがに限界みたいだな……今回は俺達たちの負けを認めないわけにはいかないが……それでもこの街を蹂じゆう躙りんさせるわけにはいかないんだよ！」

　手にした剣に、残された魔力のすべてを注ぐ。眩まばゆく輝く剣を手に、俺はユメを睨にらみ付けた。

「その身体からだでまだ戦うんだ……でも、これで本当の終わりだよ！」

　ユメの手から放たれる魔法弾。だがさすがにそれは手加減されていた。アーディが前に出て盾で受け止める。走り出す俺と、魔法で俺の力を強化する姉さん。

　そのまま踏み込んだ俺の一撃を、ユメは慌てて後ろに飛とび退のきかわした。が、俺の剣の衝撃に、地面が爆発する。それは直撃していたなら、魔王といえどもタダではすまない威力をもっていた。ええ、そりゃもう本気でぶちこませていただきましたからねっ。

「……その瀕ひん死しな状態で、まだそれだけの威力。へえ、面白いね……」

「魔王さま、まさかとは思いますが……」

「うん。分かってはいたけどね、この勇者たちは面白いよ。ボクと正面から戦える人間なんて本当に久しぶりだし、今までやられた件もあわせて、これで終わりにしたら勿もつ体たいないよ」

「私は反対です。これだけの力を持つものだからこそ、この機会に倒しておくべきかと」

「残念だけどね、それじゃあボクの気がすまないんだ。今までやられた分も含めて、正面から完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてあげないと」

「……分かりました。絶対なる力の持ち主たる魔王さまの命に従います」

　剣を手にしながら二人を睨み付ける俺の前で、台本通りの会話を声にするユメとミア。

「今日はその奮戦を評価して、あえて見逃してあげるよ、勇者レイル。でも覚えておいてよ。君たちは見逃されたんだっていうこと。今日のこの戦いは、ボクの勝ちだ」

「前回の敗北分は、これで取り返させていただきました」

「……この状態だ、さすがに言い訳の一つもできそうにないな……」

「いいのかい。今回は負けても、次のレイルは更に強くなっているよ。なんといっても、僕達たちの勇者だからね」

「ええ。今日見逃したことを、レイルはきっと後悔させるわ」

「あはは。それじゃあせいぜい期待させてもらうよ。ボクたち魔族は力を賞しよう賛さんする。うん、次回もぜひ頑張って」

「もっとも、次回こそが最後になると思いますが」

　そう言い残し、二人はこの戦場から去っていった。

　完全に気配が消えてから、残された俺達三人は同時に膝ひざをつく。どうにか保もたせたものの、さっきのダメージじゃあこれが限界だ。

「姉さん、回復、できるか……？」

「当然よ。お姉ちゃんも限界だけど、愛する弟のためならばっ……でもちょっとだけ休ませてぇ……」

「あはは……さすがにこれは、きつかったねえ……」

　魔王がいなくなったのを確認してか、街の方から衛兵達たちが走ってくるのが見える。とりあえず、今日の戦いはこれで終了、でいいだろう。

「まったくもう、ユメちゃんたら……これはもう、今日のデザート抜きでいいわよね」

「それはユメちゃんにとって厳しすぎないかな。とりあえず反省はしてたみたいだから、軽いお説教くらいでいいんじゃない」

「アーディは甘すぎるわよ。せめてデザートの分量半分の刑、くらいにはしないと」

　そんな甘すぎる二人の会話に、俺はただ苦笑する。

　姉さんの回復魔法や衛兵の持ってきてくれた回復薬でどうにか回復した俺達は、とりあえず一休みさせてもらうため、目の前の街へと入っていった。

「でもさっきの魔王達さ、なんか勇者様達が立ち上がるの待ってたように見えなかったか？」

「おいおい、何言ってやがる。それじゃまるで、勇者様が勝たせてもらったみたいじゃねえかよ」

「そうよ！　勇者さまをバカにしたら、あんた街からたたき出すからね！」

　住民達の熱狂的な歓迎の声と共に、そんな会話が聞こえてきたのが少し気になった。
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「レイル、さっきのあれ、完全にボクを真っ二つにするつもりだったよね!?　当たらないようにするって言ってたよね!?」

「人を魔法で爆殺しようとしてくれたお方が何言ってるかな、おい！」

「誰にでも間違いはあるんだよ仕方無いよね！」

「それを間違えた本人が胸張って言わなければな……」

　かくて、その夜の反省会。見事に魔法の威力調整を間違えたユメの断罪の場となったわけだが、当の本人はまさにこの通りだった。

「その間違い、前回もやったわよね、ユメちゃん……間違いの繰り返しはさすがに問題あると思わないかしらぁ……」

「そ、その件に関しましては激しく反省しているところでありまして……」

「レイル、ユメちゃんの分のデザート食べる？」

「ああああ、そんなご無体なぁ!!」

「まあ、仕方無いよね。だからほらユメちゃん、今日は僕の分をあげるからこれだけでガマンだね」

「アーディ……やっぱり優しくてかっこいい……っ♪」

「では、今アーディさまからいただいた分は私が」

「うにゃああああっ。酷ひどいよミアっ。それボクの！　ボクの!!」

「でしたらその場で三回まわってごめんなさいわん、して下さい。ユメさまには反省という言葉が必要です」

「ごめんなさいわんっ」

「……ユメちゃん、少しくらいは躊ちゆう躇ちよしましょうよ……」

「約束ですから仕方ありません。ユメさま、しっかり味わうんですよ。まったくもう、こんなダメダメなユメさまも愛いとしすぎます……はぁ……」

　ミアに渡されたデザートの皿に、ユメは満面の笑みでとびついた。絶対反省してないよな、こいつ……いや、何を反省したのかもう忘れてるだろ。

　俺は生温かい目でユメを見つつ、そのままミアへと視線を移動した。

「あの、レイルさま？　なんだかとっても不思議そうな目で私を見ていますが、その……」

「ああいや、悪い。ただ、意外だなと思って」

「えっと……何がでしょう？」

「ミアだったら、完全にユメを擁よう護ごするんじゃないかって思ってたからな」

「もちろん、基本的に私はユメさま命、ですよ。ですが今回は完全の完かん璧ぺきに、ユメさまの失態によるものですから。反省すべき点は反省していただかないと、です」

　そう言いつつも、恥ずかしそうに視線を逸そらしてしまうミア。主とその側近、というよりも母と娘、姉と妹、そんな関係がピッタリだな、この二人は。

　本当に、どこが魔王なのやら……。

「むむぅ……レイルさまがなんだか捕食するかのような視線で私を見ています……やはりこの勇者さま、危険かもしれません」

「いやいや、その発想はないだろ。ていうか、もう少し信用してほしいところだな」

「勇者を信用する魔王側近の方がおかしいと思いますが……」

　正論すぎて何も言い返せませんでした。







　翌朝、目を覚ましたらリビングのソファーの上だった。

「あー、そうか。昨日はあの後、アーディが帰るまでって言って、ワイン開けたんだったな……」

　アーディは今のところ、この家には住んでいない。もっとも、そのまま泊まっていくことも多いので、一部屋アーディ用になっているが。

　あいつはこの家から10分ほど離れたところにある小さな家に住み、うちまで遊びにやってきている。一人暮らしだと寂しいだろうからとっとと越してこい、と勧めてはいるけれど、それなりに長く住んでいるので愛着も湧わいてしまっているらしい。

　なら、試しにユメと一緒に住んでみるのはどうだ、と勧めてみたんだが、さらりとかわされた。アーディの操みさおのかたさは知っているが、一夫多妻が当然のこの世界、ユメみたいな嫁が一人いたって決してマイナスにはならないと思うんだけどなあ。

「アーディの奴やつは……いないな。一度帰ったか」

　まだ重さの残る頭を上げながら、俺は大きく伸びをした。

　時間を確認すれば、まだ朝の八時。姉さんが朝食の準備をしてくれているのか、キッチンの方からはいい匂においが漂ってきていた。

「まずは顔洗って……あー……とりあえず着替えるか……」

　のそのそ動き出した俺はソファーから降りると、大きくあくびをしながら部屋を出た。

「え？　レイ……ル？」

　──で、洗面所の扉を開けたら下着姿の美少女が立っていた。

　ぽかんとした顔でこちらを見上げながら、その発育不……小柄な身体からだに可愛かわいらしい水玉模様の下着だけを身につけた姿で立つ少女。黒いガーターがなんかギャップがあって実にいい。












　職業『魔王』ってことを除けばだけれども。

　にしても、うん、着替え途中の美少女。実にいいものだ。特にいきなりのことに状況判断が追いつかず、ぽかんと固まったままの表情が素晴らしい。

　隠すことも忘れ、立ち尽くすその姿は実に可愛かわいらしく、どれだけ見ていても飽きないだろう。

　まさしく素晴らしいお約束。姉さんがまるで狙ねらったように同じ事をやってくれるので慣れてしまったイベントではあるが、相手が違うと随分と新鮮な気がするなあ。

「……ねえ、こういう場合って、普通は慌ててドアを閉めるものなんじゃないかなあ……」

　どうやら、さすがに長い間見過ぎていたらしい。意識を回復させた少女が、頬ほおを赤らめながら俺をジト目で睨にらんでいた。その細い腕が、慌てて胸と下半身へと伸びて素晴らしい光景を隠してしまう。いや、この恥じらい姿も悪くないな。

「綺き麗れいなものを目にしたら、普通はずっと見ていたくなるものだろう？　だからこそ俺は見るっ。ユメもそんな隠したりせず堂々と見せるべきだっ。ああでも恥じらってる方も可愛いし、どっちを見ていたいかと言われると悩むなあ……」

「悩まず今すぐ見るのをやめろぉっ。着替え中の女の子を見続けるとかありえないよねっ」

　そんな恥じらいの叫びと共に投げつけられた闇やみ色のナイフをギリギリでかわす。いかんいかん、さすがに調子に乗りすぎたか。ここは慌てず逃げの一手を……。

「あ、これはまずいかも」

　ユメの周囲に浮かんだ、闇魔法による黒い刃やいばのナイフ。その数約十本を見て、俺の額を自然と冷たい汗が流れていった。

「いやー、ユメさん？　高位の闇魔法はちょっと危険すぎないかな？　俺、死んじゃうかもよ？」

「うるさいっ。乙女の下着姿はプライスレスで高いんだっ。お釣りはいらないから全部もってけー!!」

　俺は慌てて横っ飛びで回避する。振り返れば、背後にあった厚さ五センチ程度の木製ドアが、打ち出されたナイフによって一瞬で穴だらけになっていた。

　いや、空間ごと削り取る刃やいばとか質たちが悪わるいにも程がある。さすが、やばい魔法をお持ちでいらっしゃる。それに対抗するため、仕方無く俺も右手に魔力を集めた。さすがにあのナイフくらったら痛いじゃすまないだろうしな。

　確実に俺を仕留めようと狙うユメ。一瞬の隙すきをついてこの場を離脱しようとしている俺。

　魔の頂点たる魔王と、人の頂点である勇者。二つの武力のぶつかり合いは、

「あの、アリナさんが、あんまりうるさくしてると、昼食は嫌いなものフルコースにしちゃうぞっ♪　と」

　不意に、穴だらけの扉を開けて現れた少女の言葉で終了した。

「さ、さすがにそれはまずいよね……アリナ本気でやるし……」

「あ、ああ、まずいな。この前なんか、飲み物すら絞り汁で統一してたしな……魚の」

「それと、冷めちゃうからとっとと来てくれないと私自らが出るっ、だそうです」

　明らかに呆あきれた声で俺達たちを見る少女。

　長い銀髪の、『絶世の』という修飾語が間違いなく必要となるだろう美少女。まさしく深しん窓そうの令れい嬢じよう、という言葉を具現化させたようなはずの少女を、俺はじっくりと上下に左右になめ回すように眺めていく。

　なんという似合いっぷりっ!!

「えーと、なんでメイド服？　いや、めちゃくちゃ似合い過ぎてて可愛かわいいから、それはそれで眼がん福ぷく──超アリ！」

「いえ、ユメさまにお仕えする者としまして、これ以上の戦闘服はない、とアリナさんから」

　そう言いながら、くるり、と長いスカートを翻し一回転してみせるミア。うん、これ真面目まじめにやばいっ。

　ロングスカートのいわゆるクラシックタイプといわれるメイド服。それに清せい楚そな顔立ちと神秘的な銀髪とが相まって倍率さらに倍。似合い過ぎていて怖い。ああ、姉さんありがとう。

「うん、すげえ似合ってる。ミアって、そういう清楚系の服がほんと似合うな。まさしく正当派な美少女って感じだ」

「そ、そうでしょうか？　その、男の人からそういう感想を言われるのは初めてなので、少し恥ずかしいですね」

「それならなおいいな。俺だけが見られるミアの姿とか、最高っ」

「べ、べつに、レイルさまのために着ているというわけではなくて……そ、そうです。これはすべてユメさまのためですからね、ユメさまのっ」

　胸の前で指をモジモジとさせながら恥ずかしがるミアは、俺を狼おおかみに変へん貌ぼうさせたいかのようだった。

「ぬぐぐ……そんな厚い生地の服なくせに、なぜにその双子山……」

　一方で、そんなミアのごく一部分を恨うらみがましい視線で凝視しているユメが、まったくもって微笑ほほえましい。思わず俺もユメへと視線を動かしてしまう。そのごく一部分へ。

　ユメよ、やっぱりお前は俺にとっての癒いやしだよ。特にそのＡ……Ｂカップな膨らみとか。

「レイルさま、納得したように頷うなずきながらユメさまの可愛らしいお胸を凝視するのはやめて下さい」

「そうは言うけど、あの絶妙な淡い膨ふくらみだぞ。そりゃあ見るだろう、減るものじゃないし」

「いえ、減ります。むしろ減るならいいんです。見られることでユメさまの女性らしさが発揮されてしまい、大きくなったりしたらどうするつもりですか！」

「……心より謝罪をしよう、それはダメだ。ダメにも程があるだろうって自分を殴ってやりたくなるほどにダメだ。大神官でも全力ダッシュでケリを入れてくるくらいにダメだ。見るならもう少しこっそりとだな」

「むしろ喜んでよ、おっきくなったら!!　なんで二人して絶望的な顔してるの!?」

「いえ、だって……」

「絶望そのものだしなあ」

「ぼんきゅっぼん、とかになったユメさまを想像しましたら私………………ああ、ひどすぎますユメさま!!　こんな仕打ち、耐えられません!!　お暇ひまをいただきます!!」

「そうだぞユメ!!　ここまで慕したってくれる側近に対して、いくらなんでも酷ひどすぎる!!　まるで魔王みたいじゃないか!!」

「だから魔王なんですよぉ……ぐぬぅ……」

　大きな瞳ひとみの端に透明な雫しずくを浮かべて拳こぶしを震えさせるユメ。あー、うん、これ以上はちょっとまずいな。

　一緒に暮らして分かったが、この魔王様、いじられると結構弱い。感受性が豊かというのか……まあこれに関しては、泣き虫属性持ちの残虐非道な魔王様、というのもなんか可愛かわいいからいいのではないかと、最近は思うようになった。

「え？　あ、あの、ユメさま？　ほ、本気で泣いてます？　いえその、じ、冗談で……あ、あうぅぅぅぅ……おろおろおろおろ」

　その一方で、あれだけ口こう撃げきをかましていたミアの方はこの通り、どうしていいか分からずオロオロモード。慌てて空中で両手をフラフラさせているのが実に可愛かわいい。

　まあ、俺としてもこんな子を泣かせたままにしておくのは忍びないので、どうにかなだめて──

「こらあっ、お姉ちゃんをのけ者にしてなにやってるのよっ」

　瞬間、ばたーんと、ミアが閉めた扉を思いっきり蹴けり飛ばしながら……これまたメイドさんが姿を見せた。いや姉さん、今のマジはしたないどころか、スカートの中見えたぞ、赤いの……。

　ミアすら凌りよう駕がする、まさしくメロンな二つの山をぶるんと揺らし俺達たちの元へと歩いてくる姉さん。男ならば誰しもが思わず拝おがんでしまいたくなるその胸元の一品は、デートの時とか見かけたら、絶対男の方、彼女から姉さんに視線移すだろ。

　そんな、歩くカップル粉砕器のようなメイドさんが、む～っ、とどこか可愛らしさを感じさせる拗すねた表情で俺達を睨にらんでいる。

　姉さんは「レイルのすべての面倒を見るのはお姉ちゃんの役割なの！」と言い切り、高こう司し祭さいのくせして我が家では特別な理由でもない限り基本この格好だったりする。なお、迫ってくるし胸も押しつけてきます。

「あー、姉さん。なんだその、これはだなあ」

　我が家の食料部門を完全に仕切っている姉さんを怒らせるということは、家の中で兵糧攻めにあうということ。

「ア、アリナ……こ、これはえっとぉ……」

　その状況を俺同様に完全理解しているのだろう。隣でユメが顔に縦線を描いている。

　ミアは、私ちゃんと言いましたもん、とその胸を突き出すようにしながら微笑ほほえんでいらっしゃる。くそぉ、その胸思いっきし揉もむぞ。

「ほんとにもう……いつみんなが来てくれるかと、ずっと準備して待ってたのに……」

　俺達たちを見る姉さんの目がギラリ、と狩人かりゆうどのように光り輝く。

「こんな楽しそうな乱交パーティー、お姉ちゃん自ら推すい参さんしちゃうしかないじゃないっ!!」

　姉さんは目の前のユメの姿をじっと見つめ──一瞬でメイド服を脱ぎ捨てたっ。ぽよん、という擬音がそれはもうよく似合う二つの山を、赤い下着と共に出現させる。

「って、待て姉さん！　あんた今ハッキリ乱交とか言いやがったな!?」

　ああ、本当にもうこの姉は。俺に関してだけは途端に性的なことにフルオープンになるからシャレにならん。

「うにゃああああああああああっ!!」

　そして、乱交という言葉によって自らの晒さらしていた姿を思い出したらしいユメは、両手で必死に上下を隠しながら、悲鳴と共にその場にうずくまった。

　えっと、もしかして今まで自分がどういう格好をしてるか忘れてた……のか？

「下着姿の美少女を中心に若い男女がてへりこてへりこ。これが乱交でなければ何が乱交よっ!!」

　下着丸出し状態で、俺へと飛びかかってくる姉さんはまさしく……あれ、これっていつも通りじゃね？

「待て、ストップだっ。俺は弟、あなた姉さん。俺達、血の繋つながった姉弟きようだいっ。この意味理解してるかおい!!」

「もちろんよっ。この地上で他の誰よりも濃い繋がりを持った家族っ」

「家族って言葉、明らかに違う意味で言ってるよな!?」

「押し倒しながらもそれ以上の手は出さない。むしろ最後の一線は男性の方から越えてほしい。そんな女性らしい気持ちが窺うかがえて、実に微笑ましいですね、レイルさま」

「いや、そんな血液まで凍り付きそうな冷たい笑顔浮かべてないで、助けろミアっ」

「いえ、私はどちらかといえば女性の味方ですから、むしろアリナさんの想おもいが実ればいいな、と」

「さすがミアちゃん、話が分かるっ」

　思い切り俺を抱きしめながら、そのやたらと大きな胸を俺へと押しつけてくる実の姉。あーもうこれはちょっとくらい魔が差しちゃってもしかたないかもなー……などと考え始めたところで、拳こぶしを握りしめながらぷるぷると震えているユメの姿が視界に入った。

「おお、まだいたか救世主っ。ユメ、ヘルプだヘルプっ。偉大なる魔王さまヘルプ!!」

　天の助けとばかりに救いを求めれば、その顔がキッと俺へと向けられる。

「とりあえず……」

　涙目が、ぐぬぬ、と俺を睨にらみ付けてて結構可愛かわいいのだが……うん、さすがにこれはないかなあって俺も思います……。

「とりあえず、着替えるからみんな出て行けえっ!!」

「はい、大変失礼致しましたぁ!!」

　その至極当然の要求に、俺は姉さんを全力で抱え上げると真顔になってミアと一緒に部屋を飛び出した。

　……顔洗ってないけど、バッチリ目は覚めましたよ、はい。







「いや、だから本当に悪かったって。機嫌直してくれませんかねえ、魔王様」

「つーんだ。ひっどいよね、こんな可愛い女の子の下着姿、あんなに眺めてさ。しかもボクが一番気にしてるところをあんなに責めて……ボクはとってもご立腹しましたー」

　朝食も終わり落ち着いたその時間、俺はリビングで絶賛土下座中だった。

　朝の下着全開事件以降、ユメの機嫌はまさに魔王モード。

「つーん、つーんっ、つーんだ！」

　この通り、拗すねまくりでまともに話もしてくれない。

　そろそろ土下座している俺の足が感覚ないんですけど、ていうかこれ、当分立てそうにないんですけど。

「うん、それに関しては全面的に俺が悪かった、謝る。でもさ、男としてはほら、見たくなっちゃうわけですよ。それがいけないことだと分かっていても、本能的に」

　頭を床へと叩たたき付ける勢いでの土下座連打。男として仕方無いことであったんだ。あったんだけれど……こういう場合、謝るのは男の役目なんだ。

「……勇者のくせに随分簡単に頭下げるんだね、魔王にさ。そこがまたなんか頭にくる。適当って感じがして」

　いかにもムスっとした声でジトっと俺を睨んでくるユメ。いや、なんか怒ってる理由、ちょっと違くありません？

「いやいや、謝罪に関して勇者も魔王も奴ど隷れいもないだろ。やってしまったことはやってしまったことで、立場が違えばなかったことになるわけでなし」

　俺はそんなユメの顔を真まっ直すぐ見上げながら、本心から言い切った。正直言って、こんなことに勇者のくせに、という言葉が出てくる意味が分からん。

　けれど、俺の返答に本気で驚いているらしいユメは、ぽかんと口を開けたままその先が続かない。

　それから一分ほども経たっただろうか、ユメはこてんと妙に可愛かわいらしい仕草で首を傾かしげ、ようやく口を開けた。

「……本気で言ってる……みたいだよね。その反応見る限り」

「当然だ」

　ためらいない俺の返答。ユメは深く溜ため息いきをつく。

「なんか、本当におかしな勇者だよね、レイルは。頭を下げるっていうのは相手を自分と同等以上に見てるってことだよ。普通人間は魔族を同等になんて見ないんだけどねえ」

　その言い分はなんとなく分かった。魔族は人を弱者と貶けなし、人は魔族を野蛮と蔑さげすむ。そこに謝罪を当然とみなすなどありえない。

「魔族に頭を下げる人間なんて、本当に初めて見たよ。そんな人間、絶対にいないと思ってたし、実際さ、他の勇者にもたくさんの人間たちにも言われてきた。だからまあ、正直驚いてるんだけど……」

　ありえないんだけれども、それはあくまでも他の人間の話だ。

「まあほら、なんだ。俺は落ちこぼれだったからな。常に色々言われてきたし、蔑む貶すという理由でカテゴライズするなら、人も魔もあまり違いはないんだよ」

「……『晩成』か。分からなくはないんだけど、キミも大変だったんだねぇ……というか『晩成』でちゃんと勇者の力を得たとか、考えてみるとビックリものだよね」

　それに関しては俺も全面同意だ。姉さんとアーディがいなかったら、とっくに死んでただろうしな。

「まあ、そんなレイルの努力に免じて、今日は許してあげますか。ただし、条件一つ。今度街案内ね。屋敷閉じこもってるの、少し飽きてきたから」

　びしっ、と俺を指さしながら言うユメ。うーん……正直外を出歩かれるのはまずいんだよなあ。俺の家、姉さんと二人暮らしで使用人も無し。アーディがたまに泊まってるくらいしか人いないし、親戚もいない。説明のしようがないんだが……。

　でもまあ、確かに二人……というかユメだな。戦闘の時は外に出られるとはいえ、のんびり外で遊んでいられるわけでもなし、難しいか。

　とはいえなー、どうするかなー、厳しいなー。ていうか外出て魔王ってバレないかなー。

「……近いうちになんとかしたいと思いますので、お許しのほどよろしくお願いします」

　結論。あっさり折れました。

　いや折れるしかないだろ、実際。故意でなくとも覗のぞきという状況の場合、男は絶対女に勝てん。

　勝てないけれど、ロマンなんだよなあ……。
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「勇者さま、がんばれー」

「なあ、今日はどっちだと思う？　俺、勇者さまに１００Ｇ！」

「なら俺、大穴狙ねらいで魔王に50Ｇ！」

　そして、またもや行われる八や百お長ちようタイム。記念すべき第十回と、ついに二ふた桁けたにのりました。

　でも変だな、なんだかおかしな歓声が城壁の上から聞こえたような気が……。

「くっ、私の魔法を相殺とは……アリナさん、どうやらかなり腕を上げてきたようですねっ」

「当然よ！　パーティーのサポート役である私のパワーアップはそのまま二人の強化に繋つながるし、私が攻撃に積極的に入れれば、攻撃力でもあなたたちを押すことができる！　さあ、これならどう!?　雷の力よ天より落ちよレイルのぴかぴかー！」

　天空から降り注ぐ雷を、ミアは苦く悶もんの表情を浮かべながらも魔法結界で受け止めた。

「い、威力もさることながらっ……その詠唱はなんなんですか!!」

「ふふーん。私は気付いたのよ。詠唱は、自分にとっての魔法イメージを分かりやすく伝えて威力を上げるもの。ならば、よりイメージの湧わきやすい詠唱を考え、私自身の持っているイメージに近づければ、魔法の威力は飛躍的に上がるはず！　この素敵な詠唱が、私の魔法の威力を無限に高めてくれるのよ！」

「くっ、体力だけでなく精神力にまで同時にダメージを与えてくる……なんて恐ろしい魔法!!」

　ああうん。城壁の方に気をかけてる暇ひまなんてなかったな。ミアさん、あなたちょっと騙だまされてますからね。いや、必死に止めたんだけどさあ、その詠唱。どうしても無理でした。力及ばずごめんなさい。

　そう心の中で謝罪しつつ、姉さんの魔法を受け止めるために足を止めたミアの脇を抜けて、俺とアーディはユメへと迫る。その顔が引きつっているのは恐らく姉さんの詠唱のせいだとは思うが……こう考えてみるとマジに凄すごいな、姉さんの魔法。

「うぐ……まさかこんな手段でくるとは予想外だったよ、勇者っ」

「安心してくれ、俺も正直予想外だ……」

「レイルに関しては止めて聞く人じゃないからね、アリナさん」

「いいよ、なら見せてあげようじゃないっ。魔族の王による、魔法の神しん髄ずいを！」

　高く掲かかげられたユメの手へと集まる大量の魔力。それが詠唱によって力ある現象へと変わった時、いったいどれだけの威力を持つんだろう。

「させるか！」

「させない！」

　俺とアーディは一気に間合いを詰めて、胸と足、それぞれ上下に分かれて剣をふるう。だがその瞬間、ユメは俺へと的を絞ると、アーディの剣だけをかわし自ら俺にぶつかってくる。そりゃあ思い人は標的にできないよな、この野郎っ。

　距離０での斬ざん撃げきに威力なんてほとんどない。胸を狙ねらった俺の剣は、軽い打撃程度の威力で止まってしまう。そしてピタリくっついた間合いは、明らかにユメ有利。対個人用の、それも接触型の魔法なら自爆はない！

　こいつが体術もそこそこ出来るのは分かっていたが、完全に虚を突かれた。

「結構クると思うから、耐えてよ」

　耳元で囁ささやかれたその言葉。直後、

「湧き出し闇よ、狂い、貫かんダークランサー！」

　俺の腹の中を、何かが貫いていった。

「うぐっ!!」

　高位闇やみ魔法ダークランサー。闇属性に変質させた魔力そのもので相手の身体からだの内部を貫き破壊する魔法。見た目的には決して派手じゃあないが、殺傷力という点では結構やばい。俺は口から血を吐きながら、後ろへと数歩吹き飛んだ。

「……正直ね、今、本気でレイルのこと怖いって思ってる」

　そして焦ったような笑みを浮かべながら言うユメ。その足は、地面から伸びた光のロープによって絡め取られていた。

　俺はユメの魔法をかわせないとみるや方針を変えていた。無詠唱での光系束縛魔法。詠唱無しの魔法に大した威力はないが今は一瞬でいい。なんといってもすぐ目の前に──

「もらったあっ!!」

　アーディがいるのだから。

　あいつが攻撃するまでの一瞬を逃がさなければそれでいい。どれだけ強いといってもユメは魔法系。その肉体的耐久力は決して高くない。むしろ脆ぜい弱じやくと言ってもいいはずだ。

　アーディの剣をかわそうにも、束縛魔法によって作られた一瞬が、ユメのそれを阻はばむ。

「ユメちゃん、ちょっとガマンしてっ」

「あ、アーディだったら痛いのだって受け入れられるからっ、お願いしますっ」

　そんな、周囲には到底聞こえないだろう小声の会話を残しつつ、アーディの剣はユメの防御結界ごとその胸を切り裂さいた。

　やっぱり凄すごいなユメの結界。あのタイミングでのアーディの全力で、かろうじて血が噴き出す程度かよ。そこらの魔族なら真っ二つになってておかしくないのに。

　ユメは血の吹き出す胸を押さえながら、さすがに距離をとった。その顔が苦痛に歪ゆがんでいる中、どこか嬉うれしそうにも見えるのはきっと俺の見間違いだな、うん。

　とりあえず、この前のようなことがないように、今回は威力の調整を徹底的に厳命してある。リアリティのためにもそれなりのダメージは覚悟しているが、さすがに大丈夫だろう……と信じたい。

　だがその一方で、俺には不安が一つあった。

　それは前の戦いの時から気になり始めていたこと。だから今回姉さんに頼んで仕掛けてもらった、風属性の遠隔音収集魔法。それが集めてきている観客達たちの言葉の数々。

『ほら、今回もきっと大丈夫だって』

『だよなー、でもさ、さすがにこうもなんとかなり続けると不思議に思うよなあ』

『ちょっと、命いのち懸がけで戦って下さっている勇者さまたちに失礼よ、そんなの』

『そうだそうだ。なんだったら、お前らが戦ってみろよ、あの魔王と』

『とりあえず、勇者様に任せておけば大丈夫ってことよね。お弁当にしちゃいましょうか』

『おーっし！　俺様大おお儲もうけー!!』

　…………おい、最初の頃と比べて、妙に適当になってないか、お前ら。

「そこの勇者！　ボク相手にボーッとするとか随分余裕あるよね、なら死んじゃうといい!!」

「!?　お前、ちょっと待っ……それは死ぬだろうが!!」

　振り返れば、思い切り振り上げられた、ユメの身長よりも巨大な闇やみの大剣。それには覚えがある。魔王城前の戦いでくらって、本当に死にかけた最高位の闇魔法。

「ごめん、レイル、なんとかよけて！」

　少し離れたところでは、どうやらユメの魔法を防御して吹き飛ばされたらしいアーディがどうにか立ち上がろうとしていた。おい、アーディにはちゃんと手加減できてるじゃねーか!!

「勇者よ、これで終わりだー!!」

　妙に楽しげな声と共に振り下ろされる死の刃やいば。こいつ、さっきのアーディの一撃、相当根に持ってるな、それも俺への怒りにしてっ。

「おお、凄すごいぞあの魔法、かっこいい！」

「ひゃっはー、やっちゃえ勇者さまーっ」

　そして耳に入る観客の皆様のお気楽な声。

「くっ、こちとら本気の本気で命懸けなんだっつーの!!」

　俺は咄とつ嗟さに前へと飛び出すと、ユメの小柄な身体からだへと体当たりをかける。というか、それしかできなかった。

「ちょっ、うそっ！」

　その返しを予想していなかったのか、軽いユメの身体は俺と重なり合うようにして簡単に後ろへと転がった。さっきユメ自身が俺にやった回避法をやり返したようなものだな、これは。

　俺はすかさず立ち上がると、倒れたままのユメの身体に逆襲の一撃を振り下ろす……が、振り下ろす直前に放たれた炎の弾丸を受け、吹き飛んだ。

「ユメさまはやらせません！」

　視線を咄とつ嗟さに送れば、そこには姉さんを相手にしながらもユメを守ろうと必死なミア。

「ふははははははぁ、レイルにケガさせるミアちゃんは悪いミアちゃんよっ。死んじゃえぇっ!!」

「きゃあっ！」

　姉さんの振り回した錫しやく杖じようが、見事にミアの身体にヒットする。姉さん、その叫び声は司し祭さいとしてまずいからっ。

「ったく……こっち気にしなければかわせただろうに、相変わらずユメのために身体張るよな……」

「それは仕方無いよ。ボクだってアリナさんだって、レイル守るためなら同じ事するだろうしね」

　立ち上がるユメを油断なく見やりながら、アーディが俺の隣に並ぶ。

「……何も言わないんだね。ボクがミアを盾代わりに使うこと」

　そんな俺達たちを睨にらむように見ながら尋ねてくるユメに、俺は肩をすくめて答えた。

「今アーディが言っただろ。姉さんも、アーディも、俺のためにずっと身体を張ってくれていた。それが分かるから、俺もミアの行為をとがめない。それが必要だと分かってるし、そうすることがミアにとっての誇ほこりなんだとも思ってるからな。むしろ賞しよう賛さんの嵐あらしだ……まあ、女の子なんだしもうちょっと身体からだを大事にしてほしいけども」

「むぅ……余計なお世話です。私は女である以前に魔王様の側近ですから……その、心配してくれることはちょっとだけ嬉うれしいですけれど……」

「そうね、女の子なんだし顔は狙ねらわないようにしないといけないわよね」

　そんな会話の中に、ミアと姉さんが加わってくる。仕切り直し、ということだろう。さてさて、少しばかりアドリブを加えすぎた気もするが、ここからはまあ当初の予定通りといこうか。

「それじゃあ改めて……いくぞっ」

　ニヤリと笑って言う俺に姉さんもアーディも頷うなずいて、ユメとミアは楽しげに微笑ほほえんで。そして、台本通りの戦いが始まった。

　今日は引き分けで終わる予定だ。
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「とりあえず王都の騎士団の同僚に連絡とって、いろいろと状況を確認してもらったよ。やっぱり、僕達たちの危き惧ぐしてた通りになってるみたいだね」

　先日の第十回八や百お長ちようバトルを終えてから数日後の我が家のリビング。

　どうにも気になった俺は、アーディに頼んで王都の状況を確認してもらっていた。緊急通信用の鳥を使った伝言はさすがに早いな。

「つまり、俺達たちの戦いを怪しんでるってことか」

「うん。まあ、そう思ってるのはまだごく僅わずかで、ほとんどの人は否定的。そんなことをする理由がないし、いくらなんでも命いのち懸がけで戦ってくれている勇者様達に失礼ではないか、っていうのが大半ではあるらしいけども……」

「このまま続けていれば、その比率の逆転もありえる、か」

「えっと、どういうことなのレイル？」

　俺とアーディの話を聞いていた姉さんが口を挟んでくる。ユメとミアも首を傾かしげており、同じ疑問を持ったようだった。

「少し前の八百長バトルから、観客達の様子がおかしくなってた。なんていうか、余裕が見え始めていたんだよな」

「ちょっと勝ちすぎちゃったみたいだね。魔王は確かに強いけど、僕達がきっとなんとかしてくれる……そんな安心感が広がり始めちゃってる」

「むぅ……魔王としましてはぁ、そんな風に甘く見られるの心外中の心外なんですけど」

「そうですね、ここは見せしめに街の一つくらい滅ぼしてみましょうか。今後の戦いにより説得力が出せるかと」

「……そうね、それもいいかもしれないわ。えーと魔王討伐の旅の時、一番レイルの悪口言ってた自業自得な街は……」

「いや、アリナさんストップだから、ストップ。それやっちゃうと、人間の魔族に対する感情が悪くなりすぎます」

「うぐぐ……そうね、そうなると引き分けどころかとにかく殺せ、倒せ、とか言い出しちゃうかもしれない……」

「大軍率いて魔王城を攻略しろ、とか言い出すかもしれないな。俺という勇者を旗頭にして」

「ちなみに、さすがにそうなったらボクもやり返すよ。降りかかる火の粉は容よう赦しやなく払うからね」

「実際のところ、私たちは一対多数の方が得意ですからね。遠距離から対軍用大規模破壊魔法でどっかん」

　そうなってしまえば本当にもうおしまいだ。俺達たちと魔王、ユメとミアの小規模な戦いにもっていくことでごまかしている今の状況がすべて崩れる。

「ま、そういうわけだからミアの案は却下な。姉さん、その落胆の表情、本気すぎるからやめてくれマジ怖い」

「でも、確かにまずい状況かもだね。ミア、魔族の方はどうだと思う？」

「そう、ですね……今はまだこの国だけの、それもごく一部の意見でしょうから問題ないでしょう。ですが、もしそれが大きくなり、人間の国全体に広がるようなら間違いなく不満が広がると思います。特にユメさまの力を侮あなどられる事に対して、本気で切れる方が一名いますから……」

「あー、あいつね。うん、そうなれば間違いなく人間を滅ぼせって言い出すねえ」

　虚空を見上げ、困ったように笑うユメ。魔族にも色々な奴やつがいるってことだろうなあ。

「とりあえず、王都の状況に関しては逐一確認するよ。その上で、今後の戦いの勝敗バランスにもっと気を遣わないといけないね」

「ああ、アーディの言う通りだな。もう少し俺達たちが追い詰められる状況を増やさないとダメか」

「んー、その場合、レイルに勝ったユメちゃんが何もせずに引き下がる理由が問題よねえ。何もせず引き下がるとかありえないだろうし」

「ここはやはり、一発だけ街にぶちこんでしまう、というのはいかがでしょう。炎上する街を背景に高笑いのユメさま……実に素晴らしい光景ですねっ」

　どんな光景を思い浮かべているのか、うっとりとした表情を浮かべるミア。

「うん、それ却下。理由はさっき言った通りな」

「まあそうなっちゃったらアーディとも……うん、禁止だよ、ミア」

「ちっ……」

　本気舌打ちするミアさん、マジお茶ちや目めです。

「とりあえず、その辺はまあ色々考えてみようか。一回俺達たちが本気で敗北してみせれば、それだけでも大分変わるだろ」

　そう言う俺にみんなが頷うなずく。

「よし、それじゃあ話もまとまったみたいだし、僕は帰るよ」

「えええええーっ!?　アーディ泊まっていかないの!?」

「ここのところ空けてる時間が多かったからね、少し掃除とかしておかないと」

　立ち上がるアーディに、ユメが心底残念そうに尋ねるが、アーディはごめんね、と謝って部屋から出て行った。

「はあ……もう、レイル。アーディここに引っ越してもらおうよぉ」

「いや、それはもうとっくに勧めてるんだけどな。けど愛着もあるからって言って、断られてるんだよ」

　まあ、理由としてはもう一つあるんだが、それに関してはいいだろ。

　実際のところユメだったら多分問題ないだろうし、きっと受け入れられると思うんだよな。それに、アーディみたいなタイプは、やっぱりユメのような明るく元気なタイプも一緒にいた方が楽しいと思う。

　魂でも抜けたかのようにガックリしているユメを見ながら、俺は心の中でそう呟つぶやいていた。

「まぁまぁ、ユメちゃん。アーディもちょくちょく遊びに来るって言ってるし」

「ですが、気の抜けたユメさまも可愛かわいらしく……アーディさまが引っ越してきた場合、これが見られなくなるわけですか。うう、悩ましい問題です」

　そんな会話をかわす女性三人を見ながら、思う。魔王だとか勇者だとか関係ない光景。こんなのも悪くはないし、ずっと続いていいんじゃないだろうか。

　どうやら、俺の中にはもうユメとミアを魔族として見る気持ちがほとんど消えてしまっているらしい。

　魔族らしからぬ魔王と側近のせい、でだ。

「さて、これからどうやって維持していくかなぁ」

　まったくもって厄介なことだ。俺は心の中で深い溜ため息いきをつきながら、今後どうするかを考えていた。
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　朝、というには少しばかり遅い時間。かといって昼というには少しばかり早い時間。アーデッド家のキッチンからは空腹を促す匂においと、どこか楽しげな少女達たちの声が聞こえていた。

「ユメちゃん、つまみぐいはしてもいいけど控えめにね」

「ぎっくうっ。何な故ぜにバレたし!?　気配完全遮断してるのにっ」

「ユメさま、食べるのに夢中になりすぎて、気配消しても姿を隠せてません」

「うぐ、そこに気付くとはさすがだよね、アリナ、ミア。バレてしまったのなら遠慮は無用……」

「女の子にとっての最大悲劇が襲ってくるわよ、ユメちゃん」

「ハッキリ言えば体重が増えます、デブになります、豚ります、ぶーぶー」

「大人しくご飯の時間を待ちます……ぶーぶー……」

　そんな何気ない会話を続けながらも料理を作るアリナとミアの手の動きは淀よどみなく、二人の腕前が相当なものであることがよく分かる。

「うん、準備おっけー。ミアちゃん、レイル起こしてきてくれるかな」

「いいんですか？　寝起きのレイルさまの顔とか、アリナさまにとっては大好物のような気がするんですが」

「私がレイルの寝起き姿を見て、何もしないで帰ってこられるわけがないでしょう!!」

「……起こしに行ってきます」

　ぶるん、と揺れる胸を全力で張りながらの言葉による圧倒的な説得力。ミアは素直に振り返った。

「なんなら、ボク行こうか？　ご飯の支度、完全に終わったわけじゃないでしょ？」

「ダメです。こんな状況でユメさまのようなちっちゃ可愛かわいい少女がいけば、その先の結末は確定です。布団の中に引きずり込まれ、抱きしめられてそのぬくもりにほだされキスくらいまでは許してしまいそのまま胸を……」

「んあんっ……そ、そう言ってるミアの手が服の中入ってきてるんだけどーっ」

「ああ、これは申し訳ありません。ついユメさまの感触を想像して揉も……撫なでてしまいました」

「今、揉むって言いかけたよねっ。なぜ言い換えたっ」

「……失礼します」

「なぜ言い換えたー!!　答えろー!!」

　悲ひ痛つうなユメの叫びを背に、ミアは涙を堪こらえるようにしてキッチンから立ち去っていった。







「レイルさま、よろしいですか？」

　廊下から、レイルの部屋の扉をノックする。わずかに待ってみるものの反応はない。再びノック。やはり反応はなかった。

「ふむ。いつもなら、もう起きていてもおかしくない時間なのですが……」

　こてん、と首を傾かしげながら少しだけ考える。

　結論はすぐに出た。アリナからの命を受け、ここで引き下がることはない。ミアはもう一度だけ呼びかけると、そっと扉に手を伸ばす。

　覚悟と共に部屋へと入ってみれば、部屋の中にレイルの姿は見当たらない。いや、いた。未いまだにベッドの中で爆睡中だ。ミアは静かにベッドの方へと向かっていく。

　そこには、予想外に綺き麗れいな寝相で眠っている勇者の姿。戦いの時の精せい悍かんさも、普段の悪戯いたずらめいた笑みもそこには無く、ただ子供のような無邪気で無防備な寝顔があった。

「本当によく眠って……同じ屋根の下に魔王さまと側近がいるというのに、よくまあここまで無防備な……」

　そう呟つぶやきつつも、その寝顔にどこか引き込まれてしまう。普段の態度からは想像もできない可愛かわいらしさのようなものを感じて、ミアはクスと笑った。

　つんつんとその頬ほおをつついてみるが起きる気配はない。むしろ自らの指で崩れるレイルの表情の方に、ミアは見入ってしまう。

　いくら殺気をまとっていないとはいえ、敵対している相手をこんな容易たやすく接近させる。勇者としてまずくないだろうか。

「あまりに無防備すぎて、少し悪戯いたずらしたくなりますね……とはいえ、布団を剥はいだりすればさすがに起きてしまいそうですし……」

　そして口元に人差し指を立てつつ。ん～、と一悩み。

「でしたら、もうちょっとくらい踏み込んでみても大丈夫かもしれません」

　むしろ、より可愛かわいらしい反応を見られるかもしれない。にへら、と悪戯めいた笑みを浮かべて、ミアはそっと掛け布団を捲まくり上げる。

「よいっしょ……目が覚めた時、同じ布団で私が寝ていたと知ったなら、どんな反応をするでしょう」

　潤んだ瞳ひとみで見上げながら「素敵な夜でした」とか寝起きの頭に言われたら、いったいどうなるか。まあ、裸でもあるまいし、すぐに気付くだろうけれど。

　ミアは、そのままモソモソと、添い寝をするかのようにレイルの隣へ服を着たまま潜り込んでいく。

「いえ、悲鳴を挙げて、無む理り矢や理り引きずり込まれた、と言い切るのもいいかもしれません」

　なんだかんだいって、女性の扱いに不得手なレイルさまのこと。きっと今まで以上にあたふたとおもしろおかしい反応を見せてくれることでしょう──ミアはその光景を思い描きながら、眠り続けるレイルの顔をジッと見つめる。

　静かに目を閉じる横顔。間近で見てみると、思っていた以上に端たん整せいかもしれない。アーディのように美形、という感じではないが、戦士という雰囲気をまとったその顔立ちは決して悪くない。むしろ……。

「だめですいけません私。ユメさまの側近である私が、何を血迷っているのか」

　頬ほおが熱くなっているのが分かる。鏡を覗のぞけば、きっと赤くなっていることだろう。

「こ、これは……そうです。布団の中があったかいからです。そのせいで体温が上昇しているだけなのです。決して照れているだとか…………あったかい、ですね……」

　思っていた以上にこの場所は居心地がいい。それがこの暖かさによるものなのか、別の何かによるものなのかは分からないが……。

　がしっ。

　なんてポーッとしていたら、不意に横を向いたレイルの腕が、ミアの背中へと伸びていた。しっかりと、強い力で抱きしめるかのように。

「え？　あれ？　あの？　ええっ!?　レ、レイル、さま？　その、寝たふりとかじゃないですよね？　その、私、抱きしめられちゃってるんですが……っ」

「ん……んう……」

　突然のことに、固まってしまうミア。まさか、悪戯いたずらをしかえされたのか、と慌ててレイルの様子を窺うかがうが、どう見てもふりなんかじゃない。

「……ほ、本気で寝てます。で、でも、その……え、ええええっ。こ、こんな状況は想定外、といいますか、いえ、想定してなかったわけではないですが、で、ででででもその、いえ、こんな力強く……きゃあっ」

　そして強い力が身体からだを──自分を抱き寄せる。ミアは抵抗することなく、そのままレイルの身体にピッタリと寄り添ってしまう。

「あ、あううう……」

　このままではいけないっ。そう分かっているのに、身体は固まったままで動かない。むしろ抱きついてみて分かったレイルの身体のたくましさに、心地よさすら感じていた。

「こ、これが、男性の身体……」

　キスはもちろん男性に抱きしめられるなど想像したこともないミアにとって、この状況はあまりに刺激的すぎた。今の自分はいったいどんな顔をしているんだろう。首筋まで朱色に染めながら、ミアの頭の中は大混乱を続けていた。リセットをして再起動をさせたくとも、反応すらしてくれそうにない。












「ミアー、レイルまだ起きないのー？　お腹なかすいたんだけどー」

「はひゃっ!?」

　が、突然ドアの向こうから聞こえてきたユメの声が、そんな自分を現実へと引き戻す。

「入るよ、ミアー！」

　そして、どばんっ、とノックの一つも無しに容よう赦しや無く無む慈じ悲ひに扉が開け放たれた。

「こらー、レイルっ。ミアを巻き込んでないで、早く起きろー!!」

「…………あう」

「…………あれ？」

　ユメの視界に映る一つのベッド。その中で仲良く抱き合う一組の男女。

「ごめんね。ごゆっくり」

「ゆっくりさせないで下さいーっ」

　えへ♪　と可愛かわいらしく部屋を立ち去るユメと、羞しゆう恥ちから叫ぶミア。そして──

「ん……あ、なんだ騒がし、い……………………ミア…………？」

　──その叫びによって、ぼんやりと目を覚ましてしまったレイル。

「…………いただきまあす」

　一瞬の迷いなく、レイルはミアを、両手でしっかり抱きしめた。その香りを楽しむように顔を寄せて。

「だ、ダメですっ。お腹なか壊しますから、いただかないでぺっ、しましょ、ぺっ。寝ぼけてないで起きて助けてくださーいっ」

　そんなミアの願いを叶かなえてくれるものはいなかった。

　レイルがミアの首筋へと埋めていた顔を下へと……その豊かな胸へと埋めていく。

「ひあっ……」

　本来ならすぐにでも両手で引きはがし、悲鳴をあげて最大魔法でぼっこぼこにするところだろう。だが、動けない。なぜかそこまでするほどの嫌悪感がない。それは寝ぼけて行っている無邪気な行為だからなのかもしれないが、それを突き放せないのは事実だった。

　結局、ユメの報告によってアリナが助けにやってくることもなく、ミアは彫ちよう像ぞうとなったまま、レイルがちゃんと目を覚ますまでの一時間、抱き枕まくらと化すのであった。
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「レイル、いいかい？」

　アーディが姿を見せたのは、昼過ぎだった。

「ついさっき、王都の方から追加の報告と、手紙が送られてきたんだ。手紙の方は君宛あてだよ」

「俺に？　誰からだ……っておい、これ国王陛下……」

　王族だけが使える特別な紙の封筒。それにきっちりと封ふう蝋ろうがされている。

「どうも、僕が王都の状況を聞いてまわっているのをお知りになって、そこに便乗されたらしいよ。まあ、こんな時期だからこそ状況を確認したいと思っていらっしゃるだけらしくて、変に疑われてはないみたいだ」

「……藪やぶ蛇へびになってなきゃいいんだがな……」

　俺はソファーに腰を下ろすと、封を開け中身を確認する。即座に溜ため息いきが出た。

「はああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ」

「またすっごい溜ため息いきだね……そんなとんでも手紙だったの？」

　アーディが来たと聞くと同時にリビングへと飛び込み、その隣の位置を確保したユメが首を傾かしげながら尋ねてきた。

「ちょっとまずいな。陛下が周囲に毒されてきてる……」

　俺は言うと、テーブルの上に便せんを置いた。

「つまりだ、魔王相手に同等以上に戦えていると聞いた。たった三人でそれができるなら、もう数人パーティに加えれば確実に倒せるんじゃないか？　必要なら望み通りの人員を一時的に加えることを許すから遠慮無く言ってほしい。ということだ」

「それはまた、とんでもない手紙だねぇ……」

　アーディもまた苦笑するしかない。

「あらあら、陛下らしいといえばらしいけど」

　メイド姿のまま部屋へと入ってきた姉さんが、俺の前へと淹いれ立ての紅茶を並べてくれた。同じくメイド姿のミアが、お菓子の入った籠かごを置く。

　チラリと見れば一瞬だけ目が合うが、ミアは瞬時に顔を赤くさせ視線を逸そらしてしまった。なぜだろう、朝寝起きに出会った時からずっとこんな状態なんだが、理由を尋ねようにもすぐに逃げ出してしまってまったく聞けない状況だ。

　ミアをずっと抱きしめて匂においと温ぬくもりと柔らかさとを堪たん能のうし続けるというそれはもう素晴らしい夢を見ていただけに、結構ショックだったりする。

　……いや待てよ？　実はそんな夢を見た事を怒っているのか？　だが見た夢まで分かるような魔法、聞いたこともないんだがなあ……。

「それで、レイルはどうするの？　ボクとガチる？」

「バカ言え。お前とやり合うのに、連携も取れない、信頼関係もまだ築けていない。そんな、ただちょっとばかし強いだけの人間をいきなり追加されたって足手まといにしかならないだろ……いやまあ、使い捨ての盾にくらいにはなるかもしれんが」

「何気に酷ひどいこと言うよね、レイルって……」

「私とアーディはレイルの考えに従うわよ」

　俺が尋ねるよりも早く言い切る姉さん。アーディも同じように頷うなずいていた。

「レイルに従って、使い捨ての盾として活用するわ」

「抱えて投げ飛ばせば飛び道具にもなるかなあ」

　姉さんはともかくアーディ、お前それ本気で活用法考えてるだろ。

「……なあ、ユメ。お前はさ、俺を信じることができるか？」

　俺は正面からユメを見つめて言った。

　俺の真剣な雰囲気に、ユメは一瞬目をぱちくりとさせ、そして小さく笑う。

「そうだね……魔族の王としてこんなことを言うのはどうかと思うけど……人間でも勇者でもなく、レイルっていう個人なら信じてもいい、かな」

　その返答に、俺は自然と口の端が緩んでしまう。なんだろうな、どこぞの大貴族とかに言われたりするよりも、よっぽど嬉うれしく感じたぞ。

「ミア」

「ひ、ひゃいっ」

　……真っ赤になって飛び上がられてしまった。そんなミアをユメと姉さんがニマニマ笑みを浮かべながら見ているわけだが……まあいいや、可愛かわいいし。

「ミアはどうだ、信じられるか？」

　するとミアは、ほんの少しだけ考えて──でもハッキリと答えてくれた。

「…………レ、レイルさまなら信じましょう」

「そっか」

　そう言ってくれるなら……俺の腹は決まった。だというのなら、もうめんどくさい行為はおしまいだ。

　確かにこのままグダグダ続けていても近いうちにこの状況は崩壊するだろう。だとしたら、まだ疑惑の薄いうちに、スパッとやってしまうべきだ。

　俺は覚悟を決めると、ユメとミア、二人から目を逸そらさずにそれを言う。

「だったらさ、俺に負けてくれ」

　ユメとミア、二人の目が見開かれた。
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　その日、世界に激震が走った。




　ここは王都より大きく離れた中都市バーガン。

　その前に広がる平原で、その光景は起こっていた。

「あ……ああああ……魔王さま！　魔王さま、しっかりして下さい！　目を、目を開けて!!」

　勇者レイルの繰り出した最大の奥義。光属性の力を最大に宿し、神剣と化したその一撃が、魔王の身体からだを確かに捉とらえた。

　大量の血を吹き出し、地面に崩れおちた魔王。その身体を抱きしめ泣き叫ぶ美しき側近の姿。

　その衝撃的な光景を、バーガンの住民達たちはしっかりとその目に刻み込んでいた。

　王都からの遠さもあって、この街の人々はまだ甘い考えに毒されてはいなかった。むしろ魔王が目の前に現れたと聞いて、誰もが絶望に染まっていたのである。

　そこに、魔王を追って現れた噂うわさの勇者レイル。その時の大歓声は中都市とはいえ、その街全体を揺るがしたという。

　だが今、その衝撃すら容易たやすく覆すような状況が目の前にある。

　俺は魔王の血に塗まみれた剣を手に、全身の痛みを堪こらえて眼前の二人を睨にらむ。後ろにはアーディと姉さんが、やはり油断することなく武器を構えていた。

　一歩だけ前に出る。一撃を食らわす隙すきを作るために俺もまた魔王の最大級の攻撃をくらった。正直、息をするだけでも全身が痛む。だが、それでも前に出る。

　魔王と側近、その二人を追い詰めるかのように。

「魔王さま！　魔王さま!!　なんというおケガでしょう！　これほどの負傷、魔王城の奥でどれだけの癒いやしの時間がかかることか！」

　その端たん整せいな顔立ちで、俺を睨み付けてくる側近。そこには最大級の殺意が込められていた。

「……いいでしょう。認めましょう、勇者レイル、この戦いは確かに私たちの負けです！　ここは魔王さまの命のために引きましょう！」

　魔王の小柄な身体を抱きしめながら空へと浮いていく側近の姿。魔王の血に塗れた銀髪が風にたなびき、銀色の風のようにも見えた。

　だらんと落ちた魔王の細い腕。固く閉じられた瞳ひとみは未いまだ開かず、その唇からは呼吸すら感じられない。魔王は死んでいる、いや、少なくとも相当な大ダメージを受けたことは明白だ。

「ああ、おいたわしい、魔王さま……本当に、これでは回復までにどれだけの月日がかかるか……何十年、いえ、下手すれば百年以上……。覚えていなさい人間たち。今この時は引きますが、魔王さまの傷が癒いえる時、勇者レイルはもういない。寿命という檻おりの前にただの屍しかばねと化しています。彼らのいない人間など恐れるに足らず……その時こそ、我ら魔族の勝利の日となるのです」

　それを黙って見上げる俺達たち三人を悔しげに見つめながら、二人は空間に溶け込むようにして消えていった……。

　風が吹く。

　ただ静かに風が吹き、平原の草むらを揺らしていく。

　それから幾いくばくかの時間が過ぎ──




「うわあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　──バーガンの街が、信じられない程の大歓声に揺れた。

「や、やった……勇者様がついにやって下さった！」

「勝った、勝ったぞ、人類の勝ちだああああああ!!」

「ああ、レイルさま、素敵すぎます、抱いて下さい!!」

　次々に飛び交う賞しよう賛さんの声。抱き合い涙する人々。空を見上げ、神に感謝する聖職者。そこには、ただただ喜びの感情があった。

　そして俺達たち三人は、そのまま草むらの上に倒れ込む。痛みと疲労が全身を支配し、もう指一本動かすことは出来なかった……。




　魔王、勇者レイルとその仲間の前に敗やぶれる。




　その報は急ぎ王都へと伝えられ、瞬く間に王国全土へ……そして他国へと広がっていった……。
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「というわけで、はい、大変よくできました」

「素敵な演技だったわよ、ユメちゃん、ミアちゃん。あれなら誰も疑わないわ」

「ごめん、ユメちゃん。気持ちは分かるんだけど、これからのために必要なことだったんだよ。機嫌直してくれないかな」

「うう……分かってるけど、分かってるんだけどぉ……アーディの前だし抑えたいんだけどぉ……倒される役とかさぁ……」

「はぁ……それでレイルさま。これで本当に大丈夫なんですか？　ユメさまの希望を叶かなえるためだ、ということで私はとりあえず一応は納得しましたが……」

「ああ、本当によくやった二人とも。これで、当分は問題ないはずだ」

　バーガンより離れること、徒歩で数時間ほどの場所にある小さな森。その中にある小屋で、俺達たちは休んでいた。

　ユメは当然やられたフリだ。だがフリとはいえ、それを大勢の人間に信じさせるためには、ある程度本気で戦う必要がある。

　というわけで、俺達全員、結構ギリギリでした。ユメなんて、俺があと少し制御を間違えてれば、本当に死んでいただろう。そんな攻撃をあえて受けてくれたのだ、家に帰ったら、デザートに甘い物をたっぷりオマケしてやるか。

「ま、繁はん栄えい宣言とは違う幕引きになったが、それは今回どうでもいい。少なくとも、魔王は倒れ、当分は出てこられない」

　これにより、しばらくは大規模な魔族との争いはなくなるだろう。普通に暮らす人々にとっては何よりも平へい穏おんが大事。その喜びは当然だ。

　恒久的な平和なんてものはありえない。自分達たちの生きる今が平和になった。それで普通は充分なんだ。

「ポイントは、あくまでも倒れただけで死んだわけじゃないっていうことよね。側近のミアちゃんは健在だし」

「そうだね。だからこそ、魔王すら退しりぞけた勇者レイルを、王国はまだ粗そ略りやくに扱えない。その力は国を守るために間違いなく必要になる」

「よって、俺の発言力は国に対してもそこそこになる。いらんことを言い出す重じゆう鎮ちんがいれば、適度にいじめて差し上げよう」

「レイル、すっごく悪い顔になってる」

　とりあえず、これで今後の八や百お長ちようバトルは不必要になる。

　だが、そうなれば魔王城にいるのも二人にとって問題だ。だって、実際にケガしてないしな。好戦的な連中が、人間共がありえない虚言をばらまいて魔族の誇ほこりを汚した、とか言い出したらあっという間に戦争再開だ。

　なのでここは、徹底的にうちで庇かばう。

　魔王とは関係のない、我が家の一員として、だ。

　広がる噂うわさに戻ってこない魔王とその側近。そうなれば魔族も勝手には動けないはず。なんといっても魔王の命令がない上に、その魔王が戻ってこないんだ。噂の通り、本当に深手を負って動けないのかもしれない。そう思ってくれれば、あの魔王ユメにそんな深手を負わせる勇者相手に迂う闊かつな行動はできない、そういう流れになってもおかしくないはずだ。いや、なってくれ。

「なんといいますか……魔族と人間の勢力図のようなものが、とんでもない速度でめちゃくちゃになったような気がします。ユメさまとレイルさま、この二人を会わせてはいけなかったのかもしれません……」

「そうね。私もそれ否定できないわ。元々は魔王討とう伐ばつの旅だったはずなのよねえ」

「まあまあ、アリナさん。レイルがレイルらしかった、ということだから」

　めちゃくちゃ言われていますが、まあ言いたければ言うがいいさ。なんといってもこれはあくまで下準備。俺の……俺とユメの目的は、むしろこれからなんだからっ。

　ちらりとユメへ視線を送れば、そこでばっちり目が合った。

　そこには激しい炎のようなものが燃えている。そうだ、ユメもまた、俺と同じくやる気に満ちているのだ。分かっているのだ。すべてはこれからなのだと。

　ああ、そうだ。始めよう。




　勇者と魔王の、電撃同盟を──。





２：勇者と魔王とその日常




「街の方凄すごいわよー。ほら見て見て、号外なんか配られちゃって」

　言って姉さんは一枚のビラをテーブルに置く。大勇者レイル、魔王に瀕ひん死しの重傷を負わせ見事凱がい旋せん！　などと、これでもかというくらいに大きな見出しが書かれていた。

「うわぁ、派手だねぇ」

「この家の方にまで、お祝いの音楽が聞こえてきますからね。相当に盛り上がっているようです」

　リビングにおける五人揃そろってのお茶会。

　俺達たちが魔王を撃退したと陛下に正式に報告したのが一週間ほど前。そしてこの街へと戻ってきたのが一昨日おとといのことだ。

　数百年に亘わたる魔族との戦い。それが人類の勝利という形で終わりを迎えた。しかもその勝利をもぎ取ったのがこの国の勇者である俺となり、その熱狂ぶりは俺が全力で引いてしまうほどであった。その上、俺を輩出したグラルディア王国は、勝者の国として世界中の国に対して圧倒的なアドバンテージを持てる、と王国のお偉いさんも大喜びだ。

　俺を信じてくれた国王陛下を始め、王太子殿下や王女殿下は当然喜んでくれたが、あれだけ俺をあざ笑って下さっていた王国重じゆう鎮ちん一同までもが「あなた様ならきっとやって下さると信じていました！」なんて泣きながら言うものだから、思わず王国重鎮の一人に足を引っかけてやったのは軽いお茶ちや目めだ。

　魔王討とう伐ばつの旅への出発。あの時、本気で期待してくれていたのは王族の三人だけだったっていうのになあ。まあ、これが人間というものだというのは分かっているから仕方無い。俺が落ちこぼれであったのも事実だから、これ以上は言わないでおこう。

　当然のように国をあげての式典の話が出たが、それに関しては全力で断った。俺の知らない人間達たちに祝ってもらっても正直あまり嬉うれしくないし、今更派手なこともしたくはない。

　俺は、俺という人間を認め、助けてくれたごく一部の人達に褒めてもらえればそれでいい。

　とはいえ、魔王が退しりぞけられたということ自体を祝うことまでは止められない。

　俺の参加する式典は行われないが、世界各国で多くの人々が、自主的にお祭り騒ぎを行っているらしい。生まれ故郷のこの街でも……いや、俺の生まれ故郷だからこそ、それは盛大に行われていた。

「もうね、街中どこもかしこもお祭り騒ぎっていうか、狂乱状態で。コンディション＝大混乱、って感じよ」

　その大混乱の原因が俺達であるためか、どこか誇ほこらしげな笑みを浮かべながら言う姉さん。ふん、と突き出すように張った胸が実においしそうに揺れる。

「うふふー。ほらほら、これみんなタダでもらっちゃった♪　大勇者さまとその姉上さまからお代はいただけません、ですって」

　そして、そのままニコニコと笑いながら脇に置いてあった買い物用の大きな籠かごを取り出した。籠かごの中いっぱいに大量の食品が詰められている。

「うわ、これはまた多いな。こんなに？」

「これでも半分くらいよ。ここまで荷物持ちまでしてもらっちゃったんだけど。それでも持ちきれないからまた今度ってお願いしちゃった」

「ま、命いのち懸がけの戦いの成果だしな。ありがたくいただくとしよう」

「その相手が同じ家の中で一緒に食事をしてるんだけどねえ」

　アーディが苦笑しながら言うが、問題ない。これはあくまで結果であり、命懸けだったのは間違いないからな、うん。

「でもさあ、結果が【繁はん栄えい宣言】と別ものになったことはいいの？」

　そう至極尤もつともな質問をしてくるユメに、俺は肩をすくめて答える。

「過去の大予言者が残したとはいえ、所しよ詮せんはただの予言だからな。実際に何がどうなるかは分からない。そんな不確定なものよりも、現実に平和となったことの方が大事だ、だってさ」

「うちの国、王家の方々だけはまともだから助かるわよね」

「それで、私たちの件はどうなったのですか？　許可は……」

「それに関してはもちろんＯＫ。それが魔王撃退の褒美扱いでも構わないって陛下に言ったら、その程度のこと、褒美にもならんって笑ってくれたよ」

　ユメとミアを俺の家に匿かくまうとはいっても、ずっと閉じ込めておくわけにもいかない。そんなことをして、もしなんらかの原因で見つかりでもしたら、それこそ色々と問題になる。

　話題の勇者様、美少女姉妹を自宅監禁で黒い遊ゆう戯ぎ!?　なんて見出しの号外出されたら、俺の人生社会的に終了です。

　というわけで、だったら最初から同居人としてしまえばいいと、二人は俺の娘として引き取られた姉妹にすることにした。

　魔王城にて捕まっていた姉妹を保護したので、うちで引き取ってもいいですか？　と陛下に許可を求めたわけだ。

　……本当なら、ミアと結婚してユメは義理の娘、という設定にするつもりだったんだが……無表情のまま斧おの持って迫ってくるミアは、まさに恐怖以外の何物でもなかった。

「あ、ちなみにそっちの方も話題になってたわよ。大勇者さまが、魔王の手から救い出したっていう孤児の姉妹を自らの家族として迎え入れたらしい、って。それはもう可愛かわいらしい姉妹で、将来が楽しみだーってね」

　ぽん、と胸の前で手を合わせながら言う姉さん。

「魔王がその美しさに嫉しつ妬とし、使い捨ての道具として扱われていた姉妹。親も殺され、残された姉妹で必死に耐え抜いていたけれど、それももうあと僅わずかの命。魔族たちの慰なぐさみ者とされ捨てられるしかない二人を、決死の戦いで魔王城から救い出した。その勇気と強さと優しさこそは、まさしく選ばれし勇者にて我らが英雄！　って吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌ってるらしいわ。お姉ちゃんちょっと鼻高くなっちゃった」

　どうやら思っていた以上の美談に仕立て上げられてるようですね……。

「その歌作った奴やつどこのどいつだ……いくらなんでも──」

「ちなみに、姉妹の勇者を見つめる視線は熱く、その胸の奥では愛の炎が燃えている、なんて一文も」

「──最高すぎるだろうっ。今度お礼しにいかないとな。やったぞミア、俺達たちの関係全国区だ！」

「…………」

「うわぁ、ミアのジト目がすっごくこの胸に突き刺さる」

「魔王も嫉妬する美しさかあ……その吟遊詩人は見る目あるよねえ」

　その横でユメも、ニッコニコと笑っていたが、その親殺したのもお前ってことになってるからな、という言葉を俺達は満場一致で呑のみ込んだ。

「ま、とりあえずはこれで落ち着いたかな。しばらくは英雄様扱いで騒がれるだろうが、この際だ、胸張って堂々と偉ぶってやろう。こんな時くらい褒められたっていいだろ」

　今までが今までだったからな。ちょっとくらい調子にのったってバチは当たらん。

「いや、うん。僕の事もちゃんと話してくれないかなあ。僕すら知らないところで勝手に決めてくれたわけだし」

　そこでこの話はおしまい、ちゃんちゃん……と切ろうとしたところで、不満げなアーディの待ったが入る。

　このまま暗黙の了解、ということにしてしまおうと思ってたんだが……まあ、いいか。ハッキリ話しておいた方が、ユメの奴も喜ぶだろう。

「なになに、アーディ、なんかあったの？　言っとくけどレイル、内容次第ではボク、切れちゃうから気をつけてね♪」

「あー、この度たびですが、こちらのアーディ君が我が家の居候になります。というか、しました。みなさん仲良くしてやってくださーい。はい、アーディ君ご挨あい拶さつー」

「えー、まあ色々あったわけですが、レイルに強引に引っ張り込まれました。今後はこの家の一員としてよろしくお願いします。なーんて言っても、今までも週の半分以上は泊まってたからねえ。少し頻ひん度どが増えただけって感じだけど」

「レイル……ボク信じてたよっ。レイルはやれる子だってっ」

「ふっふっふ。そうだもっと褒めるがよい。俺は褒められて伸びる子っ。やればやれちゃう子なのだ！」

「まったく……まさか陛下からの命令が来るとは思わなかったよ。いきなり呼び出されて、言ってみればアーデッド家の護衛として共に住め、だよ」

「あっはっは。まあ幸いにしてうら若き美少女姉妹が同居人として増えたからな。家主としては家の警備がちと不安、という直じか談だん判ぱんをしてみた。うん、さっすが魔王を退しりぞけた勇者のお願い。通るの早いな」

「一国の王を動かすだとか、レイルさま、権力を使うことにまったくためらいありませんね……」

「そりゃあ、外道に落ちるような使い方はまっぴらごめんだが、今回はそれで一人の少女が幸せになるからな。そういった使い方のためなら、俺は俺の全力をためらわんっ」

「ユメさま……ご自分がとんでもない男に借りを作ったこと、しっかりと心にとどめ置いて下さい……」

「えへ、えへへぇ、ぐへへへ、アーディだ、アーディと同どう棲せいだぁ」

「ああ、はい。だめですねこのちびっこツルペタ魔王さま」

「ミアちゃんも、自分の主に対して、時々きついわよねぇ……で、アーディ。呼び出された際に頼んでおいたものは？」

　瞳ひとみを輝かせながら、はよ出せほら出せすぐ出せ、という本音オーラを放つ姉さん。アーディはもちろん分かってますよ、と椅い子すの背後から大きな袋を二つほど取り出した。

「アリナさんに、買えるまで帰ってくるなって言われてたやつ、どうにか手に入れてきましたよ」

「よし、よくやったわ、アーディ!!」

「まあ、ちょっと裏のコネ使いましたけどね。勇者の姉君直々の依頼なんだがって言ったら、平へい伏ふくして差し出してくれましたよ」

「……姉さんの悪名は神殿関係者からダダ漏れしてるからなあ」

　その美び貌ぼうと実力から神殿の方ではそれなりの地位にいるわけだが、俺の悪口を言おうものなら全力全開情け容よう赦しや無し、だからねえ。何人か泣きながら田舎帰ったって話もあるし。

「尊敬すべき勇者さまをないがしろにするような奴やつらよ。神殿関係者でありながら、神を冒ぼう涜とくするのに等しい行為してるんだからまったく問題なしね」

「アリナにとってはレイルが神なんだ……」

「言うな。姉さんは本気で俺の銅像をご神体に宗教を興おこしかねない……」

「ふむ……ユメさまを崇あがめる宗教を魔族内で興してみるのもありかもしれませんね。お布施はもちろん、髪の毛や口では言えないようなものを入れたお守りなど相当な収入が期待できそうです」

「ミア……そのお守り、何を入れるつもりなのかな♪」

　ニッコリと、それはもう愛らしさ全開の笑顔で尋ねるユメに、ミアは黙って輝くような笑顔を浮かべた。ほんのり赤らんだ頬ほおがかえって怪しい……うん、そんな表情も可愛かわいいぞ。むしろどんな表情も可愛かわいいぞ。

「魔王権限で断固不許可とするからね……」

「そんな!?　……まあ、ダメと言われるなら裏でこっそり行うだけなのですが。弾圧との戦いも、種族の一つの歴史でしょうし。そうですね……名前はラブリーユメさま教、くらいがストレートでいいでしょうか」

「まさか心から信頼していた側近をこの手にかけないといけなくなるなんて……」

「まあほら、ユメちゃんみたいな子が信仰の対象なら、人気でるのは確かなんじゃないかなあ。とっても可愛らしくて微笑ほほえましいし」

　ゆらり、と立ち上がるユメを姉さんが落ち着かせるように席に着かせる。

「ボクの外見がそんな感じであることは否定しないよ。でもね、アリナ。ボクの中身が許してくれないんだ。この小さな身体からだの中に詰まった、たくさんの良識たちが、それだけは捨てちゃダメってそうボクを叱しかりつけるのっ」

「はあ……ちっぽけなプライド程度に流されるだなんて、ユメさまも嘆かわしい……」

「ミア……この家にきてからボクの扱い随分と酷ひどくなってないかな……」

「まったくなっていませんよ。むしろ今までの主への敬意に、妹役に対する愛情がた～っぷりと加わっただけです。ああもうこの妹的魔王さまは本当になんて可愛い……ニヤリ」

「にゃーっ、頭ワシワシやめてーっ、せめてなでなでにしてーっ」

「このちっちゃな身体からだつきだとか本当にたまりませんっ。ああもう、ぎゅーってしますっ。ぎゅーって!!」

「あ、や、だめっ、胸ちいちゃいから……んあぁっ……あ、や、つまんじゃ……ん、きゅうっ……あ、あーでぃ……見ちゃや……あ、んあぁんっ」

「……………………」

「レイル、鼻血出てるから拭ふいておいてね」

「はい、姉さん……」

　目の前で繰り広げられる桃とう源げん郷きよう。だが、さすが紳士のアーディは、ちゃんと視線を逸そらしながら、僕は何もしらないよ、とスルーしている。

　ちなみに俺は、当然ながら『それを見逃すなんて勿もつ体たいないっ』と瞬き一つすることなくその光景を黙って見つめ、今日はとってもいい一日になる、そう心の底から確信中だ。

「あ、や……んあぁっ……そ、それほんとダメ……!!」

　美少女同士のイチャイチャ。なんだろう、男と絡んだ時とは違った美しさを感じるなあ。

　うわぁ、すげえ。男がやったら間違いなく捕縛ものだろうに、あんなとこ触ったら。

「うふふー。夕食後のお茶会が楽しみね。これ、王都で今一番人気のあるケーキらしいのよ。アーディの引っ越し記念でとっておきのワインとかも出しちゃおうかしら」

「僕もそうなることを期待して、あえて一番高いケーキにしてみました。ここのとっておきは、本当に希少品があったりしますから」

「荷物とかはどうする？　必要なら手伝うぞ？」

「ああ、それはいいよ。あの家は今後のために残しておくつもりだからさ、家具とかもそのままにしておくつもり。必要な小物だけ持ってくればいいし」

「今後のため、か。確かに、そうなったら必要だよなあ。俺も邪魔とかしたくないし」

「あはは、いや、いつになるかは分からないけどさ」

　言って、アーディはごまかすように笑う。

「そうね、最低限の家具はもうこっちにも揃そろえちゃってあるし」

　子供の頃からしょっちゅう泊まりにきてるからな、アーディは。アーディの部屋には、必要な家具が既に揃えてあったりする。

「それで、ユメちゃん、ミアちゃん、そっちの方は終わったかしら？」

「はにゃぁ……」

「ふぅ……大変満足いたしました。ユメさまのあの反応と声……明日を生きる活力が湧わいてきますね」

　まさしく満面の笑みで顔を輝かせるミアと、上気した顔で息を荒げながらくたっとなっているユメ。

　うん、この二人の上下関係が実によく分かるな。

　それから少しして、どうにか復活したユメは、今あったことをすべてなかったものとしたらしい。その顔はまだ少し赤らんでいるものの、平静を装よそおうように両手で紅茶のカップを持ったままふうふうと息を吹きかけていた。




「で、でもまあこのお祭り騒ぎ、レイルに対する期待がよく分かるね。まあ、ボクが魔王である以上は、倒すことなんて無理なわけだけど」

「まったくですね。繁はん栄えい宣言なんて無む理り無む茶ちや無む駄だの三拍子揃ったむなしい予言をよく残したものです。叶かなわない希望は簡単に絶望に変わるのですけどね」

「いやいや、成長期に入った勇者様をあんま嘗なめない方がいいと思うぞー。確かに二人の強さは認めるが、俺は今まさに進化している真っ最中だからな」

「まあ、高みを目指すのはいいことなんじゃないかな。もっとも、どれだけ空に手を伸ばしても、背伸びしようがジャンプしようが、決して星には届かないんだけどねえ」

　俺とユメ、勇者と魔王の笑顔と視線がバチバチとぶつかり合う。

　人類の代表と魔族の代表、そこには決して譲ることのできないものがあるのだ。

「でもさあ、ちょっと納得いかないんだよね、ボクは。この街に住んでる連中だってさ、大半がレイルのことを落ちこぼれって笑いものにしてたんでしょ。それが、大勇者さまだとか、どんな顔で言えるんだろ」

「そうですね、それに関しては私も同じ気持ちです。私もユメさまも、その実力は魔族の歴史においても屈くつ指しのレベルです。事実、他の勇者などでは手も足もでなかったほどの。そんな私たちが認める程の強さを得るために、レイルさまがどれだけの苦労をしてきたかは想像に難かたくありません」

　どうやら二人は本気でムッとしているらしい。その声はいかにも機嫌悪そうだった。

「なんだ、俺のために怒ってくれるのか？」

「ボクもミアもね、ちゃんと努力して身につけた強さには素直に感心するよ。その頑張りに魔族も人間も関係ないからね」

「特に魔族において強さは尊敬に直結します。『晩成』タイプだったというレイルさまが私たちに肉にく薄はくできるほどの強さを得るためにいったいどれほどの無茶をしたのか……そのまま死んでいたのならそこまでですが、ちゃんと生き抜き、ここまで辿たどり着ついたその生き様には、純粋に憧あこがれすら抱きますよ」

「そ、そうか……」

　二人の真まっ直すぐなその言葉に、俺はなんだか恥ずかしくなってしまった。

「み、ミアちゃんがデレたわよレイル！　襲うなら今よ！　ユメちゃん、お姉ちゃんとちょっとお買い物行きましょうっ、えーっと……初めてだし、十分くらいでいいかしら!?」

「時間短いな、おい!!」

「えーっと、僕も鍛たん錬れんしたくなってきちゃったなっ。ちょっと庭の方で素振りでもしてこようかな！　１００回くらいでいいかな!?」

「少なすぎないか、おい！　桁けた一つ増やせよ！」

「デレてなんていませんっ。た、ただその努力を認めたというだけですっ。ていうか、早すぎませんかレイルさま？」

「ば、ばばばばか言ってるんじゃないぞぉ。勇者様はなあ、それはもうすっごいんだぞぉ。その気になればなあ、えーっとその……じ、十五分くらいは……」

「レイル、やっぱりお姉ちゃんで練習しましょ。弟は姉で卒業しなくてはならないって、王国法にもあるじゃない」

「この国、滅びた方がいいんじゃないのかなってボク思うんですけどぉ」

「あのっ！　い、妹も姉で卒業なのでしょうか!?　設定上の姉なんですけど！」

「さっきあれだけボクを弄もてあそんでおいて何を今更っ」

　本気で危険を感じたのか、ユメは両腕で自分を抱きしめながらミアから距離をおいた。

「チッ……」

「うん、ミアさん。今の本気の舌打ちはなかったことにしておこうな。怖いから」

「今のミアさんの目、完全に狩人かりゆうどのそれだったねえ……」

　思い切り高らかに音を立てたその舌打ちに、俺もアーディも少し引いていた。

「でも実際、レイル頑張ったものね。私とアーディが補佐をしたとはいえ、レイル自身が途中で諦あきらめちゃってたらどうにもならなかっただろうし。あら、レイル、顔赤くなってるわよ？　お姉ちゃん萌もえ死にさせるつもりかしら！」

「いや、そんなつもりないから。ただまあ、そんな風に正面から言われるとだなあ……」

「ほほう、レイルは褒められ慣れてないと見た。ここはもっといじっていいところかもしれないよね、ミア」

　ええい、そういう精神攻撃はやめて下さい魔王様。

「何を言うんですか、ユメさま。私はずっと言っていたじゃないですか。勇者レイルさまは実に素晴らしい。その強さ、気高き精神、絶えぬ努力、尽きぬ欲望、迸ほとばしる情じよう欲よく!!　この鬼き畜ちくけだものっ」

「褒めてないよな。絶対確実に褒めてないよな、ミア」

「まあ間違ってないよねえ。こんな美少女二人をいきなり養子として迎え入れるとかさあ、そっち目的と思われても仕方無いし……」

　半分は間違ってないし、そもそもユメ、お前だって似たようなもんだろうがっ。と言い返してやりたいところではあるが、アーディの目の前で直接言うのはさすがにかわいそうか。俺の優しさに感謝しろ。

「あはは、でもさ、二人が増えて本当に賑にぎやかになったよね、この家も。今までだって過ごしやすい場所だったけど、更に楽しくなったよ。一緒にいて飽きないし」

「そうよね。突っ走るユメちゃんっ。落とすレイルっ。突っ込むミアちゃんっ。仲がよくってほんと何よりだわ」

「姉さん、その三人が勇者と魔王とその側近だっていうこと、忘れてるだろう……」

　いや、そこに威い厳げんも何もこれっぽっちも残ってないのは俺達たち自身が理解してますが。

「でもまあ、ボクも魔王城にいた頃よりも楽しく過ごさせてもらってるけどね。あそこはなんていうか……ちょっと退屈で息苦しかったから」

「そうですね。まあ、これからもレイルさまで遊ばせていただきますからよろしくお願い致します」

「俺、遊ばれてしまうのか……優しくして下さいね」

「その笑顔、今本気でぶん殴りたい……いえぶん殴りますので止めないでくださいユメさまぁっ!!」

　むきゃーと暴れるミアを本気で止めるユメ。それを笑って見ているアーディと姉さん。うんうん、ほんと賑やかになったなあ。
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　そこは明かり一つない部屋だった。分厚いカーテンが閉じられ、月明かりすら差し込まず。ランプはもちろんロウソク一つ灯ともっていない。

　狭い部屋には荷物が所狭しと置かれ、人が三人も入ればもういっぱいだろう。恐らくは倉庫か何か。

　そんな、ただ静かなだけの部屋に、今は二人の男女がいた。

「お気に召してもらえたかな、魔王様」

「それはもう、もちろんっ。最高だったよ、勇者。ぐふふふふ。アーディがこの家の住人となった今こそ、更なる進歩を迎える時だと思うんだ、ボクはっ」

「異論はない。むしろ今やらずにいつやる」

「レイル、頼んだよっ。ボクとアーディの幸せうっはうは生活のために！」

「ユメ、お前こそ頼んだぞ、俺とミアの蜜みつ月げついちゃいちゃ生活のために！」

　俺達たちは、再びがっしりと握手する。

　そうだ。俺達の同盟は、今ここに本格稼働を始めるのだ！

「さあ、ボクとレイルとでもっともっとこの恋を進展させようじゃないかっ」

「ああ、いいだろう。ってことで、相談ってのはいったいなんだ？　わざわざこんな所に呼び出しやがって」

「あはは……いや、万が一にもさ、ミアにも聞かれたくなかったから。でね、ボクはほらアーディのことについて、まだほとんど何も知らないんだよ。だから、どうすればアーディの理想に近づけるのか、それをしっかりとレイルに教えてほしい」

　そう言うユメの声は、いつものユメからは考えられないほどに心細そうだった。そこには、もしアーディの好みになれなかったら、という不安がこれでもかとばかりに詰まっているんだろう。

　……まあ、ただでさえ人間と魔族、なんていう違いがある上に、こいつ恋愛だの男女の関係だの、まったく経験なさそうだしなあ。

「そうだな……なら、やってみるか」

「何を？」

「もちろん、特訓だ！　俺がお前を必ずアーディ好みの女に仕立て上げてやるっ。胸がぺたんだろうが、下が生えてなかろうが、そんなの関係無しに育ててやろう！　付いてこれるか、ユメ!?」

「お、おおおおおおおっ……レイルの後ろに後光が、眩まばゆい光が見える……先生っ、何なに卒とぞ、何卒ご教授お願いします！　って、胸はともかくなんでボクのその……下半身のこと知ってるの!?」

「いや、そんなの簡単に想像つくし」

　よかったな、ユメ。アーディの好みが、匂におい立つようなグラマラスな美女、とかでなくて。

　かくて、勇者の勇者による魔王のための勇者特訓が今始まるっ。
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「ユメっていいますっ。魔王やってますっ。ぼ、ぼぼぼ、ボクと結婚して下さい!!」

　その瞬間、俺は手にしていたスリッパを、全力で振り下ろした。

　すぱこ～ん。

「いきなり結婚迫ってどうするっ。そこはまず友達からだと言っただろう！」

「いったぁ～……魔王の頭をはたくとか不ふ敬けい罪ざいにも程があるでしょっ。よりにもよってスリッパとかありえないよねっ」

　対面のソファーに座ったまま、頭を押さえながら涙目で俺を見上げるユメ。怒っているつもりのようだが実に残念。むしろ可愛かわいさしか感じない。

「勇者が魔王の頭はたいて何が悪い。そもそもこれは愛の調教だ、問題ない」

「今調教って言ったよね!?　そこはせめて躾しつけって言うところじゃないのかなあ!?」

　おっといけない、ついつい口が滑ってしまったようだ。だってユメさん、小動物的可愛いオーラを全身から発していらっしゃるもので。

　こうして改めて見ても思う。ユメははっきり言って、間違いなく美少女だ。肩のあたりで切きり揃そろえられた黒髪は艶つややかでその輝きは、光と共に周囲の視線すら吸収しているかのよう。

　少し垂たれ目気味の瞳ひとみは大きく、全体に幼さを感じさせる顔立ちは可愛らしいの一言につきる。

　もっとも、その顔立ちに比例するように身体からだの方も小さい。外見的年齢は、どう見積もっても13～14くらい。年齢的には既に三桁けた達たつしてるらしいんだが……ちょっとまあ発育がもう少し……本当に……その……がんばれ？

　まあ、俺なんかからすれば、むしろそれが頑張り屋の彼女らしくて丁度いいとも思うんだが。

　ミアには負けるが、これ、ロリ趣味の人に対してはまさしく最強の手札になるだろ。

「ダメよ、レイル。そう言いたくなっちゃう気持ちはお姉ちゃんも嫌っていうほど分かっちゃうけど、今は世間の目も厳しいんだから言葉はちゃんと選ばないと。名称次第で危ない行為も許してもらえちゃうんだからね」












「あの、アリナさん。間違ってはいないのですが……ええそれはもう間違うどころかまったくもってその通りなのですけど、もうちょっとこうごまかす方向で」

　頬ほおを膨らませながらぷんぷんと可愛らしい怒りの意思を見せるユメを微笑ほほえましく見下ろしていたところで、ミアとアリナ姉さんの二人がティーセットの置かれたワゴンを押しながら姿を見せる。

「とはいえ、あんまり根を詰めすぎてもよくないからね。おやつの時間は忘れずに。はい、レイル。ん♪」

「姉さん、普通のあ～ん、なら受けるのもやぶさかではないんだが、さすがに口移しは」

「むむう。何よ今更ぁ。お姉ちゃんの初めてのキス奪ったくせに」

「逆だよな、逆。俺が奪われた、だから。それもまだキスなんて単語も知らない幼少時代」

「もう、お姉ちゃんが相手で嬉うれしかったくせにぃ……はい、ん～っ」

　にへら、と笑って焼き菓子を咥くわえた唇を更に突き出してくるマイシスター。まあいつものことだし仕方ない。逃げようとしてもこの人相手には不可能だ。俺はそれ以上何を言うでもなく、姉さんの口からちゃんと口で菓子を受け取った。だって、手で受け取ると拗すねるからね、この姉。

　そんな俺達たちの行為を、目の前の二人はいつも通りですね、とばかりにスルーして菓子へと飛びついている。

「わーい、待ってましたあっ。アリナのマドレーヌは本当に絶品だからね、食べ逃したりしたら、その悲しみで村一つ滅ぼしちゃう。ミア、早く紅茶ー」

「ああ、甘い物ほしさに目を輝かせるユメさま、いつもながらに可愛かわいらしい。花丸あげちゃいます♪」

　まだー、とぶんぶん両手を振って催促するユメに、ミアは満面の笑顔で焼き菓子を差し出した。

　うん、その気持ちよく分かる。これは引き寄せられるように撫なでたくなる一品だ。

「いやあ、ユメは可愛いなあ。ほーらご褒美ご褒美」

「はうぅ……」

　優しく頭を撫でてやれば、ユメは気持ちよさげに目を細めた。サラサラの髪の感触が気持ちいい。

「レイルレイル、私も、お姉ちゃんにも触らせてっ」

「レイルさまっ、ぜ、ぜひとも私にもその快楽を味わう権利をっ」

「ミアはなんでそんなあっさりなじんでるのよ……」

「ふふ……うふふふふ……理由、聞かれますか？」

「……ああ、うん。充分に不純な動機っていうことはよく分かったから、もういいや」

　これぞ無表情、といった顔で抑よく揚ようなく言い切るユメ。なんというか側近との間に良好な関係が結ばれているようでなによりだ。

「あーもう、本当にユメちゃんは可愛いわねえ。まさに子猫ちゃんって感じで」

「はい。ユメさまの存在こそ魔族の至宝ですから」

　姉さんとミアによるナデナデを、諦あきらめきったように受け続けるユメ。さすがは魔王様。なんというカリスマっ。

「どうかしましたかレイルさま。そんな羨うらやましそうな顔をして。『これ』はあげませんよ、私のですから」

「ああうん、『それ』は別にいい。むしろ俺の頭をナデナデしてくれ」

「……」

　はい、令れい嬢じよう系美少女にあるまじき絵にしてほしくない表情ありがとうございますっ。

「あーもう、してほしかったのなら早く言ってくれればいいのにレイルっ。まあ言わなくてもこれって『お姉ちゃん』の義務だし！」

「むぐうっ！」

「……あの、アリナさん。レイルさまの頭を胸に埋うずめて頭撫でまくってますが、それ、姉が弟にする行為とはちょっと違うような？」

「あら、当然の行為よねっ。愛いとしいものは撫でる！　慈しむ！　味わう!!　これ、この世に生まれたすべての生物が持つ大自然の法則よ！　ミアちゃんにはユメちゃん！　私にとってはレイル！　あーくそ本当に可愛いわねえほーらお姉ちゃんのお胸さまですよーっ」

「むぐぐぅ……!!」

　死ぬ！　だけど気持ちいいからやめてほしくない!!　ああ、俺はどうすればいいんだ!!　このお胸様がもしミアのものだったなら、俺は悩むことなくこのまま死ぬまで天国に浸っているというのにっ。あーくそミアのお胸様触りたい。

「ああ……レイルの興奮気味の呼吸がお姉ちゃんへの姉弟きようだい愛を訴えてるわ……はぁはぁ……ダメだこれ……もうお姉ちゃんたまりませんっ」

「……なぜでしょう。苦しそうな顔をしているレイルさまを見る度たびに、このまま放置しておくべき、と心の中の私が訴えてくるのは……まあ、助けるつもりもないですが。ユメさまはぁはぁ……ああ、私今とっても幸せです……ナデナデ」

「……ミア……おやつ食べにくいからやめて……もぐもぐ……」

「いやですっ。このすべすべの髪の感触とか、もっと堪たん能のうするんです」

　焼き菓子ほおばりつつ呆あきれたようなジト目を浮かべるユメ。とはいえ、はね除のけようとしないあたり本気で嫌がってはいない。

　そんな光景の中、自分が幸せなのか苦しいのかも分からない世界で痙けい攣れん状態へと陥おちいっていた俺は、唐突に解放された。見上げてみれば、魅惑的な、狩人かりゆうどとしての笑みで舌なめずりをする姉さんの顔。

「何事も生かさず殺さず、よね」

「おい待てやそこの実の姉」

　そんな姉の言葉が本気で怖いと思うのですが、次は俺、どんな天国で殺されてしまうのでしょうか……。

「いやあ、今日も賑にぎやかだよね、みんな」

　などと未来を思い本気で震え上がっていると、突然に部屋の扉が開き聞き覚えのある金髪美男子の声が聞こえた。

「アーディっ」

　爽さわやか笑顔を浮かべながら入ってきたアーディの姿に、ユメがその好意を隠そうともせずに笑顔で立ち上がった。

　その勢いに、ふにゃんっ、とかわいい悲鳴をあげながらミアが後ろに転がったが、まあ仕方ないだろう。惚ほれた男の前では女の友情など……ひゃっほいっ、スカートが思い切りめくれてピンクの何かが丸見えなのは、きっと神様のご褒美に違いない。

　あ、気付いたのか顔真っ赤にして押さえてしまった。その恥じらいの表情がなんともそそるのう、くくくく。

「いや、なんだか楽しそうな声が聞こえてさ、ちょっと寂しくなったから来ちゃったよ」

　などと苦笑しながら言うアーディ。まあ、実際はやり過ぎなようなら止めに入ろうと思って来てくれたに一票だぞ、我が友よ。

「アーディ、ほらここ、ここ座ってっ」

　待っていた飼い主が帰って来た時の犬のごとく、存在しないシッポをぶんぶんと振り回しているかのような勢いで、ユメは自分の隣へとアーディを引っ張っていく。アーディは、じゃあ失礼して、とユメと一緒にそこに座った。

　我が家の専属メイドである姉さんがすかさず俺を解放すると、お客様を迎えるのは私の役目とばかりに紅茶を注ぎ、どうにか起き上がったミアが何もなかったかのように焼き菓子の入った籠かごを前へと移動させる。

　そんなミアの姿を優しげな微笑ほほえみで見守れば、真っ赤に染まった今にも噛かみついてきそうな表情が贈られてきた。

「なんでしょうか……」

「いやいや、今日も可愛かわいいなあ、って」

「にゃ、にゃにをっ」

　その朱色の濃さを二段階ほど増して、慌てて顔を逸そらしてしまうミア。ああ、今日もご褒美ありがとうございます。

　そうして、全員揃そろった我が家のお茶会が始まった。

「にしても、ユメの髪の魔力は凄すごいな。まるで魅了の魔法でもくらったみたいだ」

「もう、女の子の髪の毛をオモチャにするとかさ、失礼の極みだよ」

「でもほんと触り心地いいわよね。黒い髪だなんて初めて見たけど、すべすべなんだもの。魔族特有の色なのかしら？」

「それが、魔族においてもユメさまだけの特別仕様です。魔族の神より与えられた才能、ですね」

「へえ、そんなに凄いんだ。なんだか僕も触ってみたくなるなあ」

「で、でしたらどうぞっ」

　苦笑するアーディに、ずずいっ、とその頭を差し出すユメ。あまりの勢いにアーディがちょっと引いている。

「えっと……いいのかな？　女の子にちょっと失礼かと思うんだけど」

「アーディなら全然問題無しです！　気の済むまでご堪たん能のう下さいっ」

　頬ほおに少し朱を差して言い切るユメに、アーディは恐る恐るといった感じで手を伸ばした。

　まるで黒い糸のようなその中に、アーディの大きな手が潜り込んでいく。

「うわぁ……確かにこれは凄いね。滑らかでツヤツヤで……これはクセになっちゃいそうだなぁ」

「はふぅ……アーディの手、優しい……もっと強く触ってもいいよぉ……ん、くぅ……ん」

「な、なんだかその、ユメさまの反応が色々とアレすぎて、少し距離を取りたくなってきました……」

　といいつつ、実際に一人分ほどのスペースをユメとアーディから空ける俺達たち。アーディはちょっと困ってる感じだが、ユメがなんというか……エロい。

「でもさ、ミアの銀髪っていうのも結構珍しいよな。まあ、いないっていうわけでもないけど」

　俺は、そんなユメから視線を逸そらすようにミアへと移す。

「そうね、人間では、魔力に優れた人物に出やすい色、と言われてるけど」

「ユメさまの髪ほどではありませんが、私にとっても自慢の一つです」

　その長い髪の一部を取り、手で梳すきながら言うミア。まるで引っかかる事無く流れていくそれは実に柔らかそうだ。

「俺としては、長い分ミアの方がユメのよりポイント高いけどな。触ってみていいか？」

「……乱暴にはしないでくださいよ」

　もちろん、と返しながらその長い白銀の髪に手を伸ばす。陳ちん腐ぷな感想にはなるが、その柔らかさは紛まぎれもなく絹糸のようだ。そのまま感触を堪たん能のうしていると、ミアの耳の先が赤くなっているのに気付く。……女の子の髪というのは、どうしてこうも情じよう欲よくを刺激するんだろうなあ。

「ユメちゃんもミアちゃんくらいまで伸ばせばいいのに。黒と白と二つ揃そろって風になびく姿とか綺き麗れいじゃないかしら」

　ぽん、と胸の前で手を合わせながら言う姉さんに、ミアが答える。

「私としましてはもっと色々としてみたいので伸ばしてみたらどうか、と進言しているんですが……」

「だって、手入れとか大変になるし、伸ばしたせいで手入れがおろそかになってボロボロになったらいやじゃない」

「そこはすべて私に任せて下さい、と言っているんですけどね……伸ばすと大人っぽくなってアーディさまにも大受けですよ」

　瞬間、ユメの身体からだがぴくん、と揺れた。

「ア、アーディは、今くらいのとミアみたいに長いのどっちが好き？」

　さすがは恋する少女。相手の好みに合わせる気満々だ。でもまあ、確かに長くなればもう少し子供らしさも消えそうだ。見てみたくはあるな……。

　俺はアイコンタクトでアーディに伝える。分かっているな？　長い方だぞ長い方。短い方がいいなどありえん。

　アーディはもちろん分かってるよと笑顔で頷うなずき。

「今くらいの長さで似合ってるんだからいいんじゃないかな」

　簡単に裏切りやがったこの野郎!!

「ほら、こんな珍しい黒髪だしさ、もっと大事にしてほしいじゃない」

　そんなアーディの意見に反論はできませんでした。ちくしょう。





　　　　§　§　§






「ねえ、レイル。前にさ、この街を案内してくれるって約束してたよね？」

　ユメがそう言いながら、ズズイッと顔を覗のぞき込んできたのは、アーディが越してきてから数日後──暖かでのどかな、とある昼下がりだった。

　特にしなければいけないことがあるわけでなく、ボーッと外を眺めていたところで、いきなり突きつけられたのである。

「ん？　ああ、そういえばしてたな。ああ、そうか。家族にしたことになってる今なら、別に外へ連れ出しても大丈夫なのか」

「うん。だからさあ、デートしよう」

「お前、頭大丈夫か？」

「うん、いきなりそんな酷ひどい返しがくるとは思ってもいなかった。もちろんボクと二人で、じゃないよ。ミアと、だよ。それにボクが追加って形。ミアも、ボクがいるなら嫌とは言わないだろうし、最初のデートと考えれば有りじゃない？」

　何……だと？　三人とはいえ、ミアとデート？　三人とはいえ、この広い街を、ミアと一緒に歩いてきゃっきゃうふふ？

　俺の頭の中には、腕を組み、俺へとその身体からだを押しつけて恥じらうミアの姿がハッキリと浮かんでいた。

「素晴らしい。まさしくもって素晴らしい。けれどどういうことだ？　お前にはアーディが……はっ!?　まさかお前、俺のかっこよさに気付いて鞍くら替がえを……」

「本気でぶっ殺すよ……」

「……すいませんでした」

　俺は即座に土下座した。

「まあボクもね、色々と考えました。その結果、いずれ行うであろうアーディとのデートの前に、ちゃんと予習をしておこうと」

「それで、俺とデートを？　いや、ハッキリ言うが、そういう代えの男を使った行為はあまりお勧めは……」

「ううん。レイルとミアのデートを後ろから見て参考にする」

「人を実験台にするんじゃない!!」

「じゃあやめる？　せっかくのミアとのお出かけチャンスなんだけどー」

「……本当にすいませんでした」

　俺は頭を地面に擦りつけて土下座した。







「へぇー、結構綺き麗れいな街だったんだねえ」

「レイルさまたちとの戦闘から帰ってくるときはいつも夜でしたからね。こうして見てみると、まったく印象が違います」

　俺達たちは、さっそくデート（予習）のために家を出ていた。周囲に人の姿はほとんどない。

「まあ、王国内でも三本の指に入るとされてる大都市だからな。王都にも近いし、それなりのものにはしないと」

「確かにね。王都に近い都市がボロボロの物乞いだらけ、とか目も当てられないよ」

「それでレイルさま。私たちは今、どちらへ向かっているのですか？」

「ああ、とりあえずは商業地区の方に向かってる」

　なんだかんだいっても、デートといえば買い物がお約束だろう。その際、好みの色や形なんかを聞き出してアクセサリーの購入でもできれば……。

「よーっし、買い物キター！」

「ユメさま、また随分と張り切ってますねえ」

「これを機会につまみ食いとかして成長しようとしてるんだろう。まあ、そういう努力は悲しいかな、胸より腹にいくものだと昔から……」

「ち・が・い・ま・す!!　アーディの好きなものとか教えてもらおうと思ってるだけですっ。間違ってもお腹なかになんてこれ以上お肉はつけさせないよ！」

「つまみ食いは否定しないんですね、ユメさま……ああ、そんな無む駄だな努力が私はとっても微笑ほほえましいです」

「無駄言っちゃダメぇ!!」

　そんな主従コンビの微笑ましい光景にホロリきそうになりながら、俺は二人の手をしっかりと握りしめた。

「レイル……なに当たり前みたいな顔して手を握ってきてるの？　知ってる？　ボクの手はアーディのなんだよ、レイルはいつアーディになったの？　死にたいの？　殺してあげようか？　うん、殺そう」

「たかが握手、と思ってそうですね。女性の身体からだに男性が触れるということの意味を分かっているのでしょうか」

　って、まさかの非ひ難なん囂ごう々ごう!?

「い、いやまてほらっ。だってこれデートだろ、デートっていったら手を繋つなぐくらい当然だろうっ。それくらいしないと俺の心が寂しいだろう!?」

　俺は心の中で血の涙を流しつつ『こういう時こそ俺とミアの関係に協力しろっ』とユメに視線で訴える。お前がのってくれなきゃミアものってくれないんだよっ、と。『お前とアーディの時もしてやるから』と付け加えて。

　すかさず返ってくる『こういうえっちぃ協力は好きじゃないんだけど』というユメの返答。

『ふざけるな。手を繋つないだだけでエロ行為になってたまるか。むしろ心がほっこりするぞっ』

『その後でボクたち二人ともに腕組ませて、ああおっぱいの感触が柔らかくて最高っ、とかにもってく気だよね……』

『そこまで妄想を膨らませるお前が異常だっ。というか、挟めないだろお前』

『ふざけるなーっ。会ったばかりの男に、すみません男の子でしたか？　なんて尋ねられる苦しみは勇者なんかには分からないんだっ』

「あの……傍はた目めにも仲のいい親子な微笑ほほえみ浮かべながら、アイコンタクトでケンカするのやめていただけませんか。魔王さまと勇者の放つ殺気が濃すぎて、さっきからすれ違う子供がみんな泣き出してますから。そもそもなんでそんなに気が合ってるんですか？　実は愛し合ってるんですか？　恋人同士ですか？」

「「違いますっ！」」

　いかんいかん。ついついやりとりが白熱してしまった。さすがは魔王、俺のアイコンタクト会話についてくるとは。

「……まあ、仕方無いか。これも契約の一部だし……ただまあ、ボクを誘惑したって無む駄だだよ」

　ユメは溜ため息いきをつくと、苦笑しながら俺を見上げ、俺の手を握り返してきた。

　小さくて柔らかな女の子としての手に少しドギマギするが、安心するといい。お前は俺のターゲットじゃない。

「ほら、ミアも」

「え？　あの、ですが、その……」

　ミアは恥ずかしそうに顔を赤らめながら、俺をチラリと見上げてくる。視線が合った瞬間、モジモジしてしまう姿が大変に可愛かわいらしい。

「……まあ、仕方ありませんよね……ユメさまがガマンしているのですから、私がガマンしないなんてありえませんし……その……私のファーストハンドなんですからねっ」

「随分と重いな、この握手っ。そもそも、男の手を握るの初めてなのか!?」

「……私は身持ちが堅いんです」

　照れたまま視線を逸そらして言う様子はなんというか、さすが俺の嫁（予定）。

　これはもう俺に対する愛情表現なのでは、とユメに再びアイコンタクトで聞いてみたが、お願いだから現実を見て、と真面目まじめな顔で返されてしまったのでさすがに何も言えなくなった。泣きたくもなったがそれはさすがに頑張ってこらえた。

　でもまあ、今度アーディとの手つなぎイベントくらいは用意してやってもいいだろう。

「ちなみに、手でなくて腕組み、なんて選択肢もあるがどうだ、ミア。ぎゅっときていいんだぞ、ぎゅっと」

「ふう……こうして手を握っているだけでも色々なものが限界を迎えてしまいそうな私に向かって何を言いますか。そもそも言いましたよね。私、男性の手を握るのすら初めてなんですよ、それを腕を組み身体からだを寄せるなんて……それを気き遣づかった会話もできないなんて。人生のすべてのセリフを台本化して差し上げないと話すこともできませんか？　そうですか分かりました、でしたらご用意してさしあげましょう。基本のセリフは『わん』と『ブー』と『おっす、おらオーク』のどれがよろしいですか？」

「……せめて人間でお願いします……」

　いやまあ、照れ隠しっていうのは分かってるんだよなあ。いつも以上に口調が早いし、無む駄だにセリフ長いし。そもそも、顔赤いし。

　そんなミアの本心に俺は困ったような笑みを浮かべながら、二人の手の柔らかさと体温とを感じつつ街を歩いていく。

　俺の家は、この都市の中でも北側、いわゆる富ふ裕ゆう層そうが住む地区にある。東西は一般の人達たちが住む地区であり、南側がいわゆる商業地区となっていた。

　普通北の富裕層地区の人々は自ら買い物に行くことはない。家に仕える者が買いに行くか、連絡をして送り届けてもらうのが普通だ。

　けれど、うちは勇者として家や財産をいただいたとはいえ、元々は貴族でもなんでもないただの一般人。当然この南にある商業地区にはよく顔を出している。

　が、そんな風にこの地区にも慣れている俺だが、今日は何か印象が違った。

　実は、魔王退治の旅から戻って、初めて顔を出したわけなんだが……街中を俺達たち三人が揃そろって歩くと、たちまちのうちに大量の視線に捉とらえられた。

「なんだこれ？　なんでこんなに見られるんだ？」

　もしかして二人の正体がバレたかとも思ったが、その割には好意的な感じがするし……。

「レイルって勇者じゃない。注目されるのは普通なんじゃないの？」

「アリナさんのお話をお忘れですか？　口く惜やしくはありますが、魔族の危機から人類に平和を取り戻した大英雄さまが、見み目め麗うるわしき美少女二人と共に歩いているんです。誰しも視線の一つや二つは送ってきますよ、レイルさま」

「取り戻したって、別に恒久平和じゃないんだがなあ」

「それは皆さんも分かっているかと。ですが、口だけの恒久平和より、現実の十年の平和です。争いが何も生み出さないとは言いませんが、やはり人々が最も求めているのは、平へい穏おんということでしょう」

　実際、戦争の中で生み出される技術というものはある。より強い武器をつくる技術は狩りのための武器にも使えるし、より堅固な壁を作る技術は、人々の家を作る技術にそのまま生かされる。治癒の魔法や医療技術だって、そういった争いの中で格段の進歩を迎えた。とはいえ、その結果失われたものの重さがどれほどのものかと考えれば、決してありがたいとは言えないだろう。

　ただまあ、それを言うのが魔王様の側近、というところに、いいのかおい？　と言ってみたくもなるが。

「俺は勇者とはいえ、落ちこぼれだったはずなんだけどな」

　俺に対する街のみんなの視線は七割が『なんでこんな奴やつが我が国の勇者なんだ』だった。それくらい勇者という存在に対する人々の期待は大きい。むしろ三割も好意的な人がいてくれたことを、多いとみるべきだろう。

　──旅立つ時は落ちこぼれ。帰ってきたら英雄。

　なんというか、このギャップはちょっと簡単には受け入れにくい。

　街を出る時の周囲の冷たい視線を、俺はそう忘れることはできないだろう。

「まあ、そういう風に見られてたからこそ、あんまりそんな実感なくてなあ。むしろ、あんな美少女二人も連れていかがわしいことでもしにいくつもりだぜあいつ！　って思われてるんじゃないかという不安がだな」

「それもあるかもしれませんね。確かに、私とユメさまを連れて歩くレイルさまのニヤニヤ笑いは、変質者のように気味が悪いですから」

「だ、ダメだからね絶対っ。ボクはアーディと結婚するまで清い身体からだでいるんだからっ。全力で抵抗するよ！　具体的には血の海に沈めるくらいまでっ」

「私はユメさまほど過激ではありませんので、せいぜいその……レイルさまが二度と子供を作れないようにちょん切っちゃうくらいですね」

　ミアさん、恥じらうそぶりなわりに声が嬉き々きとしすぎてますっ。本気で言ってますよね、それっ。

　……いやまて。俺が他の女と浮気をしないように見張っている、という遠回しな忠告なのかも……。

「それとも、もいじゃいます？」

　……はい、本気ですねごめんなさい。

　そんな恐怖に震えていたところで、俺と手を繋つないだままのユメが、やたらと周囲を見回しているのに気がついた。

「どうした、ユメ。随分とキョロキョロしてるな」

「うーん、随分とさ、人間の街も雰囲気変わったなって」

　ちょっと意外そうに答えるユメ。

「魔王のくせに、人間の都市を歩いたことあるのか？　バレたら危険だろうに」

「魔王になってからはさすがにないよ。その前にね、ちょこっとだけ」

「……確かに、あの頃とは雲うん泥でいの差がありますね。なんといいますか……当時も賑にぎやかでしたが、雰囲気が明るく感じられます」

　そしてミアも、そんなユメに同調するかのように周囲を見回していく。

「もっとも、あれから二百年近く経たっていますし、建物なども大きく綺き麗れいになっています。違って当たり前ですね」

「……そうだね。なんか悔しいなあ」

　ミアの言うことに頷うなずきながらも、ユメは納得いっていないように頬ほおを膨らませる。当時、余程の何かがあったんだろうけれど、次期魔王とその側近だしな。人々の感情だっていいものじゃなかっただろう。まあ、この二人の外見じゃあ、魔族だなんて誰も思わなかったとは思うけど。

「にしても、今の魔王は二百年もの間その座を守り続けているとは聞いてたが、やっぱ本当なんだな。そういえばちゃんと確認してなかった気がするが、二人の……」

「まさかここで女性の年齢を尋ねて好感度を下げるようなありがちな展開、レイルさまがされるわけありませんよね♪」

「美少女は17歳より上にはならないんだよ♪」

「二人の誕生日っていつなのかなー、レイルくん、でっかくお祝いしてあげたいなーっ」

　俺の必死の質問に、満足そうに微笑ほほえむ美少女二人。あ、危なかった。今のを続けていたらまさしく命の危機だった。

　本気で殺し合ったあの戦いの時よりも恐ろしい気配を感じた……。

「お、おーっと、そこの屋台の果実ジュース、おいしそうじゃないかなー。二人とも喉のど渇いてる頃じゃないかなー」

　そうだ、ここは更にもう一つご機嫌を積み重ねておこうか。俺の命のためにっ。

　俺は実に懸命に作り上げた笑顔でもって、並んだ屋台の方へと顔を向けた。




　都市の中心部にある広場。誰もが自由に立ち入ることができ、のんびりとした時間を過ごすことのできる憩いの場。

　俺達たちは屋台で買った飲み物と軽食を手に、広場の刈り込まれた芝生の上へと腰を下ろした。

「こんな食べ物なら、外で行儀悪く食べるのが一番だろ。まあ、二人は魔族の中では貴族みたいなもんだろうし、無理しないでもいいけどな」

　魔王とその側近。人間の国で言うなら、国王陛下と宰さい相しよう閣か下つかといったところか。この二人が外の広場で行儀悪く軽食をかじってる姿とか冗談でも思い浮かばない。

「んっ、このパン美お味いしいっ。中のジャムの甘さが最高だよっ」

「こちらのジュースの方も、新鮮な果実を惜しげ無く使っていますね」

　……二人とも、なんの問題もないようですね。

「まあ、ボクも王として礼儀作法が必要な時があるのは知ってるけどね、こんな時にまで堅苦しいことやっても意味ないじゃない」

「両手で食べ物にぱくつくユメさまの可愛かわいさの前に、礼儀作法など無意味です。いえ違いますね、可愛いは礼儀です」

「……とんでもない名言いただきました……」

　おいしそうに食べて飲んでを続ける二人の姿に、俺は苦笑する。

　確かにまあ、こんないい天気で、こんな軽食を、こんな二人と一緒に食べるんだ。礼儀だなんだと気にするだけ無む駄だだな。

「あむ……もぐあぐはむ……うん、確かにうまいなこれ。他のジャムのも今度試してみよう」

「ボクは焼いたハム挟んでたのがいいかなあ」

「私は果実のジャムをぜひ制覇してみたいですね」

　そんな風に話しながらの一時。この光景を見て、勇者と魔王が並んで座ってる、なんて思う人はいないだろう。俺も驚いたことに、魔王と並んでるなんて気がしない。まるで気心の知れた友人……もしくは妹、か？　そんな空気が俺達たちの間には流れている。

　数ヶ月前には、こいつらと本気の殺し合いをしてたとか、とてもじゃないけど信じられないなあ。まあ本当だし、事実殺されかけたわけだけれど。

「ちなみに、一つ教えておいてやる。さっきの店はアーディのお気に入りの一つだ。あいつは甘い系よりも総菜系の具を好むから覚えておけ」

「レイル、ナイス情報、よくやったよ!!」

「あいつが『このお店さえあれば、僕は三年は生きられる!!』ってここでいきなり叫び出した時は本気で焦った」

「……なんていいますか、アーディさまでもそういうの、あるんですね……」

「うん。アーディがやったって考えると、なんか誇ほこらしいよねえ」

　……何が誇らしいのか、ぜひとも一度聞いてみたいな、おい。

「にしても、平和だねえ」

　同じように憩いの時間を楽しんでいる周囲の人々。そんな光景を眺めながら、不意にユメが呟つぶやいた。

「こうしてるとやっぱり思い出しちゃうな。あの時は……色々と溢あふれてたっけ。夢に、希望に、興味に、ドキドキにワクワク……」

「そういや、さっきも言ってたな。前に人間の街を歩いたことがあったんだったか」

「まあ、ほんの少しの間、だけどね……すぐに歩けなくなっちゃったし」

「……あの頃と比べると人間の暮らしも本当に変わったものですね。少なくとも、食べ物に関してだけは格段の進化を遂とげたと言えます」

「百年単位での進化となればそりゃ相当だろう。正直、二百年も昔の人間が何を食ってたかなんて想像もできないし」

　魔族との戦いは遙はるか昔から続いていたというし、きっとその時代も争ってはいたんだろうなあ。

「あの時にユメさまの犯した失態は中々でしたねえ」

「うう、あの頃はまだ若かったんだよぉ……人の善意を無条件に信じちゃう優しい美少女だったんだよぉ」

「ミアはどうなんだ？　ミアの昔話なんか、是非とも聞いてみたいところだが」

「残念ながら乙女の秘密です。聞きたいというのでしたら、もう少しだけでも私の好感度を上げてみせることですね」

「……もう少しだけでいいんだ……それってミア、ほとんど落ちてない？」

「お、落ちてなんていませんっ。タダの言葉のあやですっ」

　いやまあ、分かってはいますが、そうも力強い反論はちょっときついなあ。

　実際のところ、今まで好感度をアップできるようなこと、何もなかったしな。だけど、だからこそ、これからだ。

「そうだな。これから全力でミアを落としにいくから、覚悟しておいてくれよ」

「は？　え、あ……そ、そうですか……」

　胸を張り、そう言い切った俺に、ミアはどこかよそよそしい態度で視線を逸そらした。その顔が心なしか赤くなってるような気がするが……俺、変なこと言ったっけか？

「あー、ミアのハートにヒットしちゃったかなぁ、これは」

「し、ししししていませんよ、絶対っ」

　大慌てでユメへと反論するミアは、首筋まで真っ赤だった。いかにも照れている、という感じで、いつもの冷静さを知ってるだけにもう可愛かわいすぎる。

「ミアは、魔族の中でもかなり上位の強さだからね。当然、正面から挑もうなんて相手はほとんどいなかったから、今みたいに正面からこられるとめちゃくちゃ弱いのです」

「ま、まるで私がレイルさまに興味を持った、みたいな言い方はやめて下さいっ」

　普段のクールさが嘘うそのようにわたわたと慌てるミアが実に可愛らしい。

「い、いいですか!?　絶対に勘違いしないで下さいよっ。そんなつもりはまったくありませんからね！」

「あー、安心しろ。それくらいは分かってる」

「え？　……あ、あの、そ、そうですね、ほ、ほんのちょびっと小指の先っぽくらいはその興味もたれてるんじゃないかななんて勘違いしても、ま、まあ許してあげるくらいの寛かん容ようさはですね……えっと……」

　ハッキリ否定した俺に、その表情を陰らせるミア。あれ？　これってひょっとして、ひょっとしてたり……。

　そんなことを考えながら周囲へと視線を向けたところで、俺はようやく気がついた。大勢の人達たちが、俺達を遠巻きに注目しまくっていることに。

　すると、周囲の何人か、少し離れた場所にいる人達が慌てて視線を逸そらしたのに気付く。その視線に敵意や悪意があるわけじゃなさそうなので気付かなかったが、どうやら俺達を見物していたようだ。

　勇者と、その家族達。それはやっぱり普通の人達からすれば特別な人間達なのだろう。

　そして、同じようにその状況に気付いた美少女二人が、いたずらめいた笑みを浮かべた。

　ユメはこほん、と咳せき払ばらいを一つ。

「パパー、ちゃんと支えてよー、えいっ♪」

　そして、思い切り愛らしい少女モードで、俺に抱きついてきた。

　ぎゅっとしながら、笑顔でその頬ほおを俺に擦り付けてくる姿は、人なつっこい猫を思い浮かべる。

「んふふぅ。可愛かわいらしい娘の抱ほう擁ようはいかがですかな、レイルパパ」

「……もうちょっと腕に当たる感触が強ければなあ」

「当たらないのよっ」

　照れ隠しに言った言葉に、ユメは心から悲しそうに言った。

「……レイルさま、ユメさまばっかりずるいですよ。私だって……」

　そして、妙に色っぽい微笑ほほえみと共に左腕を包み込む柔らかな感触。肩に乗る心地よい重みと漂ってくる甘い香り。

　ミアが俺の左腕を抱きしめながら、そのまま身体からだを預けるようにしなだれかかってきていた。

「随分と積極的だね、ミア。ボクに嫉しつ妬とした？」

「ユメさまとピッタリくっついているレイルさまに嫉妬しました。なので、ユメさまの感触を忘れさせてしまおうかと」

「「そっち!?」」

　俺とユメの言葉が重なるが、ミアの楽しげな笑顔は崩れなかった。見上げるようなその視線は、なんともいえず色っぽいままだ。その綺き麗れいな顔立ちに、思わずすべてを持っていかれそうになる。

「なあ、二人とも。もし俺がさ、今幸せだっていったら、どんな反応する？」

「ボクにも幸せをよこせ」

「お前、ほんと自分の欲望に正直な……」

「……私は恥ずかしいので言えません」

「なるほど」

「な、なんですか、その納得したような返答は」

「いやいや、深い意味はありませんよ、ええ」

　恐らくは俺と同じ。今幸せだ、って思ってしまったんじゃないかな。そう思い至ってしまっただけだ。

　そして、同じように思い至ったらしいユメもまた、ミアを見てクスクスと笑っている。

　おーし。この幸せがあれば、俺は今後もがんばれる。

　とりあえずはまあ、この前金分の幸せをユメに返さないとな。思いっきり利息をつけて返してやろうじゃないか。
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　窓から差し込む明るい日差しの中、ゆっくりと目を開ける。

「うんっ」

　そして、大きく伸びをして、窓の外へと視線を送れば、窓枠にとまった数羽の小鳥。

　チュンチュンと可愛かわいらしい鳴き声を響かせながら、可愛らしく小首を傾かしげるようにして部屋の中を覗のぞき込んでいた。

「うふふ。おはよう、小鳥さん。今日も素敵な歌声、ありがとう。よーし、ボクも一緒に歌っちゃおうかな♪」

　そんな小鳥達たちの姿に愛らしい微笑ほほえみを浮かべながら、ユメはそっとベッドから出た。可愛らしいパジャマ姿のまま窓へと向かうと、そっと開く。

　爽さわやかなそよ風が、草木を優しく賑にぎわせながら部屋の中へと流れてくる。

「えへ。伴奏はお願いね、素敵なそよ風さん……………………」

　ユメははにかむような笑みと共にその頬ほおを僅わずかに赤らめ……。

「そよ風、さん……………………」

　赤らめ…………。

「小鳥………………無理いいいいいい!!」

「どうした、あとちょっとだ頑張れっ。そこで挫くじけてどうする、最後まで頑張るんだよっ。辿たどり着ついてこそ価値があるんだよっ」

「そんなこと言ったって、無理だよこれっ。無理無理無理無理、ぜ～ったい無理ぃ!!」

　耳の先まで真っ赤に染めながら叫ぶユメ。くっ、あとちょっとのところまでいっておきながら。

「まったく、どんだけ乙女力ないんだお前。この程度のことさらりとやってのけられずに、奥ゆかしい貴族令れい嬢じようになれると思ってるのか」

「そ、そうは言うけど、これ本当に効果あるのっ？　ボクにとってプラスになるの、レイル！」

「俺を信じろっ」

　キラン、と歯を輝かせながらの俺の自信を持った一言に、ユメは疑惑１２０％のジト目を返してくれた。

「魔王に恥かかせるのが目的なんじゃないよねえ……」

「それはそれで面白そうな気もするが、同じようなことをやり返されかねないからな。この件に関しては真面目まじめだぞ、俺は」

　ミアとの仲の協力で、よりタチの悪い復ふく讐しゆうをされかねないからな。白馬に乗って、お迎えにあがりましたお嬢様、とかやる羽目になったら、俺は間違いなく死ねる。

　それを考えれば、ここで裏切り行為なんて出来るはずもない。

「そもそも、もっとアーディ好みの女になりたいから特訓してくれと言い出したのはユメの方だろう。だから、これなら！　っていう内容を考えたんだぞ。出来るまでやらせるからな、ほらもう一回」

　そう。当然ながらこれは芝居である。おはようどころか時間は昼過ぎ。アーディを落とせる女になるために何を会得すればいいか、と尋ねてきたユメに対し俺が課した正式ユメ教育プログラム第一弾。

「いやだから無理だよ、あんなのボクには無理っ。小鳥さん一緒に歌お、とかなんなの!?　そよ風さんとかないから、絶対ないからー!!　あれがいったいどんなプラスになるっていうのさー!!　イジメなの!?　イジメだよね!?　イジメなんでしょう!?　やっぱり人と魔王がわかり合うなんて不可能だっ──」

「いや、アーディが大人しい令れい嬢じよう系を好きなのは確かだぞ」

「──たりはしないかもしれない……」

「あいつ、自分の帰るべき場所を守ってくれるような古風な女性、が好みだからな。で、自分の夢をずっと影ながらに応援してくれる一いち途ずな女性。つまり、小鳥の声に合わせてついつい鼻歌とか歌ってしまうような純粋さを忘れないような女性だな。なんでまあ、それを目指すべく頑張るべきというアドバイスを」

「本当に大変なる失礼を申しました。ですがボクにとってはあまりに高すぎる壁。何か別の方法などありましたらぜひともご指導のほどを……」

　躊ちゆう躇ちよなくその場で土下座しつつ頭を床に擦りつけるユメ。うむ、この切り替えの早さは素晴らしい。こうして頭を下げるというなら、俺としても考えなくはない。

「まあ、そこまで言うなら仕方無いな。とりあえずアーディ本人に聞いてみろ。あいつがどれだけ小鳥さん淑女萌もえかをっ」

「変なレッテルをアーディにつけるなあ!!」




「というわけでお呼びしてきました。本日のスペシャルゲスト、アーディさんです」

「えっと、レイル？　またユメちゃん巻き込んで変なことやってるみたいだけど……」

「ああ、それは大丈夫。こいつ自身からの依頼だ。なあ、ユメ」

「……遺い憾かんながら……」

　ガックリ項垂うなだれつつもそう答えるユメを見て、アーディは「お手柔らかにね」と俺に向かって言った。

「まあなんだ、ちょっと聞きたいことがあるんだがな。ほら、討伐の旅をしてる最中さあ、姉さんが凄すごい笑顔で言ったことあるだろ。『おはよう小鳥さん♪　今日もさわやかいっぱいありがとう風さん♪』て」

「なんでそんなにさらりと目を輝かせて言えるの、この勇者っ」

「ああ、確かにあったね。アリナさん、もうノリノリで……」

「お前、あの時の姉さん見て、どう思った。なんかさ、普段と違う雰囲気に、こう、胸が高鳴ったりしなかったか？」

「いや、高鳴るも何もさ、あの時アリナさんが呼ぼうとしてたの、小鳥じゃなくって怪鳥だよね？　何度か周辺の村を襲って被害出してた。で、呼んだら本当に来ちゃって」

「そうそう。で、姉さんが錫しやく杖じようで全力殴打したら、くるるぅ、ってすっかり大人しくなって。あの恐怖に染まったつぶらな瞳ひとみが、めちゃくちゃ可愛かわいかったの覚えてるぞ」

「うん。その後アリナさんにとどめを刺されておいしい夕食になったよね」

「うん、確かにアレは美う味まかったな。素材も高く売れて、まさしく二重の意味で美味かったっ」

　あの時は財布の中身がちと苦しくなってたし、助かったっけなあ。

「村の人達たちからもたくさん感謝されたしねえ……アリナさんのかっこよさを思い知らされたよ。僕ももっと自分を鍛えなくっちゃってね」

「おい……レイル……」

「というわけだぞ、ユメ。ギャップ萌もえの素晴らしさ、理解できたか」

「……どこをどうやったら理解できるのかを教えてよ……」

　次の瞬間、俺は爆風で吹っ飛んでいた。




　正式教育プログラム第一弾、失敗。
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「男はまずその胃袋を掴つかむべしっ」

　パリーンッ。

「おおー！　さすがアリナ、説得力がありすぎるっ」

　ここ、キッチンにおいてグッ、と拳こぶしを握っての姉さんの力説に、ユメは期待に瞳ひとみを輝かせながら身を乗り出した。

「言っておくが、発案は俺だぞ。さすがに俺じゃ教えようがないんで姉さんに頼んだが」

　正式ユメ教育プログラム第二弾。魔王様三分クッキング！　小鳥さんは無理でも鳥の肉なら食べられる、と始まったのがこちらである。メンバーは、先生役に姉さん、試食役に俺だ。

　小鳥さんの失敗は、あれがあまりにユメの性格に適していなかったからだ。だが、料理となれば性格も何も関係あるまい。

　……まあ、性格の矯きよう正せいもある程度は考えた方がよさそうだが……なんたって、アーディの隣に立つっていうならなあ……。

「うふふ。キッチンは私の城にして戦場、任せてもらいましょうか」

「アーディの奴やつは、贅ぜい沢たくは好まないが、手作りに弱いからな。身体からだの内部からジリジリと汚染してしまえ」

「そうね、発病させてしまえばこっちの勝ちよ。中毒にしてしまえばもう逃げられないわっ」

「あの、二人とも？　発想が魔王よりも魔王してるんだけど……」

「恋愛とは男と女の真剣勝負だ。故に落とせるのならどんな手だって許される。卑ひ怯きようという言葉は存在しない」

　手をこまねいて見ているだけでは、決して手に入らないものなのだ。

「というわけだから、お姉ちゃんに任せておきなさい。ユメちゃんは料理の経験ってある？」

「当然。女の子としての必須スキルだし。ただまあ……得意って言えるほどでもないと思うんで、ちゃんと教えてほしいかなあ」

　パリーンッパリーンッ。

「おいおい、お前、魔王だよな。魔族の王で一番偉いんだろ？　料理なんてやったことあるのか？」

「もちろん。まあ、さっきも言ったけど、普通に作れるってレベルでしかないけどね」

　バリバリバリバリバリバリバリイイイイイ─────────ンッ。

「……えーっと、ミアさん？　先ほどから床に皿叩たたき付けてるのはどのような意思表示なのですか？」

　流し場で皿を洗っていたミアの手元から立て続けに聞こえてくる不穏な音に、俺は顔を引きつらせながら振り返った。












「いえ……その、ちょっと気がついてほしいといいますか、思いとどまってほしいといいますか、そんな願いと願望と夢と希望と悲しみの込められた行動で……」

「ミア、お皿だってタダじゃないんだから、そんなことしたら勿もつ体たいないよ。それに、破片でケガでもしたらどうするの」

「ああ……私の願いと願望と夢と希望と悲しみはまったく伝わっておりません……」

「…………一つ聞くが、ユメの行う料理というのは危険なのか……？」

「あれは……一つの奇跡です。あらゆる世界でただ一人、ユメさまだけが与えられた奇跡……ま、まあ、ご安心下さい。ユメさまの仰おつしやった通り、料理スキルはきっちり会え得とくしています。手際だけを見るなら、得意、と言ってしまっていいものかと」

　無む理り矢や理りに作った笑顔で、そう答えるミア。だが、すぐに視線を逸そらし、顔を伏せてしまう。

「なのになぜ……………………？」

「いや、知らないから。だから俺に聞かないでくれっ。むしろ心配になってきたんですけども!?」

　得意なんだよな？　ミア今そう言ったよな？　それなのになんだそのハテナマーク!!

「姉さん……頼んだぞ」

　これはもう、我が姉の目と力を信じるしかあるまい。俺達たちの命を守るため、何なに卒とぞ頼む。姉さんも俺と同じ、まさに命いのち懸がけの視線を返しながら、神妙に頷うなずいてくれる。

「あのぉ……その態度さ、さすがに傷つくと思わない？　ちょっとくらいはボクを信じてくれてもいいと思うんだけどさあ。命を懸けて戦い合った仲だよね？」

「いや、信じてはみたいんだぞ。少なくとも、信じていい相手だとは思ってる。だがこれに関してはなあ……」

　視線を横へとずらしてみれば、今にも泣き出しそうな表情で俺を心配するミアの姿。

「あのですよ、あの、あ・の！　ミアがこうまで俺を心配する。それがどれほど一大事なのかといえば、お前もきっと理解してくれるはずだ。悲しいけど」

「ううう……確かに、それを言われると仕方無く思えちゃう」

「いや、あっさり認めるなよ。これからお前の作る料理、食うの俺らなんだからな」

「ま、まあ、とりあえずは何か作ってみようか、ユメちゃん。それで見返してあげればいいし」

「そうだね。よーし、勇者レイル！　その挑戦、魔王ユメとして確かに受けたっ。その首洗って待ってなさいっ」

「き、危険ですレイルさまっ。こんな勝ち目のない戦い!!」

「……料理って、いつからそんな恐ろしい真剣勝負になったんだろうな……」







「お待たせしましたー♪」

　それからおよそ一時間ほど。満面の笑顔と共にキッチンから出てきたユメ。きちんとテーブルに着いている俺達たちの前に並べられたパンケーキは、実に綺き麗れいな狐きつね色いろに焼かれ、甘い香りを漂わせている。

「は？　なんだ、まったく問題ないじゃないか……」

　正直生きた心地がしなかったが、これはミアに一杯食わされたか、もしくはユメが知らないうちに上達していた？

　そっとミアの方へと視線を向ければ、すべての感情を拒絶したかのような無表情がそこにはあった。

「ユメちゃん、中々優秀よ。手際もいいし、手慣れてる感じ。全然問題なし」

　そう言う姉さんの笑顔から、お世辞や冗談は感じられない。なるほど、やっぱりミアの予想以上にユメの上達が凄すごかったってことか。

「どう、レイル。魔王としてでなく、女の子としてのボクに少しは感心したんじゃないかな」

「いや、正直ちょっと驚いてる。ユメって本当に料理できるんだな」

　俺の素直な感想に、ユメはふふん、と胸を張った。そういうポーズをユメはあまりやらない方がいいんじゃないかと思うが……まあ微笑ほほえましいからいいか。

「まあ、これでも魔王である前に一応女の子ですからねえ。レパートリーはまだまだ少ないけど……ってミア？　なんで少しずつ遠ざかるの？」

「いえ……遠ざかってなんていませんよ……」

「座ってる椅い子すごとミリ単位で離れていくとか、すっごい器用だよね？　どこかの手品じゃあるまいし……」

　その無表情な仮面に大量の縦線を描きながら、ミアは少しずつテーブルから離れていっていた。部屋の出口へと向かって。椅子ごと、音も立てずに。

「……ミア、ひょっとしてなんだが……過去のユメが行ったのは、実は料理ではなくなんらかの魔法薬の実験だった、なんていうことはないだろうな？」

「…………………ワタシノシルカギリ、リョウリデシタヨ…………」

「みあああああっ、なんでそこでかたことなのおおおおおおおっ!!」

「胸を張ってオススメできないからです！」

　ユメの絶叫にその鉄面皮を崩したミアが、勢いよく立ち上がる。

「そこ、胸張って否定しないでよっ」

「で、でもね、ミアちゃん。私ちゃんと見てたけど、ユメちゃん普通に作ってたわよ。材料間違えるとか、分量無視するとかいうこともなくね」

「アリナだけがボクの味方ですっ」

「そ、そうだな……姉さんも認めてるくらいなんだし、ミアの知ってるユメとは別人レベルで成長したと……」

「上う手まいとか下手とかおいしいとかマズいとか、そういう次元ではありませんっ」

　そんな俺を立ち止まらせるのは、ミアらしからぬ強い否定。

「レイル……」

　うわぁ、ユメのあの目、あの顔、間違いない。そこまでボクを信用できないならここまでだ、って脅きよう迫はくモード入ってやがる。さすが魔王、容よう赦しやねえ！

　だが、そうだな。頑張ったユメを、食べもしないでダメだと決めつけたらきっと傷つく。それは人としてダメな行為だ。そしてそこから家庭崩壊は始まって……。

「ああ、ダメだ。きっとユメはそのまま見知らぬおじさん達たちに身体からだを売って、いつしか夜の蝶ちようとか呼ばれて変な組織作ってその資金を使って王国転てん覆ぷくとか企たくらんじゃうんだ……」

「あのー、もしもーし？　何言ってるのかよくわからないけど、ボク既に魔王で、いくつかの国に魔王軍送って王国転覆とか企みかけてましたよー？」

「レイルって昔から、時々すっごい変な方向への想像力働かすのよー。うふふ、凄すごいでしょ。想像力豊かな男の子って可愛かわいいわよね」

「ああ、うん。そんなアリナの将来がボクはとっても不安です。ていうか、もう終わってる気もしちゃってます」

「とりあえずレイルさま。それ以上進むのでしたら、覚悟の上で選んでください……」

　……そうだな……ここで俺が選ぶべきは愛いとしき人への媚こびじゃない。誰も傷つけることのない勇者としての道だ。決して脅迫に屈したわけじゃないぞ。

「……ありがとうミア。心配してくれるお前の気持ち、確かに受け取った。だが俺は、頑張ってくれたユメの想おもいも受け止めたい……分かってくれるか……」

　俺はミアの肩を両手で軽く掴つかみ、その思いを素直に伝える。ミアが一瞬、いいこと思いついちゃった、的な笑みを浮かべたようにも思えるけど、きっと気のせいだろう。

「……分かりました。そこまで言うのでしたらレイルさま、賭かけをしましょう。もしレイルさまが笑顔でユメさまの家族サービスをすべて食べることが出来たのなら私の負け。出来なければ私の勝ち」

「ねえ、ユメちゃん。レイルの想いを分かりすぎて賭けにもっていったわよ、このお嬢さん……」

「実はその、先ほど街を歩いていた時に少々好みの服を見かけてしまいまして……どうするか悩んでいたんです」

「……ちなみにだ、そこまで言い切る賭けを持ち込むということは、相当な自信があると見た。それに乗せようっていうんだから、当然ミアもそれなりの賭かけ金は用意してくれるんだろうな」

「そうですね、えーと……肩たたき券10回分、とかいかがですか。日頃お疲れのレイルさまを優しく癒いやして……」

　すると、そこへユメが口を挟んだ。

「はい、却下ぁっ！　ボクのプライドが懸かかってる勝負だからね、これは。それ相応のものを、ミアにも賭けてもらわないと、ボクの繊せん細さいな心が納得いきませーんっ」

「うぐっ、ここでまさかのユメさま敵対……し、仕方ありません。でしたらユメさまに選んでいただく……」

「パンツ。今穿はいてる奴やつ」

　あまりに冷め切ったユメの言葉に、室内の空気が一瞬で冷たく固まった。

「ま、待って下さいユメさまっ。そ、そういうものはさすがに」

「ミアが欲しいのも洋服。賭けるものも服。どこに問題が？」

「こ、これは下着であって服というにはっ」

「いいだろう……その賭け乗ろうじゃないか……」

　俺は、ゴゴゴゴという威圧的擬音すら発しながら、ゆらりと椅い子すから立ち上がった。

　ああ、今日はなんという素晴らしい日か。どれだけ夢に見ようとも、理性という鍵かぎの前には決して手に入らない宝物が、向こうの方から飛び込んでくるなんて。

　レイルさまもうガマン限界。

「ちなみに、俺はただの布に興味はないぞ。下着というものは麗しき女性がその身につけることで、初めてその存在理由を得る。中身がなければただの布。そんなものに価値など俺は認めない!!」

「うん、ボクも激しく同意だよ。中身のない布っきれなんて、誰も食べずに腐った食料と同じ!!」

「誰かこの勇者と魔王止めてくださいいいいいっ」

「無理よミアちゃん。レイルは自分が欲しいと思ったものは本当に諦あきらめないの。そんな不ふ撓とう不ふ屈くつの精神を持った、正真正銘の勇者なのよ!!」

「女性の下着を諦めずに求め続ける勇者とかおかしくありませんかアリナさん!?」

「あのレイルが、下着を求めるくらいに女の子に興味を持ってくれるだなんて……お姉ちゃん、すっごく嬉うれしいっ。いいわ、頑張りなさいレイル!!　そして必ず手にいれて、クンカクンカとかスーハースーハーとかしちゃうのよっ!!」

「分かってたけどダメですこの姉!!　し、四し面めん楚そ歌か……だ、誰か助けて下さる方は……」

　あわあわと真っ赤になりながら室内を見回すミア。けれど誰がどれだけどう見ようとも、すでにその部屋に味方はいない。助けてくれるような存在は、もはやどこにもいはしない。

　だが俺と目が合うと、見つけた、とばかりにミアがその穏やかな笑顔を輝かせる。

　次の瞬間、その表情は赤く染まり、潤んだ瞳ひとみが上目遣いで俺を見上げていた。

「レイルさま……わ、私、さすがにその……無理、ですっ。ですから、せめてその……み、見せるだけでは……ダメ、ですか……？」

　あ、うん、確かにそうだね。ミアには無理だよね。ていうか、恥じらいマックスの表情がいつも以上にかあいい……。

「レイルのあの顔、頭の中で今とんでもない計算してるわね……なんていう判断力なの、ミアちゃん。まさかレイル自身を納得させて味方に落としこもうだなんてっ」

「そうだな……さすがにそこまで求めては、俺は男としても勇者としても失格だろう……」

「あのね、レイル。ボク思うんだけど、パンツ求めた時点で勇者として失格だからね」

「ミア自身がスカートをめくって見せてくれるというわけだなそれならば納得だ！」

「ち、ちょっと待って下さいっ。さ、ささささすがにそれは私の羞しゆう恥ち心しんがオーバーヒートで大爆発っ……」

「さすがレイルよねっ。男らしさにお姉ちゃん惚ほれ直しちゃったっ」

「ああ、アリナはもう手遅れなんだね。レイル……分かってる？　今すっごくポイント下落中だよ。まさしく崖がけから身投げで一直線ってレベルで……」

「分かってるさ……ああ、悔しくて涙が止まらないくらいにすっごく分かってるんだが、それでも止めるわけにはいかないんだよ、この賭かけだけは！　だって俺、男の子だからさあ!!」

「そもそもさあ、そんな賭けに使われるボクの料理っていったい……」

「そ、そうでした……これはあくまでも賭け。それもユメさまの作ったデザートによる……でしたら何も問題ありませんね。ふう……私の乙女心がどうなってしまうものかと。ユメさま、ありがとうございます……」

「何かおかしくない、そのセリフ!?」

　心からの安あん堵どの表情を見せるミアに、さすがのユメが膝ひざから崩れ落ちた。

「えっと、姉さんの監修有り、だよな？」

「ええ。材料選びから最後の完成までちゃんと。この目でキッチリと見届けたわ」

　さすがにそれでどうなるってことはありえないだろう。たまに、何も考えずに感覚で作って大失敗するってのは聞くことあるが。

「よし。だったらば俺は、勝利後の幸せを胸に、ひたすらに食うべし！　ユメよっ。お前の手料理、この俺が確かにおいしくいただくぞおっ!!」

　その綺き麗れいに焼かれたパンケーキへとフォークを向ける。切る。そして蜂はち蜜みつをかけ、口へと運び入れる！

　俺が子供の頃から姉さんがデザート代わりとしてよく作ってくれたケーキ。おかげで俺は甘い物好きだ。その滑らかな舌触りから広がる甘あま味みを期待し、俺は、味わう。

　瞬間、俺の笑顔が固まった。

「──ふふ♪」

　同時に、ミアが笑顔で頷うなずいた。まさしく勝ちを確信した笑顔で。

　あれ？　これ、デザートだよな。甘さに女の子達たちの頬ほおが自然と緩むデザートのケーキ、だよな？　蜂はち蜜みつもしっかりかけたよな？

　なぜ、辛くて苦くてしょっぱい!?

　甘い、という成分がなぜない!?

　汗が……自然と流れ出す。

　確かに食えなくはない、かもしれない。食えなくはない……だがなんだこの味は。外見が外見なだけに、脳が実際の舌に伝わる味わいを拒絶しようと必死になっている。

　本来の味を知っているからこそ、俺の脳が困惑している。

　脳が俺に、やめてくれ、これ以上はもう勘弁してくれと泣き叫んでいるっ。

「う、あ……ああああああ……」

　外見がもたらす情報と、舌がもたらす情報の差異。それが、俺の精神そのものを蝕むしばんでいくようだ。苦しい……辛い……心が引き裂さかれるようなこの痛みはいったい……。

　これが……これが、ミアがあれほどまでに求めた賭かけの正体かっ。外見も香りも完かん璧ぺきなのに……なんて、なんて恐ろしい！

　やめろ、これ以上進むな。俺の深層心理が叫んでいる。たかが下着一枚見られるだけ。どうする……どうする俺……。

「ど、どうかな、レイルっ」

　だが、脂汗をかきながら固まる俺へと向けられた、期待に満ちたその声。一生懸命作った料理、その結果を求めて目を輝かせる一人の少女。

　そこにいるのは人類の敵、魔王ではなかった。ただ一人の少女が、真まっ直すぐに俺を見つめている。

　そう、だ……そうだな。俺は……俺は男なんだっ！

　人である前に、勇者である前に、俺は男で……目の前にいるのは小さな女の子。

　たとえ偽の家族であろうとも協力関係であろうとも、俺は男として応こたえなければならない！　女を泣かせる男とか、それこそ言語道断っ！

「ユ、ユメ……」

「う、うんっ」

　どんな感想が飛び出すか、ユメが期待に満ちた輝く瞳ひとみで俺を見上げる。もちろん俺は笑顔でサムズアップ。この際、顔色は考慮しない。

　笑えてるよな、俺、今笑ってるよな？　自分がどんな顔してるか分からないが、きっと笑えてるはずだっ。震える手を握りしめ、親指を立てろ。これこそ最高って顔を、態度を作れっ。

「な、なかなか……いけるじゃないか……」

　ユメの表情が喜色に満ちるのを確認し、俺は残りを一気に食す。あ、なんか凄すごいこれ。視覚と味覚が脳みそ内で激しく争ってるわ。例えるならそう……冷たい炎に焼かれて、熱くないのに焼死する感じ？

「愛情とは、最高の調味料、なり……」

　尋じん常じようでない震えが身体からだの奥底から湧わき起こってるんだが、きっと大丈夫だ、うん。そう思い込んでおこう。

「まさか……本当に笑顔で完食……」

　呟つぶやくようなミアの言葉は、まさに絶句。呆ぼう然ぜんと俺を見つめ、やがてその場に膝ひざから崩れ落ちた。

「完敗です……その男としての気概と女に対する愛情、素直に認めましょう。これほどの完かん璧ぺきな敗北となれば、むしろすがすがしいくらいです、レイルさま。愛のために自らの五感をも偽れる……心の底から感服しました」

「ふふーん。これでボクの料理の腕は実証されたね、ミア」

「……ソウデスネ」

「……ソウダナ」

「……ソウナノカシラ」

　ミア、俺、姉さんの三人による褒め（てない）言葉に、ユメはしてやったりと胸を張った。

「それじゃあ、刑けい罰ばつ執しつ行こう、いってみよっか、ミア♪」

「あ、ああああのミアさま？　この世界には慈じ悲ひという素晴らしいお言葉が……」

「ねーよ」

　まさしく無む慈じ悲ひなユメの一言がミアを一刀のもとバッサりいった。そして諦あきらめたのか、ミアはぐぬぬと涙を浮かべながら、力なく立ち上がる。

「その……ちょっと部屋で覚悟を決めてきてよろしいでしょうか」

「ダメ。そうしたらミア、ショーツの上に何か穿はいてごまかすつもりでしょ」

「ゆ、ユメさま酷ひどいっ。私の逃げ道を塞ふさがないで下さいっ」

「ボクの乙女心を賭かけの対象にしといて何言ってるかなあ、この娘はっ」

　違った。この娘さんは未いまだに諦めてはいなかったようである。

「ところでだ、ミア」

「は、はいっ。や、やっぱり無しでいいですよね!?　男性に見せるとかいかがわしいですものねっ。えっちなことはいけませんよね、道徳的にっ」

「ちょっとでいいから、お触りはありだろうか……」

「あるわけないですっ。もっとやばくしてどうするんですかぁっ。レッツ道徳！　ノー背徳!!」

　誰か助けてぇ、と床にぺたんと座り込むミア。だがこの時点で勝敗は既に決していた。

　一応家族という間での愉快な催し物だったとはいえ、俺こそある意味命を賭かけたのだ。いや、どちらかといえば精神か？　ここで甘やかすのは勇者として間違いであろう。わくわく。

「おらー、姉ちゃん脱げ脱げー。早く見せろー」

　ちなみに、主の方は俺の隣で完全オヤジ化していた。地系魔法でお立ち台を作った上に、光魔法で照明まで完備するほどの熱のいれよう。

　なお姉さんは更に隣で、

「ミアちゃんほどの美少女が恥じらいながら見せてくれちゃうって凄すごいわよねっ。お姉ちゃん、ちょっと新しい扉開けちゃうかもっ」

　なんて鼻息荒くしているが、できればその扉はキッチリ鍵かぎをかけておいてほしい。

「あ、でもね、レイルへの家族愛のが絶対的に上よ。それは越えられない壁なのっ。そこはちゃんと信じてねレイルっ」

　できればこっちは鍵をかけた上で魔法で封印してほしい。

「い、致し方ありません……で、ですが、本当にちょびっとですよっ。少しだけっ」

「あ、めくり上げたらそこで三分停止ね、ミア♪」

　ユメよ、お前は本当にとどめを差すなあ……後でお小遣いをやろう。

「うぐぬぬぬぅ……ま、魔王側近に二言はありませんっ。ど、どうぞっ」

　そんな意気込みとは正反対に、ゆっくりと、それはもう本当に覚悟未いまだ定まらずといった感じで引き上げられていくスカート。足首近くまであるロングスカートが徐々に短くなっていくその光景は、それはもう瞬き一つ許されない。

　そこから先、俺の視界に映し出された純白とレースの桃とう源げん郷きよう。その光景を忘れることは永遠にないだろう。

　やばい……真面目まじめに可愛かわいくてエロい……。

「恥じらいに満ちた表情。モジモジと擦り合わされる白い太もも。きゅっ、とスカートの裾すそを握りしめる白魚のごとき指先。それは正に神話に語られる女神もかくやっ」

「じ、実況中継は禁止ですっ！」

「や、やっぱりお触りは……」

「なしったらなしですっ。触ったらレイルさまのもいでちょん切って切り落として踏みつぶしますよっ!!」

　くっ……あの太ももをさすりさすりしたかったが、これからの人生を考えれば、我が息子の存在を失うわけにはいかん。映像だけで満足しておこう。












　なお、大変満足しまくった俺は、ミアが欲しがっていた洋服をプレゼントするという約束もちゃんとしておいた。

　女の子に対するフォローは大事である。

　ちなみにミアは、それから部屋に閉じこもって夜まで出てきてくれませんでした。







「えっと……それはまた、ご愁傷様？　それともおめでとう？」

　夕食後のお茶を飲みつつ、ユメのケーキとの激闘を聞いてアーディが苦笑する。

「もちろん、後者だ」

　深夜のリビング。丸一日をかけてあのパンケーキの地獄から立ち直った俺は、帰ってきたアーディとワインを片手に話していた。

　正直、あのパンケーキに関しては、いったいなんなんだと問い詰めたくもある。姉さんの監修のもとで何をどうやったら、あんな味になるのか。いや、どうやったらパンケーキの材料とパンケーキの作り方で、正反対の味になる？　あんなに辛くて苦い味が、パンケーキの材料のどこにあるっ。

　調理中に物質変換の大魔法でも使って、まったく別の品を作り上げたんじゃないのかと聞きたくもなるが、食い切った時のユメの顔が、それはもう嬉うれしそうでなあ……。

「あのがんばりを否定する言葉など、男として言ってはいけないのですっ。美少女の笑顔は曇らせてはいけないっ」

「ユメちゃん、確かに可愛かわいいけど魔王だよ？」

「魔王だが、美少女だ」

「なんていうか、レイルらしいなあ。でもまあ、それだけの価値はあったんでしょ、その後に」

「ああ……男に生まれてきて良かったと、心の底から感動した」

　もっとも、ユメの料理を食い切った点と、自らスカートめくらせてガン見した点。この二つでミアの俺への好感度がどっちに転がったのかは怖くてまったく確認できないけどな。

　普通なら十中八九崖がけ下した急降下なんだが、ミアはユメが関かかわると結構予想外のところにいく。

　だが後悔はない。俺の心は満たされに満たされまくっている。

「ユメちゃんの料理かあ……興味はあるけど、ちょっと怖いねえ……」

　ちなみに、次はお前の番だから安心してくれアーディ。心をこめて作ってくれるはずだぞ。逃げ道塞ふさぐまで教えないけどな。

　俺はユメとの約束のため、たとえ監禁して鎖で拘束してでもお前に食わせてみせる。ほら、経験を語り合える仲間って大切だろ。

　ちなみに、教育プログラム第二弾としては間違いなく失敗だろう。

「で、だ。ハッキリ聞くが、お前的にユメはどうだ？　今更だけどさ、あいつの気持ちくらい分かってるんだろ？」

「それはまあ、ね。あの魔王城の戦いの時も、なんだか尊敬するようなまなざしを向けられてたし……」

「ユメがあの子にまったく似てないのは認める。その上でどうだ？」

「はあ……意地が悪いなあ、レイルは。僕が受け止められるわけないだろう。もう、いるんだから。それをハッキリと伝えてあげれば、それで綺き麗れいに終わるのに」

「いやぁ、別に問題ないだろ。お前が受け止めればいいだけだし。嫌だっていうなら、受け止めさせたくなるような女にあいつがなればいい。素質は充分あると思うしな」

「……僕はさ、そういうのに思い切り不器用なんだよ」

「だな。けどまあ、俺としてはユメのことを自分でも思っていた以上に好意的に見てるっぽいんでな、あいつを応援してやりたい」

「……そりゃあね、僕も嫌いじゃないよ。けれど一人の女性というより妹……そこが精一杯かな。そもそもさ、僕とユメちゃんのことより、レイルはどうなわけ？　ミアちゃん」

「おう、当然大好きだ。向こうがどうかは分からんが」

「本当にストレートだね……」

「俺もこういうのは初めてだし、どうしたらいいかさっぱり分からん。だからまあ、とことん真まっ直すぐ本音でいこうかと」

「そっか。頑張ってね。親友として仲間として、本当に応援するよ。もちろん協力も。もう、魔王の側近だとかそういうの、まったく関係無いと思うし」

「よし、言ったな？　協力するって言ったな？　言げん質ちとったぞ、ひゃっほう」

「え？　あの、レイル？　君がそういう顔する時って、絶対まともなこと考えてない、よね……？」

「安心しろ。まともな考えだ。ダブルデートするから付き合え」

「…………あんまりまともじゃないよね、それ……」

　ニヤリと笑う俺を見て、アーディは困ったようにその笑みを固まらせた。





　　　　◆　◆　◆






　リビングにてレイルとアーディがまともでない会話を始めた頃、ミアの部屋ではユメによるまともでない会話が始まっていた。

「デート、ですか、アーディさまと？　いえ、ユメさまがアーディさまに魂すらも捧ささげて飼い犬状態なのは当然分かってますが」

「うぐっ。な、なんで分かってるの!?　さてはレイルだな、あやつめ乙女の秘密を……」

「……普段のユメさまの態度からしてバレバレ、といいますか、むしろ届いて私の想おもい♪　な状態かと。あれでバレてないと思ってたなら、さすがに世の中嘗なめすぎでしょう。ふざけんな」

　じろり、と本気の睨にらみを受けたユメが、ひいっ、と一歩下がる。だが、涙目になりながらも負けないユメは強い子だった。

「だ、だったらいいよね、協力してくれてもっ。ボクの気持ち分かってるわけだしっ」

「ちっ、藪やぶ蛇へびでしたか……」

「さ、さすがにさ、アーディって真面目まじめだし、そもそも正面からデートしようなんてボク言えないしっ、きゃっ♪」

「なにかわいこぶりっこして恥じらってるんですか、この魔王……」

「……ミアが冷たいよぉ……」

　両目をうるうるさせながらあごのあたりに両りよう拳こぶしをあてて見上げるユメに、ミアは彼女の側近となってから最大レベルの『イラッ』を感じた。

「そーれーでー、ユメさまは私に何をしろと仰おつしやるわけですか？」

　心の中ではピコンピコンと警戒音が激しく鳴り響いている。だがそれでも聞かないわけにはいかない。ミアは魔王ユメの側近なのだ。どんなにムカッときてもイラッときても、ウザイと思っても彼女は大切な主君なのだから。

「あのね、考えたんだ。正面から言えないのなら、横から言えばいいって！　つまり、ボクとアーディのデートを直接頼むんじゃなくて、レイルとミアのデートにのせてもらえばいいって！　ダブルデートですよ、ミア！」

「少しの間お暇ひまをいただきます」

　ミアは、彼女が主君でなくていいかなほんと、と本気で思った。

「えええええっ、なんで!?　協力してよ！　魔王さまの命令だよ!?」

「はぁ……つまり、私がレイルさまとデートをしたいけれど恥ずかしくて誘えないから、ユメさまとアーディさまへの援護をしたいのでお二人とのダブルデート、というフリをしてレイルさまを誘え、……そういうことですよね……？」

「そうそう。さっすがミア、完かん璧ぺきっ」

　満面の笑みのユメに、ミアは溜ため息いきとともに頭に手をやりながら項垂うなだれた。

「そこに私を巻き込まないで下さい……それ、私がレイルさまを好きなことが前提の計画ですよね……」

「あれ、嫌いなの？　一緒にお布団で……」

「でーすーかーらー!!　あれは違いますっ　たまたまです！　気の迷いです!!」

「えーと……ミア、ひょっとしてレイルのこと嫌い？」

「嫌いとか好きとか以前です。少なくとも、私は彼のことをほとんど知りませんし……」

「んー、でもミアってさ、結構レイルのこと気にしてるよね」

「あの、気にすると言いましても、いいものと悪いものがあるわけで……」

「後者じゃないよね」

「それはその……ですが、白か黒かしかないわけでもなくですねえ……」

「悪くないなら、とりあえず切り捨てる必要は無いと思うんだけどなあ」

「あううう……だ、大体私、デートなんて一度もしたことありませんし……ついこの前、初めての握手を奪われてしまったばかりで」

「いやあの、この前も思ったけど、ファーストハンドとか初めて聞いたんですけど……」

「い、いいじゃないですか。私は清純派なんです。身持ちが堅いんです。生涯ただ一人のどなたかに尽くす健けな気げな美少女なんですっ」

　真っ赤になって両手をブンブン振り回すミアの姿が子供みたいで、ユメの口元が自然とほころぶ。そして微笑ほほえんだまま、ユメは言った。

「アーディのね、ボクに対する気持ちがどんなものなのか知りたいんだ」

　アーディは優しい、そして裏切らない。それに関しては今までの戦いや生活で充分に分かった。けれど、だからこそ知りたい。

　その優しさは、誰にでもなのか、それとも限られた人に対してなのか。

「ボクは魔族で魔王で、アーディは人間。その絶対の壁を、アーディは越えてくれるのか……それがどうしても知りたい」

　それは、あの魔王城前での戦いの時からずっと抱いていた不安であり疑問。もし、アーディがそれを越えられない人間だったとしたら……。

　そんな陰のある笑顔を浮かべるユメに、ミアは自分の敗北を悟る。こんな顔をしているユメを放置できるようなら、魔王の側近はつとまらない。

　自覚している。自分はユメコンプレックス──ユメコンなのだ！

「あーもう、分かりました！　レイルさまに甘えてねだって勝ち取ってくればいいんですよね、ユメさまとアーディさまとのデートを!!」

「そう、その通りっ。でもボクとアーディだけだと恥ずかしいから、そのためにミアとレイルのデートもよろしく！　むしろそっちがメインのフリで！」

　途端に春満開の笑顔へと変わるユメ。この単純さこそがユメである以上、ミアは苦笑しか浮かべられなかった。

「あ、ちなみに、レイルはとっくに越えてるよ？　壁」

「……無意味な情報ありがとうございます」

　ニンマリ笑いと共に与えられた情報を、ミアはなぜかちょっぴり嬉うれしく感じた。





３：頑張る乙女達たち




　もう深夜と言っていい時間。眠れずにぼんやりと窓の外を眺めていたところで、不意に聞こえたノックの音が俺の意識を呼び戻した。

「レイルさま……よろしいでしょうか」

　ミアの声だ。俺は迷うことなく了承の答えを返す。

　音を立てずに扉が開き、私服姿のミアが入ってきた。

「こんな遅くに申し訳ありません……その、お話が……」

「なんだ、てっきりネグリジェ姿だと思ったのに……ああ、なるほど。俺に脱がせる楽しみを残してくれたんだな」

「……何をどういうつもりで考えたらそんな結論が出てくるのですか？」

「こんな時間に男の部屋をうら若き美少女が一人で訪問。そりゃもう、心の扉を開いて私の身も心も全部食べて下さいぃ、しかないだろ」

「竜の谷に配置してある黒竜を紹介しましょう。レイルさまの身も心も綺き麗れいさっぱり食べてくれますよ。しっかり躾しつけてありますからそれはもう、骨も残さず」

「ミアにだったら食べられてもいいんだがなあ」

　その手をとって頬ほおずりすれば、それはもう生ゴミを見るかのような視線を突き刺された。

「まあ、限りなく本気に近い冗談はここまでにしてだ。丁度眠れなかったところだからな、構わないさ。ただまあ、若い男の部屋をこんな時間に訪れるということはだ、そういうことを期待されても女性は文句を言えないぞ」

「う……は、話を聞いていただくのにそれがどうしても必要だというなら、そ、そういう行為も、あの……う、ううう、受け入れ……」

　真っ赤になり、ほとんど涙目で言葉にしようとするミア。あー、うん。分かっちゃいました。この、嫌だけどやらねばならない的反応、ユメの差し金か。

「悪い、冗談……とは言えないな。男が期待するのは間違いないし。だけど、女の子の願いを聞くのに利用する気はないから安心してくれ」

　俺の言葉に、ミアはちょっと驚きつつも、心から安あん堵どしたように息を吐いた。

「それで、そんな思い詰めた顔で何を頼みに来たんだ？」

「……その、デートを、していただけないかと……」

　そこまで言って、ミアは言い淀よどんでしまう。恐らくはその裏に、さらに頼みにくい何かがあるんだろう。なんとなく見当はつく。

　というか、俺と同じこと考えてやがったのか、あのちびっ子魔王。

「なるほど。俺とミアのデートを餌えさに、アーディをダブルデートに誘え、と」

　俺から言ってやると、ミアは驚いたように顔を上げた。

「ま、あいつの普段の行動からすれば予想はつく。自分で言ってこずにミアを使うところがあいつだなあ」

　積極的で行動力もあるくせに、変なところでヘタレ成分持っておられるからな。

「仕方ありません。私はユメさまの側近ですから。それでその、デートに関してなのですが……」

　期待を込めて俺を見上げるミア。いやまあ、既にアーディには打診して、半ば強引に許可を取り付けているんだが……それをあっさり言うのもちょっと癪しやくだな。いや、ミアはともかくユメに対して。

「あの、うぬぼれるつもりはありませんが、レイルさま的にも私とのデートには興味がおありではないかと思うのですが……決して損にはならないと思うのですけれど、いかがでしょう……？」

　恐る恐る、俺の反応を確かめるように聞いてくるミア。

「確かに損にはならないな。けどさ、つまりはユメの願望を叶かなえるための餌えさになれってことだろ。俺としては、ミアと二人きりになれないダブルデートって時点であまり嬉うれしくないんだよなあ。むしろさ、俺の期待を裏切ってるわけで」

　その先の反応を見てみたくて、俺はわざとつまらなそうに言った。

「た、確かにそうかもしれません。で、でしたらその……うぐぐ、ユメさま本当にこんなことを……しないわけいきませんよねぇ、あーもうっ……そ、そう言われることも予想して、そのお礼も用意しましたっ。お、お礼はその……」

　ミアは、言うが早いか前まえ屈かがみになってスカートの中に両手を入れる。

「これで……」

　足に沿って下ろされる両腕と、やがてその中から現れた薄桃色の丸まった布。それが何かは……いや、ここでは言うまい。さすがの俺にも、ミアをこれ以上辱めることはできん。それだけの覚悟を持ってきたということなんだろうけれど……。

「ミアさん？　ほ、本気で言ってますか……？」

　あまりに予想外のお礼に、俺の方が焦ってしまう。

「本気でなくてこんな恥ずかしいもの差し出せますかっ!!」

　限界寸前の羞しゆう恥ちに堪こらえつつ、ミアはほんのり温かいそれを強引に俺に握らせると、スカートを両手でしっかり抑え込む。

　手の中にある温ぬくもりが、それはもう幸せそのものなんだが、同時に少々恥ずかしくもある。これ、第三者が見たらどう思う光景なんだろうか。

　あれ、今の俺って脱ぎ立て下着を手にしたスーパー勇者？　第三者視点だとやばくないか？

「な、なあ、いくらユメの命令だとしても、さすがにここまでする必要は……」

「ありますっ。今のユメさまはアーディさまに本気です。そして、その距離を本気でつめたいと思っている。だったら、側近としていかなる手段を使おうとも、それを望まれただけ叶かなえる義務がありますっ」

　その言葉に、俺の中の興奮は一瞬で霧む散さんした。

　このミアのくれた宝物は確かに嬉うれしい。一生の家宝として大切にしよう。だけどさ、こういうものを渡さないと、願いを聞いてもらえないと思われてたってことなんだよなあ……正直ショックだ。なら受け取るな、と言われるかもしれないが、男の子なんで仕方無いんです。

「はあ……こんなの渡してくるとか、さすがに少しさ、落ち込んだぞ」

　そんなミアの態度に、俺は本気で肩を落とした。

「え？」

「俺だってさ、俺なりにではあるけどユメのことを大事に思ってる。本気で戦って、短いけれど一緒の家で過ごして、多少はあいつのことを理解した。そこまで意気込まなくたって、嫌だなんて言わないさ」

　初めて戦ったあの時から、八や百お長ちようバトル十数回に、共同生活を始めてからの日々──まあ、そんなに長い期間が経たったわけじゃない。けれども、本当の命のやりとりをした相手だからこそ、その本当の姿を僅わずかとはいえ分かっている。

　もう少しだけでもいいから、信頼していて欲しかった、と落胆しても許してもらえるんじゃないだろうか。

　いくらなんでも、こんなお礼を渡さないとダメだ、なんて思われてるのはなあ……。

「レイルさま……」

「そもそもさ、ミアが言った通りだろ。ミアとのデートが出来て、あいつとの協力にもなる。俺の損なんて一つもない」

　ちょっと腕を組んでくれるだとか、デート中にその膨らみを押し当てちゃうだとか、当日の手作り弁当だとか、そんな感じのお礼で充分俺は満足できる。

　こんな、身体からだを捧ささげるみたいなものでなくてよかったんだ。

「とりあえず、当日の行動について詳しく話した方がよさそうだな」

　俺は言うと、笑顔で頷うなずいた。

「レイルさま……で、でしたら、それ、返してもらっても……」

「絶対返しません。墓まで持っていきます」

「かっこいいのか、悪いのか、お願いですからハッキリしてくださいレイルさま……それと、そんなものを一緒に棺かん桶おけに入れる葬儀なんて、私参列したくありませんよっ」

　分かってほしい。男として絶対に手放してはいけないものが、生きていく上で必ずあるんだ。
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　そうして、あれよあれよと日が過ぎ、デート当日の朝。やはり日頃の行いというものは大切だろう。見事な快晴だ。

　アーディの方も、騎士団がらみで忙しいかも、なんていう言葉を聞き出したので、陛下へと最速の早馬使って至急連絡。半ば強引にアーディの休みを奪い取った。

　上司から突然送られてきた指令書には、震える字で一文。いいから俺の将来のために休んでくれ、とあったらしい。

　さすがは勇者の直じき訴そ。効果は抜ばつ群ぐんだ。いったいどんな指示を出したのか正直聞くのが怖いんだが、今回ばかりは大目に見てもらおう。

　なんといってもユメとアーディの将来と、俺が墓場まで持っていくと決めた宝がかかっている。

　アーディの予定がとれれば、本人の協力は既に取り付けてあるわけだから問題無い。

　ユメとアーディに、俺とミア。二つのカップルによるダブルデートが、本日開催される。

　もっとも、俺とミアにとっては少々毛色の違ったデートになるのだが。

　すなわち『ユメちゃんアーディくんの幸せカップル覗のぞき見デート!!』

　まあ、タイトルそのままである。

　本来なら、俺にとっても正式には初めてのミアとのデート。この前のユメ込みはあいつの練習だから却下する。彼女と共に街を見て回り、少しずつ距離を近づけながら二人の空気を楽しんでいきたい、そう思っていた。

　最初に予定していたダブルデートは、あくまでもデートをするための理由付けのつもりでしかなく、途中ではぐれるなりすればいい、そう思っていたのだが……。

　ミアの訪れたあの夜、行きたい場所なんかを軽く聞いてみたところ帰ってきた言葉は、

「ユメさまの初デートに一喜一憂する姿をぜひとも見守りたいです！」

　だった。

　子供みたいに目を輝かせ、その時のユメの様子を想像しながら頬ほおを赤らめるミア。そんなミアを見ているだけで心が温かくなる。そして俺は気がついた。

　こんなミアの姿を見ているだけで、俺は充分幸せになれる。だったら、いいじゃないか、と。

　ミアにとっては、ユメのデートというのが本命で、俺とのことは正式なデートという位置づけになっていないみたいだ。まあ、ユメに頼まれたねじ込みだしなあ、仕方あるまい。ユメ、お前本気でミアに感謝しておけよ。

　正直寂しくも感じるが、ま、それは仕方あるまい。

　結果、俺達たちのデートは、デートであってデートでないものに決まった。

　途中でわざとはぐれ、二人のあとをこっそりとつけながら嬉うれし恥ずかし初デートにはしゃぐユメの様子を堪たん能のうさせてもらおう、というものに。

　そうしよう、と言った時、あまりに喜んだミアが思い切り抱きついてきたのには驚いた。豊かな膨らみに埋まった顔がとってもハッピー。俺の選択は間違っていなかった。

　まあ、これはこれでデートの一種であることに変わりは無いだろう。俺とミアにとっても中々に楽しそうなイベントになりそうだ。

「ユメさまの初デートユメさまの初デートユメさまの初デート……」

　ミアが今から興奮気味に鼻血たらしたりしてるのが不安でならんけれど。







「それで、ミア。今日は当初の計画通り、でいいんだな？」

　俺とミアは、俺の部屋で最後の確認を行っていた。

「はい。今日は広場の方に芸人たちが来ており、それを目当てに大勢の人々が集まるでしょう。あえて混雑しているそちらへと向かい、人混みに紛まぎれてはぐれます」

「で、そのまま監視、か。本来なら二人きりになった空気で少しくらいは大胆になってもおかしくないんだが……」

「ユメさまですよ、あのユメさまです。何度でも言いますが、ユメさまです。絶対に何もできないに決まってるじゃないですか。ユメさまをなんだと思っているのですか、レイルさまは」

「うん、むしろ俺が聞きたい。お前こそなんだと思ってるんだ？」

「出来ることなら、アーディさまにお任せできればいいのですが……」

「おいおい、アーディだぞ、あのアーディだ。ハッキリ言い切るがアーディだ。紳士の心で優しいお兄さんが最後まで付き添います、で終わるに決まってるだろう」

　俺達たちは苦笑し合いながら顔を見合わせ、

「ですよねえ」

　深い溜ため息いきをついた。

　いやまあ、これが俺とミアだったら何かできるのか、と言われればやっぱり無理だろう。無理に進行しようとすればそれこそ互いに意識しすぎて何もしないで終わりかねない。

　勇気を出して押し倒したりすれば、その場で人生にサヨナラ、とかなってもおかしくないし。

　だけどそれでも、何かしらの反応は残せると思う。手を握ろうとしての恥じらいとか、人混みから守ろうとちょっとだけ肩抱き寄せたりとか。

　転んだフリして抱きついて、後ろからその二つの丘を握りしめたりとか！

　だけど、あの二人に関してだと、本気で仲のいい兄きよう妹だい、で終わりかねないから困ったもんだ。せっかく作った機会なんだから、ここはユメの頑張りに期待したいところだ。

「ですので、後をつけます。その上で可能ならば、何かしらの援護を」

「そうだな。悪意がなければアーディも不審に思わないだろうし、微弱な魔法程度なら、反応あってもユメは無視するだろ」

　あいつが常に身にまとっている魔法防御の結界は強力すぎる。子供の悪戯いたずらにしか思えないような魔法の反応に気付いたところで、かすり傷一つ負わないのは分かっているのだから、何かしたりはしないだろう。なんといっても、アーディと二人きりになって舞い上がってるはずだからな、その時は。

「よし、そろそろ時間だ。行くとしようか」

「はい。ユメさまのためにも、レイルさま、よろしくお願いします」

「ああ、任せてくれ。それからさ、今日のその服、すっごくよく似合ってる。いつもよりちょっとだけ気合いいれてくれてるんだよな。清せい楚そな感じですげえ可愛かわいい」

「い、いきなりさらりと言わないで下さいっ。ああもうっ、なんで口元緩んじゃうんですか、私っ。そ、そりゃあ、褒められて嬉うれしくないわけないですけどっ」

　そんなモジモジするミアの姿を楽しみつつ、俺はリビングへと降りていく。そこには既にアーディの姿があった。どうやらユメの準備が出来るまでの間、ここで姉さんと時間を潰つぶしているらしい。

「ユメの奴やつはまだなのか？」

「みたいだね。まあ、女の子は準備も大変だろうし、問題無いよ」

「アーディさまはさすがですね……まるで呼吸をするかのように当たり前の気き遣づかい」

「あー、この場合はむしろそれが問題になるんじゃないかなあ」

「どういうことです？」

「まあ、すぐ分かるだろ」

　正直に言って、そこをユメがどう出来るかが、今日の最大のポイントだろう。

「まあ、やっぱりそうよね。アーディ相手にユメちゃんがどれだけがんばれるか……はい、これ持って行きなさい」

　やっぱり同じ意見の姉さんが、横から紙袋を差し出してきた。

「見張るんだったら同じ場所で食べたりとかできないでしょ。歩きながら食べられるようにサンドイッチ作っておいたから」

　こちらの気遣いも、実にアーディレベルである。

「必要だったら、お姉ちゃん印の媚び薬やくとかも用意してあるわよ。混ぜたお茶とか持っていく？」

　むしろ、そんなレベルで収まらなかった。

「すいません、今日はやめておきます」

　というか、何で持ってるんだ、姉さん……。

　今度、お茶会の紅茶にでも混ぜてみようかな……。







「お、お待たせーっ」

　それから十分ほど経たったところで、ユメが恥ずかしそうに姿を見せた。

　いつも動きやすい格好を好むユメ。今日もそれは変わらない、けれどいつもよりもちょっと力の入った可愛かわいらしいミニスカート姿。

　大きなリボンが、より可愛らしさを強調していた。これ、一人で歩いてたら人さらいとか出てきてもおかしくないレベルだな。

　少なくとも、こんな可愛い格好の女の子が魔王だなんて思う奴やつはまずいまい。

　アーディも、そんなユメの姿に、ちょっと驚いているようだった。

「うん、いつも可愛いけど、今日は一段と可愛らしいね」

　本心からの言葉と分かるアーディのナイスな一言。それだけでユメの顔が満面の笑みに変わる。

　そうだな、出来ることならユメには、この笑顔をずっと持っていてほしい。俺もミアもできるだけ力になろう。だからユメよ、頑張ってアーディを落とせ。

　そして四人揃そろった俺達たちは、広場へと向かってのんびりと歩いていく。

　狙ねらった通り、道行く人々の数は普段の三倍はあろうかという数だ。これならば、はぐれたとしても何もおかしくないだろう。

「今日は随分と人が多いね。聞いてたより凄すごいんじゃないのかい？」

「ああ、俺も予想以上で驚いてるよ。王都じゃかなり有名な芸人が揃ってるって話だからな」

「へえ、それでかあ。どんな芸が見られるか、ちょっとワクワクするねえ」

　楽しそうに笑うアーディの腕に、ユメが手を伸ばそうとしては引っ込めて、を繰り返す。まったくもう、変なところで気弱になるなあ、こいつは。

「アーディ、結構人が増えてきてるし、離ればなれにならないようユメを頼む」

「ああ、そうだね。ユメちゃん、お手を拝借してもいいかな」

「は、ははははいっ、どうぞお願いしますっ」

　差し出されたアーディの大きな手を、ユメの小さな手がしっかりと握る。同時にほわっ、とした笑顔を浮かべるユメが、実に微笑ほほえましい。

「レイルさま……素晴らしいですっ」

　そして俺を見つめるミアの視線には、感動がこめられていた。

　できれば俺の方にもミアが手を伸ばしてきてくれないかなあ、なんて思ったりもしなくはないが……まあ、そこまで求めるのは酷というものか。

「でも、本当に人多いね……多すぎない？」

「まあ、この街は比較的大きい方だけれど、それでも王都ほどに娯楽施設があるわけじゃないからね。こういう大きな催し物の時にはどうしてもみんな騒ぎたがるんだよ」

　広場の方に近づくほどに増えていく人の数に、ユメはさすがに辟へき易えきとしているようだ。

　よし、ならばいいだろう。この勇者さまが更なる一手をプレゼントだ。

「でもこの人混みだと、ユメの身長じゃ見えない可能性高いなあ……というわけで、その時にはアーディ、ユメを肩車な」

「え？　ええ!?　さ、さすがにそれは難易度高すぎない、レイル!?」

「アーディと密着、嬉うれしくないのか？」

「そ、それは嬉しいけどほら、アーディの迷惑に……」

「そうだね。この人混みだとその方がいいかも。それに、そうすればはぐれることもないし。ユメちゃんはいやかな？」

「ぜ、全然嫌じゃないですっ。お願いしますっ」

「レイルさま……今の流れは更に更にとっても素敵でしたっ」

　ユメのはにかみ笑いに感動したミアが、俺を尊敬のまなざしで見上げてくる。ふっ、任せてくれたまえ、ミア。今日の俺は、間違いなくユメの味方だ。

　それが必要、という理由さえ示せば、基本アーディはその行動を否定しない。

「なに、任せとけって。でもいいな、そろそろやるぞ」

「そう、ですね。人の数もかなり増えてきましたし、今ならいけます」

　周囲の様子を窺うかがって、ミアが頷うなずいた。このデートのポイントはこれからだ。なんといっても前の二人を二人きりにしなくてはいけない。

　できる限り自然に、ユメとアーディの意識が俺達たちから離れた時を狙ねらって……。

「え？」

　そう思っていたら、俺の左腕に急に何かが抱きついてきた。大きくも柔らかな感触に包み込まれる。

「そ、その、私たちもはぐれてしまうとまずいですし……ご迷惑でなければ……」

　俺の左腕を抱きしめるようにして身を寄せてくるミア。その温ぬくもりと柔らかさは、まさしくミアという女の子そのものの感触。姉さんほどではないにせよ、充分以上に大きなその物体っ。

　これがご迷惑だなんてとんでもないっ。や、柔らかい上になんという質感っ。

「そ、そうだな、この人混みだ、下手すりゃ俺達がはぐれかねないし、問題無いよ」












　俺は努めて冷静なフリをして、笑顔で答える。心臓ばっくばくだったりするのは内緒だ。そんな俺に見せてくれたミアの微笑ほほえみが優しかったのは、決して見間違いではなかったと思う。







『アーディ、あの人凄すごくない!?　ほら、なんか空に向かって火を噴いてるっ。魔法の反応もないのにっ』

　アーディに肩車されながら、ユメが熱心に声を上げていた。そんなユメを落ちないように支えながら、アーディも返す。

『へえ、本当だ。どうやってるんだろうねえ』

『あれ、自分に燃え移っちゃったりしないのかな。もし魔法無しであんな風に火を起こせたりしたら、不意打ちなんかで役立つかもっ』

『あはは、そうだね。だけどさすがに何か準備はいるんじゃないかなあ……レイルはどう思う？』

　熱心に一人の芸人の姿を眺めながら、アーディが俺へと声をかける。だがすまないアーディ。俺はもうそこにはいないんだ。

『あれ？　レイル？　ミアさん？』

　キョロキョロと周囲を見回すアーディだが、人混みの向こうへと身を隠した俺達たちをそう簡単に見つけられるはずもない。ダブルデート分断作戦、まずは成功だろう。

　二人の声はミアの風魔法によってこちらに届く。ちなみにユメに気付かれないよう、なんの意味もない簡単な魔法をいくつか同時発動している。特に悪意があるわけでなし、これならそう簡単にはバレないはずだ。

「あとは、私たちが二人を見失わないようにしないといけませんね」

「ああ、だがそれも考えた上での肩車だ。あれなら少しくらい離れてもいい目印になる」

　当然ユメから俺達たちを見つけやすくもなるが、ユメの意識は俺達にではなく、アーディへと向かうはず。俺達が気をつけてさえいれば、こちらも問題ないはずだ。

「今日のレイルさま、本当に完かん璧ぺきです」

「勇気を振り絞ったミアの頼みだからな、任せておいてくれ」

　そう親指を立てて見せ、再び二人の方へと視線を送る。どうやらユメも、俺達とはぐれたことに気付いたらしい。

『もう、レイルもミアもどこ行っちゃったんだろう……』

『まあ、この人混みだし、仕方無いかな。とりあえず知らない街っていうわけでもないし大丈夫だと思うけど』

『そうだね。まあ、レイルとミアを二人きりにしてあげるのも悪くないかな』

『そっか、そう考えるなら無理に探さない方がいいのかな。じゃあ、僕達たちは僕達で楽しもうか』

『う、うん♪』

　どうやら向こうも納得してくれたらしい。こういう時、アーディの臨機応変さは頼りになる。

「よし、向こうも芸人を見学しながら動き出した。いくぞ、ミア」

「……………………」

「ミア、どうかしたのか？」

「え？　あ、いえ、あの……そ、そういえば私たちも二人きりなんですよねと……今気付いてしまいまして……」

　頬ほおを赤く染め、恥じらうように俺の腕をきゅっと抱きしめるミア。さらに強く押しつけられる膨らみの感触がまさに最高です。てれってれなミアも最高です。

「ていうか、元々は俺とミアのデートを餌えさにするって話だったろうに。まさかデートって言葉の意味、気付いてなかったわけじゃないよな」

「い、いえっ、あくまでもユメさまのデート、としてしか考えていなかったもので、自分のことは、そのぉ……あのぉ……えっと……すみません……」

　まったく。ミアらしいといえば実にらしい。

「ま、ユメ一筋のミアだしな、そうだろうとは思ってたから大丈夫だよ。とりあえず、ユメとアーディには最優先で楽しんでもらう。だけど俺達も俺達で楽しませてもらう、でいいだろ」

「うう……ですがあの、私にはユメさまを見守る使命が……」

　まあ、デートが嬉うれしいユメと違って、ミアの場合はユメのための形だけデートになっちゃってるからな。ユメみたいに楽しめ、というわけにはいかないか。俺は嬉しいけど。

「それじゃあ俺は俺で個人的に楽しむ、ということで」

「そ、それでしたら、はい」

　とりあえずそんな妥協点を見み出いだし、俺達たちは二人を追って動き出した。

　ちゃんと腕は組んだままなことに、ミアは気付いているのかいないのか……。







『うわぁ……なんか、屋台が凄すごいいっぱい……』

『これだけの人出だからねえ、屋台の方もかき入れ時だろうし、力いれてるなあ』

　普段は見かけないような料理の店も出ているみたいだな。こっちの方にまで美う味まそうな匂においが漂ってくる。もう少ししたら、姉さん特製のサンドイッチの出番といこう。

『そういえば、そろそろお昼だね。このあたりで何か食べようか』

『あ、いや、ボクは……』

　くぅ～。

　まだ大丈夫、とでもユメは言おうとしたのか、けれど見計らったようなタイミングで響いたお腹なかの音が、見事に邪魔をする。

『あ、あう……い、今のは、その……』

　真っ赤になってわたわたしているユメは見ていて本当に可愛かわいらしい。ミアなんて、隣で夢見心地な顔して眺めている。でも鼻血は拭ふこうな。

『あはは、お腹が空すくのは健康ってことだよ。実は僕もね、さっきからガマンしてたりして』

『アーディも？』

『ああ、だからここでお昼にしようか。ユメちゃん、何が食べたい？　可愛らしい音を聞かせてもらったからね、お礼になんでもおごるよ』

『も、もう、アーディっ、恥ずかしいから言わないでよぉっ』

　聞こえてくる声は実に楽しそうで、こっちまで明るい気分にさせてくれる。こうして見ると、本当にただの女の子だよなあ、ユメのやつ。

「ふふ。ユメさま、とても楽しそうですね」

「ああ。アーディの奴やつもちゃんと楽しんでるみたいだし、中々に悪くない流れだな」

「でしたら、私たちも一緒にお昼にしてしまいましょうか。どうぞレイルさま、あ～ん」

　ミアの手によって、ちょっと照れくさそうに差し出される姉さん特製サンドイッチ。俺は思わずミアの顔を見つめてしまう。

「み、ミア……？」

「こ、こんな状況ですからね。少しくらいは仲良くしていないと周囲の方々に不審に思われかねませんっ。で、ですからその……あ、あ～ん……」

　その言葉とは正反対のはにかむような笑みを浮かべたミア。当然ながら、俺に断るなんていう選択肢は存在しない。







『これは凄すごいな……参考になる……』

『うん……ボクも魔法主体で武器は得意じゃないから、こういうのタメになる』

　広場の中央では、二人の剣士が舞うような動きで戦っていた。

　ギラリと輝くその刀身は刃やいばなんておとされておらず、なのに二人は少しも怯ひるむこと無く激しい剣撃をぶつけ合う。

　跳び、受け流し、しゃがみ、かわす。すべての動きがまさしく舞のように洗練されており、見ているこちらには恐怖なんか感じさせない。ただ引き込み、見み惚ほれさせ、感動させる。

　殺し合うためではない、俺やアーディが得たものとは違う別の剣技がそこにはある。

「凄いな……あの体術、足捌さばき……おい、今ので当たらないのか!?」

「髪の毛一筋程度のレベルで見切っていますね。当然、どう動くかというのは綿めん密みつに決められているのでしょうけれど、それをあのレベルでこなすというのは並大抵の技能ではないはず……綺き麗れい……」

　思わずユメ達たちのことを忘れて見入ってしまいそうになるが大丈夫だ。向こうの二人もしっかりと見入っている。

　恐らくは、この演舞が終わるまでは動かないだろう。

『アーディでも、あの動きは難しい？』

『うーん、僕は足捌きよりは剣の動きで相手を翻ほん弄ろうするタイプだからねえ。あんな風に動き回るのは辛つらいなあ』

『あ、確かにそうだね。でもその分一振り一振りに威力がのってたから、正面で戦う時は怖かったよ』

『それで相手が萎い縮しゆくしてくれればありがたいんだけどね。ユメちゃんの場合は、萎縮どころか魔法でやり返してくるからなあ。もう必死だったよ』

　うん二人とも、こんな広場の人混みの中で危険過ぎる会話はやめような。さすがにガチすぎるぞ。







「ぐぬぬぬぬぅっ。レイルさまっ、アーディさまってあまりに鈍すぎませんか!?　あの可愛かわいらしいきゃっぴきゃぴなユメさまが、あそこまで愛あい嬌きよう振りまき愛情投げつけてるんですよ！　普通押し倒しませんか!?」

　あれから様々な芸や屋台を存分に堪たん能のうし、気がつけば陽ひももう傾き始め。

　少し離れたベンチで二人仲良く並んで座りながら休憩中のユメ達たちの姿に、ミアは激しく立腹中だった。

「いや、普通押し倒さないから」

「むむう……理性の一つや二つ焼き切れてもおかしくない可愛さですのに……」

「まあ、それは否定しないな。今日のユメの可愛さは確かにやばかった」

　魔王としてでなく、一人の女の子として素直に楽しんでいたユメ。そのコロコロ変わる表情や反応、興味に輝く目なんかは、見ているこっちを自然とほっこりさせてくれた。

「さすがのアーディも、今日ばかりはユメに意識を持っていかれかけてたみたいだな。やたらとユメを気にしてたし」

　アーディのいいところでもあり悪いところでもある、気き遣づかい。あくまでも気のいいお兄さんとして、一歩引いたところから相手を見る。

　けれど今日は、その一歩を踏み込んでいたようにも思う。

「ユメとのデート、あいつなりに相当楽しんでたんじゃないか。ユメの奴やつ、相当好感度稼かせいだと思うぞ」

　一緒にいて楽しい。それは間違いなく生涯を共にする上で大切な要素だからな。まあ、それが恋愛としての好感度にまで達たつしているのかは難しいかもしれないけども。

「そ、そうですかユメさま、好感度キッチリ稼ぎましたか」

　そんな俺の説明を、隣の忠犬はちょっと悔しそうな顔で聞いていた。

「……もう陽も沈むし、俺達たちは先帰るか」

　微笑ほほえましげな二人を背に、俺はミアへとそっと腕を差し出す。それを見たミアは恥ずかしそうに視線を逸そらし……けれど静かにその腕を抱きしめた。

「……家に帰るまでのサービスです……」

　そんなミアの言葉に俺は満足げに頷うなずき、できるだけの遠回りをして帰ることにした。
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「うふふ～、えへへ～、ぐふふふふ～」

「ユメさま、その……お顔がキモくなってますよ……」

　アーディとのデートが終わって帰ってきてからというもの、ユメは終始この状態だった。

　ただグフフと笑って、周囲に自らの幸せを示しまくっている。夕飯時のアーディがかなり困ったような顔をしていたが、ミアも、さすがに今日は仕方無い、と見逃していたのだが……風ふ呂ろ場ばの中でも更に壊れた笑顔を見せているユメに、さすがに溜ため息いきを吐ついた。

　明日もこんな顔を浮かべていたら、百年の恋すら覚めかねない。

「いやぁ、だってだってさー、今日のアーディ、もう優しくてぇ……ていうかぁ、ボクを見るあの熱い視線、間違いなくボクに惹ひかれまくってると思うんだぁ」

　湯船につかってにへら、と笑いながら言うユメに、ミアもまたレイルの言葉を思い出していた。

「それに関しては否定しません。レイルさまも、間違いなく好感度を稼いだはず、と言ってましたし」

「ほんと!?」

　ざばあっ、と湯船から勢いよく立ち上がり、身を乗り出すユメ。ミアはその長い銀髪を丁寧に洗いながら振り返り、言った。

「はい」

「そっかぁ……やっぱそうだったかぁ……誰よりもアーディを知るレイルが言うならそうだよね。うん、間違いない……」

　全裸のままでその場に立ち尽くし、うんうんと頷うなずくユメ。抑よく揚ようのない幼い身体からだを水滴が伝い降りていく。

「よっしっ。ミア、ボク決めたよ。ここは攻撃あるのみ！　ボクはこの勢いのまま、アーディへと突撃するっ」

「つまり告白、ですか？　あの、それはいささか早すぎるのでは……」

「まっさか。むしろ遅いくらいだよ。アーディみたいに素敵な人間、チャンスがあればあっという間に他の誰かに持って行かれちゃうからね。そして、今そのチャンスがボクのところにあるんだ」

　キラン、と白い歯を輝かせるアーディの笑顔がユメの脳裏に蘇よみがえる。あの大きく固い手の感触と、肩車をされた時の高い景色を思い出していた。

「そう、そうだよ。恋はね、守りに回っちゃダメなんだ！」

　そう言い切ると湯船を飛び出し、洗い場へと急行。その身体からだを丹念にごしごし洗い出す。

「へへ～、いつ求められてもいいように、しっかり磨いておかないとだよねぇ。そっかぁ、ボクもついに大人の仲間入りかぁ……ちょっとドキドキだなぁ」

「ユメさま、いくらなんでも一気に段階すっとばし過ぎじゃありませんか？　いきなりそんなところまで……ふ、ふけつ、です……」












「ミアも、しっかり洗っておいた方がいいんじゃない？　ボクとアーディのあっつあつな空気に引っ張られて、レイルも力尽くで迫ってきちゃうかもよ♪」

「その時は殺やるだけです。といいますか、切り落としますっ。もぎ取りますっ」

　真っ赤になりながら、そう言い切るミア。が、そっと髪の毛をつまむと、鼻先へと持っていく。

「……もう少し柑かん橘きつ系けいの香りが強い方が好まれるでしょうか……」

　その小さな呟つぶやきは、しっかりとユメに聞こえていた。

「むっふぅ。なんだかんだいって興味はあるようだねえ、レイルという勇者らしからぬ勇者さまにぃ」

「んきゅうっ！　ユ、ユメさま!?　ひ、人の胸を後ろから鷲わしづかみしないでくださ……あ、んうっ」

「んー、さすが伊達にでかいわけじゃないよねぇ……なにこのふっかふか感触。どっかの肉まん？　ぐぬぬぬぬ……お？　桃色突起さまがかわいらしい反応を♪」

「あ、や、反応なんてしてま……んっ、ほ、ほんとにやめ……」

「まあまあほらほら、頭の中で想像してごらぁん。この手がさ、ボクみたいな女の子でなく、男の、それも剣を振り続けてカッチカチになった、それはもう逞たくましい感じのおっきな手で……」

「男にだなんて、それこそ……ふあぁんっ、や、あ、きゅってしちゃヤですぅ……ん、んうっ……」

「やさしく耳元で囁ささやいてくれるの……好きだ、ミアって……それはもう遠慮無く、けれど一分の隙すきもない本気の本心」

　その膨ふくらみの感触を堪たん能のうしながら、その耳元に熱い吐と息いきを浴びせていくユメ。言葉という名の毒すら追加され、ミアはその細い身体を小さく震わせ続けた。

「さあほら、思い浮かべてみようよ……今ミアの身体を味わい、その耳元で囁く逞しい勇者さまは、いったい誰なのかなぁ……そして、ミアはなんて言ってその期待に応えちゃうのかなぁ……？」

　勇者という単語を使うことにより、こっそりと誘導しているのにミアは気づかない。

　だがこうして身をよじり心と身体を熱くしている今ならば、その効果はきっと抜ばつ群ぐんだろう。

「はぁ、ん……だ、だめ、ですレイルさ……ま……それ以上、されるな、ら……」

　実際、こうしてこぼれてきたその名前にユメは満足げに口元を緩ゆるめ──

「あなたの野や蛮ばんなブラブラ凶器、真ん中の筋から真っ二つに裂さいて二つにしちゃいますよっ!!」

「はいやめますごめんなさい!!」

　──あまりに凶悪な返答に、直立不動で謝っていた。
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　二つの両手剣が激しい音を立ててぶつかりあう。

　速さを重視した剣が、その手数をもって相手を追い詰めかけるが、もう一つの剣が振るわれた瞬間、剣ごとそれを吹き飛ばす。

　俺はどうにか態勢を立て直しつつ剣を構え直した。

「はーい、そこまで。時間よ、二人とも」

　そこで聞こえた姉さんの声。俺とアーディは互いに構えを解くと、大きく息を吐いて全身を弛し緩かんさせる。

「あー、やっぱきついわ、アーディの剣。受けた手が痛い痛い」

「いや、むしろレイルの手数の方が怖いよ、僕は。毎回必死だからね」

「そうそう。ああ、こんな速さでレイルに迫られたら、私きっと壊れちゃうわよね」

「姉さんのなにが壊れるというのかぜひ聞いてみたいところだな……」

「あら、それはもちろんナニ……」

「うん、やっぱ無し。今の無し。俺に関することになると、途端に貞てい操そう緩ゆるむの勘弁しよう」

　俺は姉さんから渡されたタオルですかさずその口を塞ふさぐ。この人のブラコンは、なんだか次元が違うと思うのだ。

「あはは、アリナさんは相変わらずだよね」

　自宅の庭での実戦を想定した訓練。さすがに専用の訓練場なんかとは規模が違うが、それなりの広さをもったうちの庭は、一対一での模擬戦くらいなら充分にできるスペースがある。

　時々はこうして、実戦を想定した訓練をしておかないと腕が鈍るからな。俺とアーディは、余裕がある時にはこうしてフル装備での訓練を行っていた。

「……なんといいますか、凄すごいですね……」

　そして、いつの間にかそれを見ていたミアから、思わず賞しよう賛さんの声が漏れる。

「そうでしょ。レイルとアーディの一騎打ちとか、お金とれるレベルよね」

　魔王との戦いの時とは違う、剣と剣との小細工無しの一騎打ちだ。魔王の側近とはいえ、このレベルの近接戦闘は、あまり見慣れないものだろう。

「とりあえず二人とも、お風ふ呂ろで汗流してきちゃいなさい。飲み物とか用意しておくから」

「そうだな。んじゃ、お言葉に甘えるか、アーディ」

「いいね。さすがに僕もヘトヘトだし。レイルの剣は、受けるだけで神経使うしなあ」

　笑いながら、屋敷へと向かう俺とアーディ。だが不意に開いた扉に、その足が止まる。

「……アーディ。ちょっと話があるんだけど、いい、かな……？」

　そこから現れたのはユメ……ではなかった。

　そこにいたのは──魔王。

　あの魔王服に身を包んだユメが、緊張気味の表情でアーディを見上げている。

「ユメちゃん？　その格好は……」

「あのね……多分この話は、ただのボクでなくて、魔王ユメとしてしないといけないと思うから……」

　真剣に、ただ真まっ直すぐにアーディを見つめているユメ。僅わずかながらに赤らんだ頬ほおと、緊張からか小さく震えている肩。

　俺は、ユメが何を言おうとしているのかを察すると、二人からそっと距離を取った。

　少し早すぎるような気もするが、でもユメらしい気もする。

　この家で共に生活をしてよく分かった。ユメは行動するタイプだ。悩んで動けなくなるくらいなら、とにかく前を向いて、前に歩く。大丈夫だと、成功すると、自分を信じて前に進む。だからこそ、ユメなんだろう。

　確かに、こういうことに対して勢いは大事だ。だから俺は何も言わない。ユメとアーディ、二人の決断を受け入れよう。

　……まあ、実はあまり心配はしてないんだが。

　そっと視線を送れば、ミアと姉さんも同じのようだ。特にミアの方は、まるで我がことのように心配そうな、不安そうな目で二人を見ている。







「アーディ……あの、ね、ボクは魔王、です。だけどそれでも、これから言う気持ちに、それは関係ないから……そんなの、飛び越えられると思うから……」

「ユメちゃん……」

「あの魔王城での戦いで、ただレイルを信じて、彼を守るために傷つき、それでも決して折れないあなたの姿に、ボクは……憧あこがれを抱きました。その憧れは、アーディの近くにいる度たびに、アーディの声を聞く度に、アーディという人を知るほどにどんどんと大きくなって……もう、ただの憧れではなくなってしまいました……」

　いつものユメとは違う神妙な告白。その顔は言葉を紡ぐほどに赤みを増し、今や耳の先まで真っ赤に染まっている。

「だ、だから、あの、その……つ、つまりね、そのっ！」

　肝心なところで慌ててしまうユメに対し、ユメさま頑張って、と両手を握って応援の視線を送るミアが妙に可愛かわいかった。

「す、好きです！　ボクと、恋人になって下さい!!」

　言った。ついに、言った。その本心を。ただ真まっ直すぐに、その想おもいだけを正面から。

　アーディの顔には、わずかな驚きがある。まったく想像していなかった、なんてことはないだろう。けれど、本当に自分なんかに、くらいは思っていたのかもしれない。

　期待と不安の入り交じった顔で、アーディを見上げるユメ。潤んだ瞳ひとみで、その答えを待つ。

　アーディは静かに目を閉じるとしばし考え、そして瞼まぶたを開き、答える。

「ごめん、ユメちゃん……」

　──拒絶の、答えを。

「え……？」

　ユメは、その答えが信じられないといったように、声を出す。

　アーディはそれにまた答えを返した。

「ユメちゃんのことは決して嫌いじゃない。ただ、言っていなかったけど、僕にはもう婚約者がいるんだ」

「婚約……者？　ボク、そんな人のこと、知らない、よ？」

「ここから遠く離れた小さな村に住む幼なじみなんだ。彼女がいるから、僕はユメちゃんを選べない。ごめん」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすユメ。アーディは、そんなユメをただ見下ろし続ける。ここで自分が逃げてはいけないと、最後まで立つ。

「……そう、なんだ……」

　ユメは消え入りそうな、震える声でそう言うと、アーディの前から逃げるように、屋敷の中へと走り去っていった。

「ユメさま！」

　それを追って、ミアが駆けていく。残された俺達たちはただその場に立ち、二人の消えた家を眺めていた……。
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「……姉さん、ユメは？」

　俺の質問に、姉さんはただ首を左右に振った。

　──あれから三日。

　あの後部屋へと駆け込んだユメは、そのまま完全に閉じこもってしまった。鍵かぎはもちろんカーテンすら閉めてしまい、中の様子も窺うかがえない。

　ミアが外から呼びかけても返答はなく、それだけショックが大きかった、ということだろう。

「……ダメでした。なんの返事もしてくれません」

　冷め切った料理の乗ったトレイをもったミアが食堂へと入ってくる。それは昨夜部屋の前に置いておいた夕飯だ。何一つ手がつけられていない。

　飲み物も食べ物も、まったく口にすることなく、本当に部屋の中から出てこない。

「……僕のせい、だね。もっと言い方を考えるべきだった……いや、思わせぶりな態度をとってしまったのがいけなかったのかも……」

　先にテーブルに着いていたアーディが、悲しげに言った。

「いや、アーディのせいじゃないだろ。もちろんユメのせいでもない。単純に個々の気持ちが変な形で絡まって、それでほどけなくなってしまったっていうだけだ」

　想おもえば必ず叶かなう。そんなことはない。

　どれだけ強く請こい願ねがったって、叶わないものは叶わないんだから。

「まあ、それでももし悪人が必要だっていうなら……俺だろうな」

　少し、甘かった。婚約者の存在──それにここまで反応するとは考えていなかった。それが一人いるだけで、こんなにも追い詰められてしまうなんて……。

「それこそ違うわよ。本来、恋愛っていうのは当事者だけで解決するものなんだから」

「まさかユメさまがここまで落ち込んでしまうとは……予想外でした」

「恋愛に破れて引きこもってしまう魔王、か。なんていうか……魔王である前に女の子だった、ってことなんだろうな……」

「本当に一いち途ず、なんだよね、ユメちゃんは。人間とか魔族とか関係なく、自分の想いに一途だから、他の答えを持てないんだよ。だから破れてしまった時に、別の道を歩めない。歩み方が分からない……」

「とりあえず、少し時間をあげるべきだと思うわよ、ユメちゃんが少し考えられるようになるまで」

　そんな姉さんの意見に。俺達たちは固く閉じられた扉を見つめたまま頷うなずいていた。





　　　　§　§　§






「それで、今日もユメの反応は無し、か。実はこっそり抜け出してるとか、そういうことはないのか、ミア？」

「それはありません。ここに私がいる以上、私を置いて一人で消えるなどということは絶対にないと言い切れます」

　凄まじい自信だな、とも思ったが、不思議とそれを否定する気にはならなかった。むしろ、納得できた。少なくとも、それくらいの信頼は、この二人にはあるだろう。

　ユメが閉じこもってから既に五日。残念なことに、進展は何も無い。相も変わらず部屋の中に閉じこもり、ユメの出てくる気配はない。

「もう既に倒れてしまっているなんてことは……」

　心配げに言うアーディだが、それはミアが首を左右に振った。

「この程度で倒れてくれるほど我が魔王は甘くはありません。まあ、お腹は相当きゅーきゅーと減っていることでしょうけれど」

　腹の音を鳴らしながらひもじいよぉ、と呟つぶやくユメの姿が容易に思い浮かぶ。ちょっとだけ俺達たちの間の空気が軽くなった。

「とはいえ、このままでいいわけないわよね。何も食べてないし飲んでもいない。さすがにそろそろ限界でしょ」

「限界、とまではいっていないとは思いますが……なんらかの体調異常が出ていてもおかしくないですね。一応、誰も入れないように結界を構築しているようですが、充分に破ることは可能なレベルだと思います」

「レイル、もう一度呼びかけて、反応が無いようなら強引に入ろう。ユメちゃんの身体からだが心配だ」

「……そうだな。まさか歴代最強の魔王の死因を、餓が死しにするわけにはいかないし。ああ、姉さんとアーディは待っててくれ。今はあまり刺激しない方がいいと思うからさ」

　俺の意見に姉さんとアーディは少しだけ考え、頷うなずいてくれた。そして俺は、ミアと一緒にユメの部屋へと向かう。

「ユメ！　ユメ、出てこい！　でないとこっちから迎えに行くぞ！」

　扉を強く叩たたきながら大声で声をかける。反応はない。

「ユメさま、いい加減に出てきて下さいっ。さもないと、ユメさま分が不足して私が衰弱死しますよっ」

　そんなミアの声にも反応はない。

　仕方無いな……。

　俺達は頷うなずき合い、そして扉と結界とを破壊した。そのまま部屋の中へと入っていく。

「おい、ユメ、大丈夫か？」

　明かりもつけず、カーテンすら閉じられた室内は暗かった。

　奥にあるベッドの上に、小さな少女が一人、膝ひざを抱くようにして座っている。

　そこにいるのは本当に小さな少女。魔王などと呼ばれる存在ではなく、一人の女の子でしかなかった。

「ユメさま！」

　ミアが駆けていく。そして、今にもその場に倒れ込みそうなユメの身体を抱きしめた。

　けれどどう声をかけていいか分からないんだろう。ユメをギュッと抱きしめたまま、ただ悲ひ痛つうな顔で何も言えないでいた。

　だから、俺が行く。ユメが言葉をぶつけやすいように。怒りでも罵ば倒とうでもいい。ただ、その身体の中で渦巻いているものを吐き出させるために。

「残念、だったな」

　ぴくり、とその身体からだがわずかに震えた。怒りからなのか悔しさからなのか悲しさからなのかは分からない。それでも確かな反応があった。

　触れてほしくない感情が、今の俺の言葉の中には残っていた。

　だから今度はハッキリと、もう一度告げる。

「本当に、残念だったな。今回はさ、ちょっとダメだった」

「……………………ダメじゃない」

　膝ひざで顔を隠すように俯うつむいたまま、ボソリと声が聞こえた。

「分かってるだろ。ダメだったんだよ、今回はさ」

　返答はなかった。けれど、その身体が小さく震えている。そのままあえて何も言わずに見守れば、震える声で質問がきた。

「…………ねえ、レイル。ボクさ、ふられたの？」

「そうだ。でもまあ、なんだ。たったの一回目だ。まだまだチャンスはいくらでも……」

「婚約者ってさ、なに？　ボク全然聞いてなかったんだけど、ほんと？」

　あえてバッサリ切り捨てれば、そんな俺の言葉を遮さえぎるように核心をついてきた。ユメは顔を上げ、俺を真まっ直すぐ見つめていた。

「………………ああ、本当だ。俺も一度だけ会ったことがある」

　今のアーディを作ったと言ってもいい大切な幼なじみだ。あいつにとって捨てられるはずがない。

　けれど、それでも問題ないと思った。思ったからこそユメには協力したし、うまくいってくれればとも思ってたんだが……説明を後に回したのが失敗だったな、これは。

　本当に……俺の常識ではなくて、もっとユメの気持ちを考えるべきだった。

「そっかぁ、本当なんだ…………あれ？」

　その瞬間、ユメの瞳ひとみから雫しずくが一筋、流れ落ちていった。

「あ、あはは……なんだろこれ。ボクの中の何かがひっくりかえっちゃったみたいで……なんか、ごちゃごちゃになってる……」

　そして、涙を拭ふこうとすらせず、ユメは俺を見た。

「ねえ、レイル。なんで黙ってたの？　婚約者のこと。知ってたのに……会ったことすらあるくせに」

「……それが障害になるとは認識していなかった。問題ないと思ってた」

　強い非難のこもった言葉に、俺は素直に返答した。これをごまかそうとかは思わない。

　信頼できる男の周りに様々な個性の女性が集まる。それは問題ないと思っていた。

　そしてアーディなら、その女性達たちをみんな平等に愛せる、幸せに出来る、そう考えていたから。その輪の中にユメが入ることで、アーディもユメも、きっと笑っていけると考えていたから。

「ねえ、問題ないってなに？　ないわけないよね……」

　その言葉に明確な怒りを乗せて、ユメが俺を睨にらむ。

「問題あるよねっ。好きな人に既に婚約者がいるだとか、そんなのどう考えたって無理だよねっ。不可能だよねっ。戦う前から負けてるよねっ。ああ、そっか分かったよ。どうせ負けるから問題ない、って意味だね」

　いつものユメなら決してこんなことは言わないだろう。けれど、今のユメは完全に錯さく乱らんしている。説明しても恐らく聞いてはもらえそうにないだろうな。

「ねえ、レイル。ボクの何が悪かったの？　その婚約者の人との差って何？　やっぱりさ、魔王と人間っていうこと？　ボクが魔王だからダメ、なの？」

「それは関係ない。そもそも、まだ一度目の告白が失敗しただけだろう。ダメにもなっていない」

「そう、だよね。人間と魔族じゃ、やっぱり無理ってことだね。特にさ、ボクは魔王なんだし……」

「!?　ユメさま、魔力を抑えてください！　暴発します！」

　凄すさまじい勢いで肥大化していくユメの魔力に、ミアが慌てて結界を張る。だが、そんなもの無意味、とばかりにユメは大きく手を払った。それだけで結界が、ガラスの割れるような音を残して砕け散る。

「うん、本当によく分かったよ。やっぱり人間ってずるいよね。レイルなら違うって思ったのに……やっぱりおんなじだった。ボクが魔族だからって騙だましてたんだ。本当に、ずるいなあ……人間って、ずるすぎるよ……」

　そう言うユメの顔には、冷酷な笑みが、狂気が宿っていた。

「結局、これだ。人間と魔族が分かり合うとか、協力するとか、不可能なんだね。だったらさ……ボクが魔王としてこの世界を支配してしまえば……魔族の方が人間よりも偉いって形にしちゃえば……覆せるのかなぁ……」

　そこにいるのはユメじゃない。俺の知っている魔王でもない。ただの悪魔。

「うん。そう、ならいいよ。魔王の力、見せてあげる。ボクが欲しいものを手に入れられるように、ボクを魔王にさせた人間を破壊してあげちゃおうっ。ミア！」

「…………はい」

　言うが早いか、室内に嵐あらしのような風が吹き荒れ、二人の身体からだが空中に浮く。

「勇者レイル。ボクたちはこれから王都に行くよ。そして、魔王として人間を支配してあげる」

　完全に錯さく乱らんしていた。それはもうユメの思考じゃない。自分自身何をしていいか分からず、狂った思考のもとめちゃくちゃに動いている。

　いや違う。それこそが、本来ユメの持っていた願望だったのかもしれない。

　ずっと胸の奥へと封印していたその願望が、今回の件で抑えきれなくなってしまった、そういうことなんじゃないだろうか。

「ふざけるなよ。それがお前の本心なのか、ユメ。それでいいのか、ミア？」

「レイルさま。残念ながら、魔王さまの決定です。人間は魔王さまを怒らせた。故に跪ひざまずく。それだけです」

　当然だとばかりに言うミア。けれど、ただ真まっ直すぐに俺を見つめる視線には、何かの意思が感じられた。その瞳ひとみには、明らかに何かを期待する輝きがある。

「ユメちゃん、大丈夫かい!?」

「レイル、何があったの!?」

　激しい風の引き起こす音を聞きつけてか、アーディと姉さんとが部屋へと飛び込んできた。そして、その惨状に驚きながらユメを見上げる。

　ユメは、そんな二人の姿に口元を冷たく歪ゆがめ、そして言った。

「止めたいなら止めに来るといい。だけど、君はボクを一度裏切った。そんな君に対する慈じ悲ひはもうないから……その時は覚悟するといい」

　冷れい徹てつな笑みの向こうに、無邪気さが見える。まるで遊び相手を、おもちゃを見つけた子供のような無邪気さが。

「容よう赦しや無く、殺してあげるから」

　言って、ユメは手を振り上げる。

「降り注げ、死と破壊の雨デススコール！」

　振り上げられたユメの手から、黒い塊かたまりが屋根をぶち破って空へと放たれる。それが吸い込まれるようにして消えた瞬間、空から無数の黒い槍やりが降ってきた。

「やばい、姉さん！」

「慈悲の盾よ守りたまえレイルにおまかせー！」

　思わず腰砕けになりそうな詠唱と共に広がった光の盾が槍を防ぐ。それでもいくつか盾の範囲外へと落ちた槍が小さな爆発を起こすが、幸いにもすべて人の住んでいない場所だ。

「とはいえ、結果論、だよな……」

「ええ。今の、私が防がなかったら間違いなく死者出てるわよ……」

　見上げても、もうユメとミアの姿はない。容赦無く人を殺せる魔法を放ち、街を破壊しようとし、消えた。それがすべて。

「とりあえず、追おう。追って話そう。今度は、ちゃんと本心で、ちゃんと話さないとな」

　誰もいない空を見上げながら、俺はただ悔しげに言った。





４：魔王とは勇者と戦うものである




「そこまでユメちゃんを追い詰めていたなんて……自分のバカさ加減に呆れるね……」

　ユメの錯さく乱らんの話を聞いて、アーディは悔しげにそう言った。魔王でないユメを知っているからこそ、今更そんな風にさせてしまったことが悔しいんだろう。

「いや、アーディのせいじゃない。俺がもっと早くに言っておくべきだったんだよ。当たり前のことだと、後回しにしてたのが大失敗だった」

「そうね。恋する乙女にとっては大問題だもん。レイル、あとで責任とって私におしおきしなさい」

「俺がするんですか、お姉さま……」

「ふふ。レイルがどんな風に私をこらしめてくれるのか、夜が楽しみ♪」

「えっと、レイル？　僕は今夜どこかの宿にでも……」

「やめろっ、行くな、離れないでくれっ。俺と姉さんを二人きりにしたら、間違いなく食われるから俺が!!」

　そんないつも通りの会話で不安をごまかしつつ、俺達たちは王都へと急いでいた。

　ユメを止める。そんな当然の目的のために、とにかく急ぐ。魔王として王都を攻撃させてしまったらそれこそ終わりだ。再びの魔王の降臨。討とう伐ばつ命令が出るのは間違いない。そうなれば、次は確実にとどめをさせ、という話になるだろう。

「だけど、ユメちゃん止められるの？　恋に嫉しつ妬とする女の子は、ある意味無敵よ……」

「厄介だよな、ほんと。正直、自信はあまりないんだが……説得できる余地はあると思う。ユメがユメであるかぎり、きっと分かってくれるはずだしな。それに……」

　それを、ミアも望んでる。最後のあの視線に込められた感情。あれは、期待だ。俺ならきっとユメを止めてくれる、守ってくれるという、期待。

「応こたえられなきゃ、それこそ男じゃないよな」

「でも、追いつけるかな。アリナさんの高速移動の魔法があっても、限度はある。けれど向こうは二人、交互に使うだけで、僕達はもう追いつけない……」

「そうね。それで二人が先に着いてしまえば、さっきみたいな広範囲攻撃魔法による破壊……最初の奇襲はどうしようもないだろうし、相当な被害が出るわよ」

　事実、カルラーディアの街は大騒ぎだ。

　当然だろう。いきなり襲いかかってきた大魔法と、それを防いだ防御魔法。強大な力を持った何かが攻めてきた、そう考えるのが普通だ。

　しかもその街に俺が住んでいるというのは広く知られている。勇者の住む街が襲われた。それはつまり、勇者への報復、そんな意見すら飛び交っていた。

　もし姉さんの防御魔法が間に合わなかったら、どれだけの被害が出ただろう。それを考えただけでゾッとする。

「まあ、その辺は俺達たちが急げば多分大丈夫だ。きっともう一人が足止めはしてくれてる」

「もう一人って、ミアちゃん？　レイルあなた、いつの間にそんなミアちゃんたらし込んだの!?　ユメちゃんすら裏切らせるだなんて、どんなテクニシャン……」

「俺としてもそうだったら嬉うれしかったんだけどな。ミア自身の意思だよ。ミアは当然魔王側についているけれど、最後の態度を見る限り、今回のユメの行動には懐かい疑ぎ的てき……むしろ止めたがってる」

「だから、僕達が追いつくための時間稼ぎをしてくれてる？」

「ああ。王国の見張りらしきものを見た、とかいって森の獣相手に戦闘させてもいいし、微妙に遠回りの道を進んでもいい。きっと、なんとかしてくれてるはず……」

　そんな俺の言葉を実証するかのように、天へと向かう灼しやく熱ねつの矢が前方に見えた。そこに込められている破壊力からして間違いない。今この周辺であんなものを放てるのは、ユメかミアくらいしかいないだろう。

「急ぐぞ」

　俺達はその場所へと向かってただ走る。







「どうかな、ミア。斥候部隊は殲せん滅めつできた？」

「はい。今のユメさまの一撃で反応は消滅しました」

「にしても、多いね見張り。さっきからチマチマぶつかってめんどくさーい」

「王都周辺ともなれば仕方ありません。かといって逃がせば防衛の準備をされてしまいますからより面倒なことになりますので、確実に潰つぶしていくべきですね」

　──見つけた。王都へと向かう森の中を二人は進んでいたらしい。

　普通ならそんな障害物の多そうなところを通るとは考えにくいが、上う手まくミアが誘導してくれたということだろう。

　だが、ミアの助けはここまでだ。戦闘になれば、ミアは間違いなくユメにつき、本気で俺達を殺しにくる。

　魔王と側近。その強さは最初の戦いで思い知った。正直言えば、今戦って勝てる自信もない。

　だが、それでも逃げるわけにはいかない。あいつを止めないといけない。だから俺は、その名を呼んだ。

「ユメ！」

　背後から響いたその声に、ユメとミアが振り返る。そこに明らかな嫌悪を浮かべて、ユメは口を開いた。

「……へぇ、追ってきちゃったんだ……」

「勘違いしてるどこかのバカ娘を止めなきゃいけないからな。当たり前だろう」

「ユメちゃん、僕の言い方が悪かったのは謝るよ。でも、さすがにちょっと暴走しすぎじゃないかな」

「できれば話し合いたいところだけれど、とりあえずそれができるようにまずはおしおき、よね」

　俺達たちは、まっすぐ正面から二人の元へと歩いていく。ユメももう俺達を放置するつもりはないんだろう。その場で俺達を待っていた。

「やっぱり、勇者として暴れる魔王は放置できないっていうことかな。ご苦労なことだよね。たまたま『勇者』なんて称号をもらっちゃったばっかりに。落ちこぼれだったのにさ」

　この期に及んで勘違い中のユメに、俺はただただ呆あきれて嘆たん息そくする。

　だったらまあ、まずはハッキリ言ってやろう。

「魔王なんか知ったこっちゃない。あいつはとっくに倒したし、今頃は魔王城のベッドで療りよう養よう中ちゆうだ」

「……ふざけないでほしいな。ボクはここにいるし、勇者ごとき、今度は負けない！」

「だからなんだ！」

「え？」

「何度でも言ってやる。魔王なんか知らん。俺が止めるのは、ユメ、お前だ。協力し合う仲間として、そして俺の家に住む家族として。勘違いして飛び出したおバカな家族を、尻をぺんぺんして泣かせて説教して止めてやる！」

　意味が分からない、というようにぽかんと口を開けっ放しのユメに向けて剣を抜く。

「でもまあ、それでも魔王として挑みたいっていうのなら……いいぜ。勇者レイル＝アーデッドとして、今度こそ教えてやるよ」

　そして、俺は笑った。あくまで不敵に、ニヤリと、俺の方が強者であると教えるように。

「……ふぅん……中々面白い冗談を言えるようになったね。前の時みたいな奇跡はもうないよ？」

　確かな怒りを乗せて答えるユメ。その隣に立つミアも、信じられないといった顔で俺を見ている。

「奇跡だろうが偶然だろうが、起こってしまえばそれは現実であり真実だ。お前は負けた。俺達に負けた。これは、今後どれだけの月日が流れようとも変わらない一つの歴史だよ。だろ、姉さん。アーディ」

「そうね。超絶スーパーちょっとありえない、くらいにかっこいいレイルの前に、かわいいかわいいユメちゃんは負けました」

「強い者が必ず勝つ……そんなことはないんだよユメちゃん。たとえ君がどれだけ強くても、それを覆すのが僕達たちだ。それだけの力を、レイルは持っている」

　悲しげな目で魔王を見下ろしながらのアーディの言葉に、ユメの顔から笑みが消えた。

　ただ冷たく、冷徹に冷酷に俺達を見やる。

「……うん、久しぶりかなこの感覚。二百年前、本気で切れちゃったボクが、あのふざけた国の騎士団を全滅させた時以来だっけか」

「いえ、その三年後に、その隣国の王城を吹き飛ばした時以来です」

「あー、そっかそか。あったねぇ、そんなこと……」

　その表情はまったくもって変わらない。食べ物一つでコロコロと変わっていたあの表情が、今のユメにはまったく見当たらない。

「ミア」

「はい、分かってます」

　そして、ユメの前に立ちはだかるミア。その雰囲気は、すでに俺の家でメイド服を着てはしゃいでいた時のものじゃない。ユメと同様の、殺意に満ちた魔力。

　その本心を俺に預けて、魔王の側近として戦おうとしている。

　ああ、そうだな。それをやるのは俺の役目だ。ミアじゃない。俺達は武器を構えると、魔王達と向かい合う。

「本当なら不必要な戦いだとは思うんだけどな、とりあえずは本戦の前に前ぜん哨しよう戦せん……勇者ＶＳ魔王戦パート２、行ってみようか!!」







　──俺、レイル＝アーデッドは十歳の時に勇者の力へと目覚めた。

　勇者とはこの世界『ラージェス』において、常人を遙はるかに越えた強くなる才能、を与えられた人物のことを言う。

　紛まぎれもない一騎当千になれるもの。なんの比ひ喩ゆでもなく、現実的に一人で数百を相手に出来た者も過去にはいた。

　数千万人に一人の割合で生まれ、それが一定の年齢に達した時に、唐突にその才能に目覚めるらしい。

　そして勇者には、その成長の仕方によって三つのパターンがある。

　『早熟』『平均』『晩成』の三パターン。まさしく、読んで字の如ごとく、な三つだ。

　俺の与えられた成長は、三つの中でも落ちこぼれが確定といわれる『晩成』だった。

　とにかく、成長が遅いのだ。充分に育てば、その力は他の勇者達にも決して劣らないどころか、人によっては、それを越えることもあるという。だが、大体がそこまで保もたない。

　初期の頃は戦士や騎士を目指す一般人よりも遙はるかに遅い成長で、最下級の魔物にすら苦戦する。それでも戦わなければ強くはなれない。その結果、ほとんど強くなれずにこの段階で死ぬ者が大半だ。

　どうにか生き残り、多少は戦えるようになったとしても、大抵は成長の早い他の勇者によって既に事件は解決している。

　強くなるといわれる後半戦に入れない。挑むことすら許されずに終わってしまう。それが『晩成』を与えられた勇者の結末だ。

　『早熟』の勇者が一人で中位魔族を倒したという話が広まる頃、俺は最下級の魔物に腹を抉えぐられ瀕ひん死しの重傷を負っていた。

　『平均』の勇者が仲間と共に上位魔族を倒したと話題になった時、俺は、アーディと姉さんに庇かばわれ、どうにか命を取り留めていた。

　落ちこぼれの役たたず。子供の頃からずっとそう言われ続け、何度折れそうになったか分からない。挫くじけそうになったか分からない。

　でもそれは仕方無い。事実、俺は落ちこぼれだったのだから。下級魔族どころか街の周囲に潜む大型の獣一匹に苦戦する、一般兵士以下の勇者。

　人々の期待を裏切り続け、みっともない姿をさらし、呆あきれさせ続けた。

　だがそれでも、アーディと姉さんの二人に守られ必死に戦っていくうちに、少しずつ、本当に少しずつ強くなっていった。二人は傷だらけになりながらも俺を守り、見捨てず、むしろ「先行投資だよ」なんて気楽に言って笑ってくれていた。

　そうして、何か壁を越えた、という不思議な感覚があったのが、魔王城へと辿たどり着つく二月ほど前。

　それからの俺はまさに別人だった。何かをすればしただけ強くなる。戦えば戦うだけ強くなる。いや、行った行動以上に、戦った経験以上に強くなる。

　使われた技を一度で見切り、むしろ自分の技にして、心の中に思い描いた存在しない魔法すら現実にし、俺は瞬く間に強くなった。

　そう、俺は『晩成』の壁を越えたのだ。越えて、ようやく本当の勇者の立場に立つことができた。

　その力の本質を、恐ろしさを、今見せてやる、ユメ。







「万物を切り裂く不可視の刃よエアブレード！」

　詠唱と共に放たれる、鋼すら易やす々やすと断ち切る見えない刃やいば。

　音すら断ち切ると言われるそれは、紛まぎれもない殺すための一撃だ。

　八や百お長ちようの時とは、いや、魔王城の前の時とも違う、俺を殺すことを前提とした一撃。

　今のユメは本気で魔王として、俺達たちと戦っている。人間を、勇者を殺すために。

　けれどそんな一撃を、俺は易やす々やすと手にした剣で切り落とした。

「え？」

「おいおい、何驚いてる。お前が魔族最強の魔王なら、俺は人間最強の勇者だぞ。さすがにさ、ちょっと嘗なめすぎてないか？」

「ユメさま！」

　そして次の瞬間、一気に間合いを詰めたアーディが、剣を振り下ろしていた。ミアの放った炎の弾が、その軌道を変えさせる。

　が、そこで空から落ちる激しい雷。

　さすがにそこまで呆ほうけてはいなかったユメが、慌てて魔法障壁を張りそれを防いだ。

「……うん、ほんとだ。さすがにちょっと嘗めすぎてたみたいだね」

　ちょっと照れくさそうに頬ほおをかきながら、ユメは言った。

「気を抜けば、一瞬で終わりかねませんね……」

「うん、そうだねミア。だけど、魔王が二度も続けて敗やぶれるわけにはいかないんだ。今日は確実にさ、潰つぶれてもらうよ。ボクを止めたいなら、どうぞ止めてみてよっ」

「万物を切り裂く不可視の刃よエアブレード！」

「大地より召還されん、殺意の槍よグランスピアっ！」

「雷の力よ天より落ちよレイルのぴかぴかー！」

　ユメとミア、そして姉さんの魔法がばらまかれる。同士討うちをさけ、対個人用の魔法しか向こうも使ってはこない。とはいえ、あの顔。万が一にも自分達たちには負けがないと、そう分かりきっている表情だ。

　けれど、今はそれでいい。

　久しぶりの、観客のいない戦闘。俺とユメにとっては、明らかに間違った戦闘だ。

　こんな、殺し合うだけの戦闘の、何が楽しいのか。

　放たれた三つの魔法がぶつかり合い、激しい輝きとともに相殺された。

「大地より生み出され、大地に飲まれよデスロツク！」

　すかさず紡がれたミアの言葉により、地面の土が吸い上げられるようにして一つの塊かたまりになっていく。そして直径二メートルはあるだろう巨大な岩。その数……最低でも十以上っ。さすがに全部数えていられる余裕はない！

　そしてそれが、一斉に降り注いでくる。

　一つ一つはかわせるだろうが、それが全部同時にとなると別物だ。

「風よ、我が勇者たちの力とならんレイル、わたしを追っていらっしゃ～い！

　慈悲なる力にて我が壁とならんレイル、わたしというものがありながら！　×いっぱい!!」

　やけくそとばかりに響く姉さんの声。不可視の盾がいくつも生まれ岩を防ごうとするが、とてもじゃないが数が多すぎる。防げない分は俺達が自力でさけるほかない。

　だが、俺はあえてその選択を捨てた。ただ真まっ直すぐに、ユメへと向かって突っ走る。

「俺と心中か、俺の代わりに防ぐかどっちを選ぶ！」

　岩は俺を狙ねらって降ってくる。なら俺が近くに寄れば、自然と巻き込まれることになる。

　つまり攻略法は変わらない。接近戦で相手の魔法のいくつかを封じてしまう。

「まったくっ。本当に思い切りがよすぎるよね！　かわそうとする努力はしようよっ」

　そしてユメが選んだのはもちろん後者。打ち出された光の槍やりが、すべての岩塊を破壊する。ついでに俺にも向かって飛んできたが、すべて剣で逸そらして方向を変えた。受けきる必要はない。そのベクトルさえ変えられれば、衝撃はあるが直撃はさけられる。

「さすがっ。だけど甘いよっ」

　が、せっかく接近戦の間合いに入り身体からだを切り裂さくも、その瞬間ユメの身体は消滅してしまった。

「幻影魔法！」

　いつの間に入れ替わった!?　慌ててその場を退くが既に遅い。俺の身体を不可視の弾丸が打ち抜いていく。







「膨らみ、砕け、呑み込まんデイメンジヨンスプラツシユ！」

　ミアの魔法によって空間が突如として閃せん光こうと共に爆発する。その爆発に巻き込まれれば間違いなく一発ＫＯ。それで終わる。だが、ミア本人を巻き込まないようにと威力を抑えられたそれを、アーディーはギリギリで回避する。そして爆発の閃光を目くらましに、ナイフを投げつけていた。

　魔法一発分の時間を邪魔できればいい。アーディはミアとの間合いをつめるべく全力で走る。だがその足が突然に地面へと埋まってしまう。

「地面を泥に!?」

　前回の戦いではなかった搦からめ手て。恐らくは水系魔法によるものだろう。足首まで埋まってしまったそれを慌てて引き抜くが、そのわずかな時間の間に、ミアは既に魔法の構築を完成させていた。

「連なりし炎よ、その場にて渦を巻けフアイアトルネード!!」

　ミアの手から放たれた炎が、すべてを焼き払おうと渦を巻く。人の身体などでは決して耐えきることのできない灼しやく熱ねつの渦。回避は間に合わない。ならば、とアーディはその剣へと魔力を注ぐ。アリナの助けがあると信じて、その後の行動のためにすべてを注ぐ。

　そして狙ねらい通りの助けが来る。

「雷の力よ天より落ちよレイルのぴかぴかー！」

　姉さんの放つその魔法が地面を打ち砕くと、その衝撃によって炎の嵐あらしを吹き飛ばした。

　散り散りになる炎が多少なりとも身体からだを焼いていくのをものともせず、アーディは吹き飛ばされないように重心を低くして必死に耐える。手にした剣に魔力を集めながら。

　そして爆風が収まり始めた瞬間に、一気に前に出る。

「砕かれ、消えよハイクラツク!!」

　だが、それを予想していたミアが魔法を放った。それに対し、全身全霊を込めた剣を振り下ろすアーディ。二つの力が正面からぶつかり合い、そのまま弾はじけ飛んだ。
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「ったく、相変わらず容よう赦しやないな」

　どれだけ時間が過ぎたのか──全身を襲う痛みを堪こらえながら、俺は剣を構える。

「ほんと、もう少し様子を見るって行動がほしいよねえ」

　そう同意しながらアーディは笑ってみせるが、そのダメージは決して小さくないだろう。

「でもまあ、追撃の大魔法が無いだけマシと思いなさい」

　姉さんの指摘に俺達たちは頷うなずく。大魔法は当然ながら放った後の隙すきも大きい。それで倒し切れればいいが、万が一倒せなければそこから一気に逆転される恐れもある、そう考えているんだろう。

　現に前回俺達は、一瞬の隙から一気に追い詰め、どうにか勝ちを拾わせてもらった。

　もちろん生身で防げるような威力でもないだろうが、姉さんの防御魔法があれば、そのまさかの可能性もある。

「今が夜なのは助かったな。前に見せた空からの灼しやく熱ねつ攻撃は使えない。あれ、太陽出てないと無理って言ってたし」

「あれで上から狙ねらわれたらどうにもならないしね、間違いなくラッキーだよ」

「レイルは特に注意してね。多分、闇やみ系列の最高位魔法とかでの一撃狙ってそうだから」

「分かってる。あんなきっついの、二度目はさすがにごめんだ」

　あの時の苦しみは思い出しただけでも冷や汗が出る。

　とはいえ、今日の俺はひと味違う。たとえ食らうことになったとしても、倒れることなく耐えてみせようじゃないか。

「そんじゃみんな、第二ラウンド開始といくか」

　軽い口調の俺に合わせるように、アーディと姉さんも笑って頷く。

　さあ、張り切っていってみようか。

　降り注ぐ岩塊に、撒まき散ちらされる爆発を避よけ、不可視の刃やいばを切り落とす。

　打ち出される石つぶてに身を抉えぐられながら、ただ剣を振るった。

　鎧よろいをも溶かす炎の柱を氷の盾で防ぎ、飛んでくる無数の刃を弾はじき返かえしてただ迫った。

　何撃かは叩たたき込むことに成功したが、防御魔法と治癒魔法によってそのダメージも打ち消される。

　俺達たちも増えていく痛みと生傷とを堪こらえ、治癒しながら挑み続けた。







　そして、幾度目になるかもう数えてもいない俺の立ち上がりを見て、ユメの顔にいらだちが浮かぶ。

「……さすがにもういいんじゃないかな。傷つけば傷つくだけ、ボクに勝てる可能性は落ちていく。増えた傷が、減った血液が、レイルの動きを鈍くしていくんだから。ボクとミア相手にこれだけ粘ったんだし、レイルたちが強いっていうのは充分に分かったでしょ。それも、魔王城の前の時と合わせて二回目。これはもう偶然なんかじゃない。ボクの方が、勇者よりも遙はるかに強いんだよ」

「……そんなに、俺が怖いか？」

　無む理り矢や理りに笑みを浮かべ、俺を説得しようとするユメの言葉を封じて、俺は言った。

「俺に機会を与えれば、予想外の勝利を掴つかむかもしれない。だから、とっとと諦あきらめさせたい……そういうことだろう」

　図星だったのか、ユメの笑顔に陰が浮かぶ。

「でもまあ、残念だが俺達が諦めるってことはないぞ……なんたって、俺達のうち誰かが諦めたとして、他の二人がひっぱたいてでも立ち上がらせてくれるからな」

　よろめく足をけれど懸命に耐え、俺は笑いながら言う。後ろに二人がいることを、同じような笑みを浮かべていることを信じて。

　そして、それは正しかったんだろう。俺の後ろを見たユメの顔に、確かな呆あきれが浮かぶ。

「本当にさ、厄介すぎるでしょ、この勇者……」

　ガックリと両肩を落とすユメに、今更です諦めましょうと元気づけるミア。

「うん、こうなったらもう分かったよ。悔しいけどさ、ボクも本気で信じることにする。この勇者はきっと死なないって」

　ユメの口から流れたその言葉。それは俺にとって、最高の褒め言葉でしかない。

「ちゃんとさ、ボクの期待に応こたえて生き残ってよ！」

　高く掲げた魔王の両腕。何かを握るように象かたどったその手の中に、漆しつ黒こくの剣が現れていた。

「人間相手に使うつもりはまったくなかったんだけどね……ボクの持つ魔法の中でも最上位の一つ。人間が耐えられるはずがない。くらえば死ぬ。そういう魔法だからさ」

「レイルさま、私は今、素直に評価していますよ。ユメさまにこの魔法を使わせるほどの信用を得たあなたを」

「最強の魔法をぶっ放しても大丈夫だよね？　ね？　なんて信用をどう受け止めればいいのか迷うところだが……」

「で、後ろの二人はなんで止めないわけ？　むしろ笑ってるし」

「そりゃあもちろん、私たちは、そんな魔法でレイルが死ぬなんて最初から思ってないし」

「ユメちゃんすらもが、レイルをそう思ってくれたことが嬉うれしいんだ」

「……ぐぬぬ……魔王としてこの評価はすっごい侮辱されてるんじゃなかろうか……」

　いやいや、そのセリフ、本当にブーメランで送り返すぞ、こいつ。

　とはいえ、今の俺はなんだかんだいっても立っているのがやっとだ。

「こうなったら、意地でも耐えてやるから、おら、さっさと振り下ろせっ」

　半ばやけくその俺の叫びに、ユメとミアの口元が、確かに緩ゆるんだように見えた。真まっ直すぐに振り下ろされる黒い刃やいば。魂すら吸い込まれそうな純粋な闇やみ色に、ああ、やっぱ逃げとけばよかったかもな、なんて俺は思っていた。







「満足、したか……？」

「そうだね……とりあえず、むしゃくしゃしてた気持ちが落ち着いたかも」

　魔王が、苦笑しながら振り返る。そこに驚きはない。むしろ、ほらやっぱり、と納得している。そこに、俺は立っていた。白いコートを鮮血に染めながら、それでも立っていた。

　勇者を嘗なめるな。俺は『晩成』タイプ、それもまだまだ成長中だ。魔王城前の戦いからは一月以上経たっている。同じような攻撃で、同じように倒せるわけがないだろう。

　それでもまあ、めちゃくちゃ効いたけど……。

「とりあえず、今回は勇者の負けだ。生きてはいるが、戦う力なんて残ってないしな……」

「そ、そんな簡単に認めちゃうの？」

「言っただろ、前ぜん哨しよう戦せんだって。俺にとって大事なのはこの次の本番だ。前哨戦で負けたところで……勇者の称号に黒星一つついたところで大した意味は………………ああ、やっぱ悪い。これ結構悔しいな。ユメがこだわってたのなんか分かった。うあー、戦績五分になっちゃったわけかー。しかも二度と無敗の勇者とか言えなくなったわけで……」

「ほーら見ろっ。ま、これで自分がどれだけの幸運に恵まれていたのか分かったんじゃないかな、勇者レイル、いや、黒星勇者レイル！」

「なんとなく可愛かわいらしい感じになりましたね。これなら子供達たちに大受けかもしれませんよ、レイルさま」

「うん、可愛らしいレイルもやっぱりレイルでかっこいいわよ。今度子供の頃のお洋服着せてみようかしら。お姉ちゃん興奮して眠れないかも」

「レイルはどれだけの黒星を重ねても、ここっていう時に白くするタイプだからね。むしろ誇ほこっていいよ」

　ほんと、好き勝手言ってくれるな、こいつらは。

「とりあえず、勇者と魔王の時間はこれで終わりだな。しかもお前ははっきり言った。俺を信じると。おし、変なわだかまりもなくなったところで本番いくぞー」

「ち、ちょっと待ったーっ。あるよ!?　たっぷりあるからね、わだかまりっ。今起こったイベントって、ボクがレイルに勝ちました、っていうだけで他は何も進んでないからね!?　綺き麗れいにまとめちゃうのはどうかと思うんですけどーっ」

「あー、晩飯のデザート追加するよう姉さんに言っておくからそれで」

「うん、おっけー♪　……あ」

　あっさりと、いつも通りの笑顔を浮かべたユメは、けれどすぐに気付いてその顔を真っ赤に染めた。

　そんな様子を見ていた、姉さんとアーディ、そしてミアまでもがクスクスと笑っている。

「ほら見ろ。魔王として大暴れした挙げ句に俺に勝てちゃった奇跡で、今までの怒りだとかどっかすっとんだだろ」

「すっとんでないっ。む、むしろレイルが原因だったよね！　ボクのことをないがしろにして、大切な話をしないで！」

「……そうだな。それに関しては本気で耳が痛い」

　だから俺は、素直に頭を下げる。頭を下げて、話を進める。

「だから、これからは勇者と魔王じゃない。俺とユメの時間だ」

　俺は言うが早いか、ユメのほっぺを両手で掴つかんで引っ張った。

「うにゃー、痛いっ、痛いっ」

「そもそもだ、俺が悪いことは認める。認めるがなユメ、何簡単に諦あきらめてやがる！　それも一人で勝手に結論づけてだ。お前、そんな性格だったかよ」

「な、なんでボクがいきなり怒られてるの？」

「当たり前だ!!　はっきり言ってやる、俺だってな怒ってるんだよ、お前のバカな反応に！　行動に！」

　俺は本気で怒鳴りつけていた。そうだ、ユメがバカをやらかしたあの瞬間から、ずっと言いたかったことを俺は全力でぶつけている。

　いくらなんでもあれはない。あんな簡単に諦め、あんな簡単に切れて、逃走。二百歳オーバーの魔王がやることじゃないだろう。

「な、何よっ。それくらいショックだったんだからしかたないじゃないっ！　ボクは……」

「そもそもこの国に、妻は一人じゃなきゃダメ、なんていう法はない！」

　その先を聞く気はない、とばかりに俺は怒鳴りつけて遮さえぎる。ユメは、え、と小さく声をあげるとポカンと口を開けて美少女らしからぬ表情を見せた。

　なんといっても、魔族との戦いの中で簡単に人が死んでいった世界だ。少しでも有能な血を後世へと残すために、養える甲か斐い性しようのある男は率先して嫁を娶めとれ。そして子を残せ、と推すい奨しようされているくらいだ。

　そんな世界でたかが一人婚約者がいることが、どんなマイナスになるっていうのか。

「そもそも、アーディは俺にとっても大切な親友だ。あいつがその婚約者を大事に思ってるなら、それを率先して壊すなんてできるわけないだろ」

　俺を裏切らずにここまで導いてくれた親友を、自分の恋愛成就の協力のためにと、そんな簡単に売り渡せるはずもない。それこそ、先にユメとミアによって潰つぶされた、四組のクズ勇者と同じになってしまう。

「だからこそだ。お前には、そんな相手がいても関係ない。むしろ自分が隣に立つことで、もっともっと幸せにできる、くらいは言ってもらわないと困るんだよ」

　何も言わず、何もせずただ黙って幸せにしてほしい。そんな女にアーディとくっつかれてもさすがに困る。むしろアーディを引っ張り、自分がアーディを幸せにしてやる、くらいは言ってもいいはずだ。

「そもそもユメは、好きな人がいるから、なんて一言で諦あきらめて引き下がるような、聞き分けのいい素直で弱い女じゃないだろ。違うか、おい」

　あれだけ率先して人のことをボコボコにしてくれた魔王様が消極的で落ち込むだとか、いったいどんな冗談だ。

「それは……」

「魔王も人間も関係あるか。それで、お前は正妻じゃなきゃ嫌なわけか？　いや、そもそも自分は絶対に正妻になれないと思ってるのか？」

　矢継ぎ早に放たれる俺の言葉に、ユメは何も言えない。俯うつむいたまま、バツが悪そうにちょんちょんと人差し指を突き合わせている。

「それで、お前から言い返すことはあるか？」

　最後、俺は上から目線でユメを睨にらみ付ける。そこに魔王の威厳はもうまったく少しこれっぽっちも残っていない。

「……ごめんなさい」

　ユメが涙目で、そう頭を下げた時、俺とユメのこの本番も終わりを告げた。本当に、世話を焼かせてくれる。

「ったく……」

　そうして、苦笑しながら手を差し出した。ユメは？　マークを浮かべながら、俺の手と顔とを何度か視線で往復し、やがて気付いたのか、恥ずかしそうに握手をしてきた。

　同盟再び、ってところだな……。

「レイルさま!?」

　気が抜けた瞬間、俺の足から力が抜けた。そのまま地面にへたり込み、もう一歩ぶんすら動いてくれそうにない。いや、そもそももう限界だ。ユメにやられたダメージ、そのままだもんな……。

　流れる血はもちろん、もはや痛みもあまり感じない。慌てて駆けてきたミアと姉さんが、同時に回復魔法を俺へとかけてくれる。

「だ、大丈夫、レイル……？」

　そして心配そうに顔を覗のぞき込んでくるユメに、

「お前にはあっちがあるだろ」

　と目線を送れば、そこには苦笑しているアーディの姿があった。

「……うん、そうだね。あれだけ恥ずかしいとこ見せたし、ここは最後にばっちし決めておかないと」

　俺の言いたいことを理解したのだろう。ユメは顔を赤らめつつも、そちらへと足を踏み出した。そのまま、アーディの前へと立つと、自分より頭二つは高いだろうその顔を見上げる。アーディもまた、そんなユメの視線を真まっ直すぐに受けた。

「その、今回は色々とごめんなさい。婚約者のこととか知らなかったから、つい焦っちゃって……」

「いや、僕の方こそ……ユメちゃんの気持ちには少し気付いてた。だけど、きっとすぐに冷めるだろうって放置してしまってた……」

「うん……だから、もうそんなこと思わせないから♪」

　ニッコリと、満面の笑顔でユメは言い切った。

「言われてみればさ、ほんとその通りだよね。アーディみたいなかっこいい人が、お嫁さん一人とかありえないでしょ。世の中そんなに見る目のない女ばっかりのはずないし」

「えーと、ユメちゃん？　だからその、僕には、生涯を捧ささげたいと思ってる人が、他にいるんだ。彼女は俺の妄想みたいな夢を信じて背中を押してくれた人で……僕を、ずっと待っててくれた人なんだ。だから僕も、彼女に応こたえたい。彼女を、裏切れない」

「へえ、そうなんだ。そんな素敵な人、裏切っちゃダメだよね。うん、これは思った以上に強敵だなぁ。しっかり頑張らないと、正妻戦争負けちゃいそう」

「…………あの、ユメちゃん、諦あきらめてない？」

「レイルに、あんな風に可能性を示されちゃった直後だもん。諦めるわけないよねっ。婚約者がいたって関係ない!!　そもそもさ、遠い婚約者よりも近くの同居人、って思わない？　ほら、アタックチャンスいっぱいあるし、ベッドの中潜り込んで……きゃぁ、これはさすがに禁じ手ーっ」

「レイル……さすがにさあ、恨うらむよ……」

　ガックリと肩を落としながら、こちらへと視線を送ってくる親友に、俺は親指を立てて応こたえた。

　まあ、諦あきらめてくれ。俺は俺の幸せのため、ユメに全力で協力する。

　俺は心の中でそう呟つぶやきながら、治癒魔法をかけてくれているその少女を見た。

「……あの、何か？」

「いや、なんでもないです」

「そうですか。でもこちらには、アリナさん共々言いたいことが非常にたくさんあるのでお覚悟を」

「ええ、本当に。こんな大けが、死んでも誰も驚かないわよ」

「そっか……ならさ、ミアに頼みがあるんだが……そんな重傷のけが人の頼みくらい、ぜひ聞いてほしい」

「……内容によります」

「ぜひとも膝ひざ枕まくら……」

「断りますので、お休みなさい♪」

　これ以上ないほどに眩まぶしい満面の笑みが、そこにはあった。

　そして、俺の意識は遠のいていく。だからこの後に何がどうなったのか、俺は知らない。





　　　　◆　◆　◆






「いいの、ミア？」

「いいも何も、本心ですよ？」

「ふん。ニヤニヤ」

「な、なんですか、その意味深な笑みはっ」

「いえいえー、なんでもありませんよー、ニマニマ」

「で、ですからその笑いやめて下さいっ」

「人の気持ちは確かに変わるよね。もしかしたらレイルの気持ちだってさ、変わっちゃうかもしれないけどね」

「なっ………………そ、それこそ望んでいる通りです。わ、私はその……ユメさまの側近ですし……」

　そうやって、焦るあたりが色々と怪しい。ボクはそんなミアをただ見つめる。

　まあ、少なくとも嫌いじゃない、というのは間違いない。

　想定外の答えだったらしい結末に、ガックリいって意識を失ってしまったレイルに、ボクは心の中で、また一緒にがんばろー、と声をかける。

「本当にもう……かっこいいのか悪いのか、頼れるのかバカなのか……もうちょっとハッキリして下さい……」

　そう言いながら、レイルの隣に座り込むと、そっと膝ひざの上へとその頭を優しく乗せるミア。

　拗すねたように呟つぶやくミアは、けれどなんだかとっても嬉うれしそうな笑みを浮かべていた。

　ほんと、我が側近ながら、めんどくさい女の子だなあ。












エピローグ：明るくない家族計画




「アーディ……ユメ、アーディになら……な、何をされてもいぎいっ!!」

　その瞬間、俺は手にしていたサンダルを全力で振り下ろした。

　ぼっこ～ん。

「いぎいってなんだ、いぎいってっ。恥じらうならもっと可愛かわいらしくいけっ。噛かむなっ」

「いったあぁぁぁ……か弱い娘の頭を全力ではたくとか家庭内暴力にも程があるよねっ。いくらなんでも木製サンダルとか、スリッパから固くなりすぎだよねっ」

　両手で頭を押さえながら、涙流しつつ俺を見上げるユメ。怒ろうとしているようだが実に残念。痛みが強すぎて動けないらしい。

「暴力ではないっ。愛だ！」

「なんでそこまで胸張って言い切れるのかなあっ」

「そもそもだ、今のをお前自身で振り返ってみろ。可愛いと思ったか？　色っぽいと思えたか？」

「うぐっ……えっと、もうちょっと媚こびいれた方がよかったかなあ……きゃぴ♪」

　可愛らしくポーズを取ろうとするものの、引きつった笑顔がまったくそそられない。

「いいかっ、お前は餌えさだっ。か弱く儚はかなく可愛らしい無抵抗な餌となって近寄る男に食い散らかされろっ。そして迫れっ。責任取ってね？　その一言までいけば大抵は女の勝ちだ、それから逃れられる男などただの悪党。容よう赦しやなく滅ぼしてよし」

「が、がんばるっ。必ず会え得とくして、責任取らせてみせるよっ」

　ぎゅっと両手を握りしめ、気合いを入れるユメ。よし、そのポーズは可愛いぞ。その調子だっ。

「えっと、それを食べさせられるのって僕なのかなあ……？」

「餌というか毒薬よね。お姉ちゃんとしては、レイルの教育止めるべきか、ちょっと悩むわ」

「……なるほどそうなんですね……勉強になります……」

「えっと、ミアちゃん？　何をメモして……」

「い、いえ、別に何も……その、使ったりしたら喜んでもらえるのかなあ、なんて考えていませんから大丈夫ですっ」

「うーん、レイルの方も色々と前途多難っぽいねえ……」

「そうかしら。ミアちゃんに使われたら、むしろ嬉々として責任とります！　とか叫んで…………それだわミアちゃんっ。そうよね、レイルったら勇者で男の子で自慢の弟だもん。目の前の据すえ膳ぜん的餌えさに食いつかないわけないわよね……」

「あ、あのアリナさん？　目がその……すっごい本気で怖いのですけれど……」

「ミアちゃん、今のそれには触れない方がいいよ。僕らの知ってる彼女じゃな……ああいや、ある意味ではこれ以上ないくらいに僕らの記憶通りではあるんだけれども」

「ふふ……うふふふふ……責任、ああなんて素敵な言葉かしらっ」

「……私、今世界中の男性に謝罪したくなりました……女でごめんなさい……」

『魔王』がいなくなったとはいえ、今日も俺達たち勇者一家は賑にぎやかだった。

「よーし、今の上目遣いは良かったぞっ。これならアーディもイチコロだろう！」

「いやだからさあ、本人の前でやめない？　僕の方がいたたまれなくなるんだけど……」

「私も、時々はレイルさまに何かサービスした方がいいんでしょうか……」

「そうね、ミアちゃん。でも、レイルが教えてる内容からは選ばない方がいいと思うわよ」

「ひどいよ、アーディっ。ボク本気だったのに、遊びだったなんてっ……こ、これでいいのかなレイルっ」

「おお、そうだその調子だっ。今の声の震え具合は悪くなかった。それならアーディもオロオロして当然だ」

　俺とユメの協力関係は、今も当然継続中だ。

　魔王様とその側近様は、俺の家に勇者パーティと同居したまま、恋愛という人生最大の問題と常に向かい合い続けている。

　まあ、ミアの方は単純に被害者だが、かわいく生まれてしまった自分を呪っていただく方針で。

　今のところ、勇者と魔王のこの生活が終わる予定は存在しない。

　互いの幸せのため、俺達たちは昨日も今日も明日も明後日も、こんな家族で居続けるだろう。

　少なくとも、そんな生活が幸せだと感じられるから。
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「アーディくん、驚いてくれるかなぁ」

　穏やかな草原を、一台の乗り合い馬車が数人の護衛に守られながら進んでいく。

　そこには様々な者達が、様々な理由で乗っていた。

　田舎から都会へと出て行く者達。単純な里帰りの者。家族で遊びに行く者。

　そして、誰もが笑い飛ばした夢を現実に掴つかんで見せた幼なじみに会いに行く少女。

　素朴な草色のワンピースに身を包んだ少女は、その長い髪を指でいじりながら遠い空を見上げる。

　その先には、王都が。そして一つの都市がある。

　婚約者との再会を待ちわびながら、少女は少し大人びたその顔立ちに笑顔を浮かべ続けていた。






　あとがき









　はじめましてのみなさま、はじめまして。あごバリアと申します。

　既に知っているというみなさま、お久しぶりです。あごバリアです。




　この度は、本書を手にとっていただき、ありがとうございました。もし、本屋さんでこのページを見ていらっしゃるのであれば、ぜひともそのままレジへと持っていっていただける、もしくはいただけたのならば、平へい身しん低てい頭とうを更に上乗せマシマシする所しよ存ぞん。何なに卒とぞよろしくお願い致します。




　元々は美少女ゲームと呼ばれるＰＣ系のゲームにて筆をとっていたのですが、文章書きとして個人での文庫本を出してみたい、というのは長年の夢でした。それがついに叶った今、ただ感かん無む量りようの心しん境きようで、高たか田だの馬ば場ばで友人と日本酒を酌くみ交かわしていることでしょう。酔すい鯨げいオイシイデス。




　そして、今このページを読んでいただけているということは、きっと無事に本書は刊行されたということなのでしょう。

　いや、ここまで来るには本当に大変でした。というか迷惑かけまくってしまいました。担当様、本当に申し訳ありません。

　ゲームのシナリオとの違いは色々と分かってはいたはずなのですが、いざ実際にやってみるとなるともうハマるハマる。げげー、それどんな孔こう明めい!?　といいたくなるような罠わなの数々に自らハマり、とにかく直すこと……○回。○の中身は聞かないで下さい。お願い武士の情けということで……。




　ですが、そのおかげで、実に私らしい作品になったのではと思います。

　特にキャラクター達に関しましては、これがあごバリアの真しん骨こつ頂ちようじゃ～い、というくらい好き勝手に作らさせていただきました。

　彼ら、彼女らの描いてくれる空間に、少しでも『楽しさ』を感じていただけたなら、それに勝る喜びはありません。

　もしその楽しさをまた味わってみてもいいかもしれないしちょっとくらいなら許してやってもいいって気持ちが多少それなりにちょびっとだけどこれ以上ない深い優しさと限界突破の器をもって許していただけたなら、一言でも構いませんので、そう表していただけると、作者、泣いて喜びます。




　また、そんなキャラクター達たちにもうこれ以上ないほどの素晴らしい姿形を与えて下さったなつめえり様、本当にありがとうございました。

　もうね、ミアとか完成形を見た時にはきゃっほい叫んじゃいましたよ、私。

　これならモチベ上がるでしょう？　と担当様にもチラつかされ、見えないシッポをブンブン振っておりました。

　……ロングヘアーってやっぱいいですねぇ……。




　また、デザインを担当して下さいました、木き緒おなち様。裏の方で様々に暗あん躍やくしつつも手助けして下さいましたＹ様、その他関わって下さったすべての方々に、土下座で御おん礼れい申し上げます。




　そして、この書を手に取り目を通して下さったすべての読者様に、改めてこれ以上ない感謝を。

　おかしな勇者と魔王の更なる日常。それをまたお届けできることを願っております。
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　著者

　あごバリア（あごばりあ）

　　美少女ゲームのシナリオライター。紆余曲折があり、ついに長年の夢であった、ライトノベルの作者に！

　　座右の銘は『予想は裏切れ、期待は裏切るな』。
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